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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世の中がなんだかおかしいということくらい、あの頃ころにはみんな気付いていた。新聞、雑誌、テレビ、誰だれでも言っていたのだから。国が、社会が、学校が。温暖化が原因と言われる異常気象や、それだけでは説明の付かない地じ震しんの頻ひん発ぱつ。どこからおかしくなったかなんてその中に暮らしている我々には知りようのないことだとしても、気付いてはいるくらいだったのだから、本当におかしな方向へ行こうとしていた時代だったのだろう。

　ひょっとしたら二十世紀に入りコンピューターがとてつもない勢いで進歩し始めたことも、携けい帯たい電話が瞬またたく間まに世界中に普ふ及きゆうしたことも、東京湾わん上にメガフロント計画が着工したことも、各国で関かん式しきの実用化が始まったことも……もし、この世界の者ではない何者かがこの世界の歴史を外側から眺ながめたら、その誰かは不自然だと言うのかも知れない。そんなブレイクスルーはありえないと。

　あの黒くろ髪かみの少女は、あるゲームの一節を引用してこう言った。

「もし人類に言葉さえ無かったら。一ひと握にぎりの脳みそさえ無かったら、この時は来なかったに違ちがいない」

　私の最も輝かがやかしい青春の一ページは同時に、そんなおかしな時代の幕開けでもあった。その頃にはまだ現在のような部署はなく、私は知人の紹しよう介かいで宮く内ない庁ちように入ったばかりの、ただのヒキコモリに過ぎなかった。





──対精せい霊れい特化戦隊第一グループ隊長　　

川かわ村むら英ヒデ雄オの述じゆつ懐かい






　　　　①




　官公庁舎連なる霞かすみヶが関せきの片かた隅すみに、裏より深い闇やみの世界を知る者たちがいる。

　宮内庁神しん霊れい班はん。

　古い家いえ柄がらの者たちだけが集められた、総員十名にも満たぬ小さな小さな部署である。科学万ばん能のう時代の現代では計り知れない怪かい異い、怪かい奇きを、人目に触ふれぬことから総じて隠おにと呼こ称しようし、人知れず社会の平へい穏おんを守り続けてきた。

　そのオフィスに、名な護ご屋や河かわ睡すい蓮れんは佇たたずんでいた。千早に緋ひ袴ばかま。真一文字に引き結んだ唇くちびると、冷たいほど凜りんとした双そう眸ぼう。誰しもの目に生き真ま面じ目めな様子が見て取れる……姿に違たがわぬ、そういう巫み女こだった。

（……いよいよ、今日）

　その生真面目さが災わざわいして、現在やや緊きん張ちよう気味である。

（今日。このわたくしにも、部下が）

　睡蓮がこの神霊班に配属されたのは、かれこれ五年も前のこと。非常に小規模な部署、かつ特とく殊しゆな仕事柄、そう人の出入りがあるわけでもない。そして今年の春も、当然のように新卒採用の予定はなかったのだが……この晩春にもなって、急きゆう遽きよ、推すい薦せんによって採用された男が来るという。推薦したのが、自分の姉と、ここの副長の弟と、それらと因いん縁ねん深いある家の当代と。歳としは自分と同じほどで、二は十た歳ちそこそこだそうだ。

「おはよう。早いね、睡蓮君」

「おはようございます、局長」

　睡蓮が席を立ってお辞じ儀ぎしたのは、この部署のリーダーである。

　名は那な田た蒼そう一いち郎ろう。歳の頃は四十代の半ばほど。燻いぶし銀ぎんの細ほそ面おもてと、オールバック、カミソリのように鋭するどい目付きが只ただ者ものではなかった。

「すでに掃そう除じを終えておきました」

「ふむ。本当ならば、君にそんなことをさせるわけにはいかないのだが」

「いえ。下の者の務めですので」

　そう言って、睡蓮はまた席につく。

「長は谷せ部べ君にも聞かせてやりたいところだよ、そのセリフ」

　那田が奥にある自分の席へ向かっているとき、その彼女が現れた。

「おはようございまーす。なんです、局長。あたしに聞かせたいセリフってのは」

「言っても聞いてくれないので、言わんよ」

「そうですか、そりゃよかった」

　彼女は長谷部翔しよう香かという。ざっくばらん過ぎる気風もあるが、その気さくさからみんなに慕したわれているここの副長である。パンツスーツをまとい、長い黒髪をなびかせて颯さつ爽そうと歩く姿は、睡蓮もカッコイイと思っていた。

「おはよう、睡蓮ちゃん」

「おはようございます、長谷部先せん輩ぱい」

　翔香は自分の席に掛かけながら、睡蓮へ笑いかけた。

「なんだい、緊張気味だねぇ。ひょっとして新しい後輩ができるってんで眠ねむれなかったとか？」

「……何をおっしゃいますか。そのようなことは断じてありませんとも」

　口で虚きよ勢せいを張る睡蓮だが、実は図星だった。見み抜ぬかれてしまう辺り、自分はまだまだ修しゆ行ぎようが足りないと思う。

「そうかい？　まあ無理もないけどね。貴たか瀬せと鈴すず蘭らんちゃんが言うには、随ずい分ぶんと真面目でいい子らしいし」

　鈴蘭、というのが睡蓮の姉だった。その姉も、同じようなことを言っていた。少し真面目すぎるくらいだから、きっとお似合いだろうと、からかうように。どう似合うのかはともかく。

（……やはり色いろ恋こい沙ざ汰たという意味で……）

　ぽっと赤くなりそうになった頰ほおを、ぴしゃりと叩たたいて気を入れ直す。

「ど……どうしたんだい、睡蓮ちゃん。突とつ然ぜん」

「いえ、蚊かが。蚊です、長谷部先輩」

「そうかい？　そういや、もうすぐそんな季節だねえ」

　未熟だ。自分は名護屋河家当代。未いまだ滅めつ私し奉ほう公こうの身。色恋の話などなんのその。そんなだらしない様子では、これから現れる後輩に対して示す立場がない。

（よし）

　相手がどれだけかっこよかろうと、可愛かわいかろうと、甘やかしはしないのだ。

「長谷部先輩」

「ん？　なんだい？」

　競馬新聞を広げながら顔を上げた翔香へ、睡蓮は言った。

「やはり新入りに対しては、厳しく接するべきだと思うのですが」

「あ～……う～ん。そうだねぇ。局長？」

　那田が書類から顔を上げる。

「なぜそこで私に振ふるのかね、長谷部君」

「責任者でしょう。局長としての教育方針なんかあれば」

　那田は小さく嘆たん息そくして、書類に視線を落とした。

「仲良くやりたまえ」

「だってさ」

　と、翔香が向き直る。睡蓮は言った。

「ですが馴なれ合いだけで、先輩としての威い厳げんが保てるものでしょうか」

「ああ、なんだい。そういうことかい？　じゃああれだ、出会い頭がしらにでも一発かましてやればいいよ」

　翔香は冗じよう談だんを言ってけらけらと笑った。

（なるほど。一発かます……）

　睡蓮は冗談とは受け取らなかった。

「にしても物好きだよねえ。このご時世に、ウチみたいなところに入ろうなんてさ」

　神しん霊れい班が扱あつかう事件は、早い話がオカルトだ。一時期のブームも過ぎた今では、まずそれをまともに信じようという者が少ない。それを現実と捉とらえてどうこうできるほどの〝能力者〟となるとさらに少ない。そしてそれだけの力を持ちながら、公僕として勤めようなんて者は皆かい無むに等しい。いわゆる霊能力者なり、超ちよう能力者なりとして営業した方が遥はるかに稼かせぎはいいのだから。

　もっとも、それすらイロモノ扱いされるのも、科学万ばん能のうのこのご時世である。そして万能といえども未だ及およばぬからこそ、オカルトに対してはこんな部署が存在しているのである。

「行き場がなかったか食い潰つぶしたかはともかく、ウチが万年人手不足なことに変わりはない」

　那田が言った。

「やっと見つけた貴重な志願者なのだから、逃にげられた、などということのないように気を付けてくれたまえ」




　　　　②




　そして日も高くなった頃ころ、件くだんの新人は現れた。

「……というわけで、今日から神霊班は常勤が一人増えた新体制になる。みんなで仲良くするように」

　那田に手を差し向けられた彼が、ぺこりと頭を下げる。

「……川村、ヒデオです。よろしくお願いします」

（……）

　睡蓮は眼まな差ざしを鋭するどくした。

　なんというか。

（………。）
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　有あり体ていに言えば、想像していたのと違ちがったのだ。

　まず、第一に目付きが悪い。

　第二、第三はともかく、目付きが悪い。姉が木き島じま連隊にいても違い和わ感かんないと評していたが、なるほど、これは容易たやすく殺す者の目だ。瘦やせ気味の体たい軀くは、そうした仕事に際して極力邪じや魔まにならぬよう、必要最低限まで削そぎ落とされたものだろう。

　だから睡蓮としてはそんな物ぶつ騒そうな気配ばかりが目に付いて、彼が「名護屋河先せん輩ぱい、お茶を淹いれました」とか言うところが想像できない。「名護屋河先輩、今度のお休みにドライブでも行きませんか」とか言われても自分としては嬉うれしくない。まかり間違っても「名護屋河先輩のために、お弁当を作ってきました」なんて殊しゆ勝しような心がけはないだろう。

　よくよく考えれば、遊ぶためだけに生きているようなあのチャランポランな姉と、悪事を働くためだけに生きているような伊い織おり家のアレとが推すい薦せんするのだから、そうまっとうな者であるはずがないのだ。

（…………。）

　自分は今朝まで、何を楽しみにして舞まい上がっていたのだ？　そんな空くう虚きよな思いが、睡蓮の胸を木こ枯がらしのように冷たく吹ふき抜ぬけていく。

「あたしは副長の長谷部翔香。うちの弟バカが世話になったってね。これからよろしくね」

　そうした相手であっても、いつものように屈くつ託たくなく笑いかけ、握あく手しゆを求める翔香はさすがだと思った。

「あの。いえ、こちらこそ。どうも、初めまして」

　ヒデオが握手しながら答えるが、声が低い。人見知りするようなタマでもあるまいに、どんな後ろめたさを隠かくしているのか声が細い。それがまた睡蓮的には気に入らない。

　次に翔香が、手をこちらへと差し向ける。

「で、こっちが睡蓮ちゃんね」

「わたくしは名護屋河睡蓮です」




バシィンッ!!




　思い切り横よこ面つらを殴なぐられたヒデオは、コマのように回ってその場にぶっ倒たおれた。

「名護屋河先輩と呼びなさい」

　目を白黒させたヒデオが、ぶたれた頰ほおを押さえながら立ち上がる。

「っ……、いや。あの、何を……」

「愚おろか者。先輩として一発かましてやったまでのこと」

　啞あ然ぜんとした様子で翔香が言った。

「いやさ。睡蓮ちゃん、あたしゃそういう物理的に直接的な意味で言ったわけじゃ……」

「こういうことは最初が肝かん要ようなのです」

「そこまでわかってるなら、最初からあたしに聞かなくてもよかったんじゃないかい？」

「それはそれ」

　平然と言い置き、睡蓮は続けた。

「姉上と伊織貴瀬に気に入られたような者が、土台まともであるはずがありません。ご覧下さい、この『隙すきあらば殺して進ぜようぞ』と言わんばかりの悪あしき目付き」

「えっと……そうなのかい？　よくわからないけど」

　ヒデオがぶんぶんと首を横に振ふっていたが、そんな欺ぎ瞞まんに騙だまされる睡蓮ではなかった。

「何を白々しい。このわたくしの目を騙せると思いましたか。お前のように性しよう根ねの腐くさった小悪党には、社会の厳しさというものを根底から叩たたき込んでやる必要があります。そう、先輩をりすぺくとする心をです」

　もうすぐお昼。睡蓮は今どき古風なガマグチを、パチンと開きながら言った。

「ツナマヨおにぎりと、どくたー・ぺっぱーを買ってきなさい」

「……。」

　まだ状じよう況きようを理解できない様子のヒデオに対し、睡蓮は自分の立場をわからせるよう念を押した。

「ツナマヨは海の苔りがパリパリのものです」

「いや、そういうことではなく……。仕事は」

「それがお前の仕事です」

　穴を掘ほってまた埋うめるのがそうだと言わんばかりに言い切ると、彼は助けでも求めるように翔香を見た。

「え？　ああ、あたしもいいのかい？　悪いねえ。気が利きくねえ。じゃあキャロップと、おい茶の濃こい味。シャケと明めん太たい」

　そういうつもりで見たわけではなかったヒデオだが、千円札を渡わたされてしまう。

「キャロップ、とは」

「知らない？　競馬の週刊誌。そこのコンビニに置いてあるよ」

　ヒデオが最後に那田を振り返った。

「君も好きなものを買ってきたまえ。ああ、私は愛妻弁当があるので結構だ」

「……」

　心なしか肩かたを落としたようにヒデオが出て行った。昼休みを告げるチャイムが鳴り、自分のデスクに戻もどった那田が少し疲つかれた様子で言った。

「長谷部君」

「なんです、局長」

「君からの睡蓮君へのアドバイス……教育方針のようなものはないのかね」

　翔香は少し考えてから。

「若い二人に任せましょうよ。いえ、決して後進の育成が面めん倒どうとかそういうわけじゃないんですがね」

「よくわかったとも」

　諦あきらめたように那田が弁当を取り出す。

　つまりこれは、彼については全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをもって一任するという意味だと受け取った睡蓮は、自信を持って胸を張った。

「お任せください」

　那田と翔香が少し心配そうに顔を見合わせていたが、気にする睡蓮ではなかった。




　　　　◆




　入って挨あい拶さつしただけのオフィスを、追い出されるように後にするヒデオ。廊ろう下かを歩いていると、マナーモードにしていた携けい帯たい電話が呼び出しを報しらせた。階段を下りつつポケットから出すと、液えき晶しようにデフォルメされたウィル子が映っていた。

《にほほ。マスター、どうですか新しい職場の様子は》

「……帰りたい」

《いきなりですか》

「あの頃ころへ」

《どの頃かわからないのですが》

　とりあえず、ヒデオはなぜ殴なぐられたかがわからない。副長の方は弟に似て、明るく真っ直すぐな気質のようだったが……問題は睡蓮の方だ。姉の鈴蘭はもっとこう、気風のよく、気持ちのいい人物だったのに、まるで正反対な堅かた物ぶつ。堅物はいいにしても、なぜ殴る。

《とは言え、新たに十社落ちてようやく見つけた職場なのですから》

「それは、まあ」

　他ほかに行き場もない。働き口があるだけでもありがたい話。公務員試験に合格したわけでもないのに、お役所勤め。夢のような話……のはずだった。

　ただ、お役所と言っても随ずい分ぶんおかしい。宮く内ない庁ちよう舎しやは意外というか仕し事ごと柄がら当然というか、お堀ほりの中にあるものらしいのだが……ビルを出れば、そこは霞ヶ関の官公庁舎群の外れの外れ。振り返り、仰あおぎ見れば寂さびれた小さなオフィスビル。

（……そう）

　神しん霊れい班。

　鈴蘭と貴瀬から、自分向きのいい役所勤めがあると言われただけで、他に当てもなく話に乗ってしまった。そこが神霊班なるところで、仕事内容がオカルト云うん々ぬんというのは後から聞いた話だ。うまい話には穴がある。いや、当面はオカルト云々より、睡蓮。到とう底てい仲間を迎むかえようという雰ふん囲い気きではなく、人を悪党呼ばわりする以前に、彼女こそ『殺スゾテメエ』ぐらいの目付き声こわ色いろだったではないか。どうしたものか。

《似たもの同士、案外なんとかなるのではありませんか？》

「そう、だろうか」

　似たもの同士？　自分は間ま違ちがっても出会い頭がしらに人を殴るようなことはしない。

《とにかく、未来を悪い方に考えてしまうのはマスターの悪い癖くせです。今のマスターは、もうウィル子と出会う前のマスターではないのですから》

（……）

　ウィル子は本当に立派になった。

　そう、自分だって成長したはずではないか。厳密には生まれ変わってはいないが、あの大会で変わるきっかけを得たのではないか。もう自分になんて負けるものか。まだまだ初日どころか、挨拶しただけではないか。

《そういうことです。住めば都という言葉もありますし。ファイトなのですよー》

　ノシ、と簡単に手を振ふって、ウィル子との会話が終わる。彼女は彼女で新しい生活を頑がん張ばっているのだろう。気を入れ直したヒデオは、注文の品を買うためにコンビニへ入ったのだった。




　　　　③




　昼休みが終わる。

　当たり前だが、入ったばかりのヒデオに割り当てられた席には、ほとんど何もない。どこにでもあるグレーのスチール机。電でん卓たく。筆記用具。何だか取って付けたように、いかにもな事務用品だけが並んでいる。

（……）

　今日入ったばかりなのに、リストラ寸前の閑かん職しよくみたいな居い心地ごこちの悪さを覚えるのは気のせいだろうか。机自体は那田、翔香、睡蓮のいる他にもいくつかあり、使われている形けい跡せきもあるが……。

　そうして室内を不思議そうに見み渡わたすヒデオの様子を汲くんで、那田が言う。

「本格的な業務が夜からということもあるが、内調と同じでほとんどが出向でね」

「なるほど」

　と答えたヒデオ。内調とかよくわからなかったが、どっちから聞こうか。とりあえず当たり障さわりのなさそうな、出向という方から聞いてみることにする。

「出向、ということは他の役所からも」

「いや。神社や寺のようなところだよ」

　ヒデオの中では、なんかもう嫌いやな予感しかしなかった。

「……となると、夜からの業務というのは」

「我々は古くからの慣例で隠おにと呼んでいるが、まあ早い話がオバケ退治だ……と、誰だれかから聞いていなかったかね？」

　ああ。やっぱりそういう方面になってしまうのか。

「ちょっと、待ってください」

　全くもって疎うといわけではない。そりゃあんな大会があったくらいだから、オバケくらい実在しているのだろう。だが、退治するというのはちょっと待て。霊感はゼロだ。金かな縛しばりにすら遭あった覚えがない。

「それを……やれと？」

「だが君は精霊のエキスパートだと」

「精霊は、精霊です」

　ことここに至り、ヒデオは断固言い返した。

「オバケは、オバケです」

「あたしらから言わせれば……」

　少し驚おどろいたような翔香が言う。

「精せい霊れいの方がよっぽど眉まゆ唾つばだよ？」

「眉唾でも何でも、退治とか、身に覚えがないのです」

　そう言って食い下がるヒデオに、那田が続けた。

「ともかく、ここでは精霊も隠の一種だ。そういった場合に君にお鉢はちが回ることになると思う」

「あれ。でも局長、今まで出たことありましたっけ？」

　と瞬まばたきする翔香。

「私の代になってからはほとんどないが、邪じゃ霊れい悪あく霊りようも精霊の一種と考えれば問題はないだろう。同じ〝霊種〟だよ」

「ああ、じゃあオバケ退治で何も問題は」

「ですから」

　問題があるからダメだと。陰おん陽みよう師じでない以上は悪霊退散なんてできないし、お坊ぼうさんじゃない以上さまよえる霊を成じよう仏ぶつさせる術すべもない。

　翔香がポンと手を打った。

「運が良ければ妖よう怪かい退治もできるよ？」

　妖怪ポストに出せそんな事件！

　と、喉のどまで出かかった。

　そういった具体的な業務内容も知らせぬまま推すい薦せんした鈴蘭たちも鈴蘭たちだが、採用したこの人たちもこの人たちだ。もちろん、そんな仔し細さいを聞かないままノコノコとこんな場所に来てしまった自分が自分だ。ああ、自分を偽いつわり続けたツケがこんなところにまで。罪という名の十じゆう字じ架かは、一度背負ってしまったら一生外れぬ枷かせなのか。

「なんですお前は、やりもしないうちからあれもダメこれもダメと」

　痛つう烈れつに言い放ったのは睡蓮だった。

（……確かに……）

　何もせずああだこうだ考えてしまって、なんでもかんでも嫌だダメだと決め付けるのは、まさに忌き避ひすべきヒキコモリの思想。決別したはずの、あの頃ころの思考回路だった。

「先せん輩ぱいであるこのわたくしが、まずお前の実力のほどを確かめてあげましょう。下に訓練用の道場があります。わたくしについてきなさい」

　道場が必要な公務員職なんて警察や自衛隊くらいのもんじゃなかろうか？　そうでもないんだろうか？　ともあれヒデオは、睡蓮に言われるまま後についてオフィスを出る。階段を降り、一階部分を奥へ進むとほんとに道場があった。板張りなので、柔じゆう道どうや何かではなく剣けん道どうのそれに思われるが……。

「さあ、どこからでもかかってきなさい」

　ヒデオが靴くつを脱ぬいで上がった瞬しゆん間かん、真向かいに立つ睡蓮が言った。あまりに突とつ然ぜんでヒデオは聞き返す。

「……いや。どうやって」

「ですから、わたくしを邪霊悪霊の類たぐいと思ってかかってきなさい」

　随ずい分ぶんと可愛かわいらしい悪霊もいたものだ。

「それとも悪あつ鬼き羅ら刹せつの方が良いですか」

　挨あい拶さつがてら殴なぐられた記き憶おくがフラッシュバックし、無意識のうちにかぶりを振ふっていた。

「いや。決してそういうわけでは」

「ならば早くしなさい。必要ならそこにある木刀の類でも好きなように使えば良いでしょう」

　壁かべに、木製の剣けんやら、槍やりやら、薙刀なぎなたやら。稽けい古こ用のそれらがかかっている。だが男たるもの、丸まる腰ごしの女の子に武器を振りかざすのはいかがなものか。睡蓮は素す手での棒立ちなのだ。たとえ訓練とは言え、それはヒデオの本意ではなかった。ほんとに当たったら危ないし。寸止めとかできないし。

　ほんのちょっぴりだが、高校の体育で柔道をやらされた経験はある。袖そでと、襟えりを摑つかんで、腰を入れる。いやでもここ畳たたみじゃないしほんとに投げたりしたら危ないような……。

「早くしなさい。お前の実力を見るだけのものです。どうせわたくしに指一本触ふれられやしないのですから」

「……」

　よしわかった。いい加減この上から目線にカチンと来た。平手打ちの意い趣しゆ返がえしだ。指一本触れて、侮あなどれぬ後輩であることを見せてやる。

「では」

　構えもしない睡蓮目め掛がけ、ヒデオは踏ふみ出し、手を伸のばす。指は千早の袖にすらかすらず、代わり睡蓮の指が軽くヒデオの手首を捕つかまえる。あとはまるで魔ま法ほう。気が付いたときには天地が逆転し、ヒデオは硬かたい板張りの床ゆかに背中から叩たたきつけられた。

「っ！　っ！　ちょっ！　待っ……！」

　洒落しやれにならない痛さにドタバタともんどり打つヒデオ。特に痛めた腰を押さえながら何とか起き上がると、睡蓮はそんなこちらを心配する様子もなく、すっごい冷たい目で見下していた。

「一応、言っておきますが、手加減無用です。いくらなんでも弱過ぎるでしょう」

「このっ……」

　痛みという名のストレスを、怒いかりに転化し戦う気力へ変へん換かんする。

　ふっ、どうやらこの俺を本気にさせてしまったようだな。指一本。指一本触れれば勝ちという、そんな俺ルールを忘れたとは言わせないぜ。その指がどこに触れるかなんてことまでは明文化されていない。まかり間ま違ちがってあんなところやこんなところに触れたとしても、あまつさえ袂たもとがはだけてしまおうともそれらは全すべて合法。その結果また投げられようとも、俺的には勝ち。というか男として勝利。

　くくく、ぐふふ。

　魔眼王と呼ばれし者の力、とくとその目に焼き付けるがいい……！




　　　　◆




（……さらに悪あしき目付き）

　元より油断などという言葉を知らぬ睡蓮だが、フォースの暗黒面に魅み入いられたことによって明らかに変容したヒデオの心を察知し、睡蓮も目付きを険しくした。

　察するに先ほどの隙すきだらけの一手は、こちらの実力を確かめんがためのもの。今度は違う。それが証しよう拠こにヒデオの視線は、獲え物ものを追う鷹たかのように狙ねらい定められている。胸むな元もと。

（心の臓か）

　だが殺気はない。

（……殺すつもりはないとすれば）

　視線は誘ゆう導どう。こちらの意識をそちらへと誘さそいながら、どこか別の箇か所しよを取りに来るつもりだろう。なるほど、一いつ般ぱん人……下手に戦い慣れた相手であればその誘導も有効だろう。つまりこの男は今まで、そうした程度の相手と戦い続けてきた。先の組み手で、自分もその程度の格と捉とらえられたか。つまりはこの男も、所しよ詮せんはその程度の格ということ。

　どうやら、それ以上を見る目はないようだ。

　じり、とヒデオの足元が動く。重心が前に乗った。

「いくぞ」

「きなさい」

　床を蹴けり、ヒデオは一息に間合いを詰つめてきた。伸ばされた手は……真っ直すぐ胸元？

「必殺、パイタッ」

（……）

　睡蓮はまずその手首を固めた。ほぼ同時に無防備な肘ひじを押さえる。

「ていっ」

　ぐるん、と雑ぞう巾きんでも振り回すようにヒデオの体を反転させ、受身を取れぬように板張りの床に叩き付けてやった。

　バタァン!!

　じたばた、どたばた。

　ヒデオは打ち付けた頭といわず背中といわず、どこを押さえていいかもわからぬように、もがき苦しみ始めた。

「愚おろか者。それで本気のつもりですか」

「かなり、本気でした……。すみませんでした……」

（……）

　睡蓮は静かに息をついた。

　どうやら、買い被かぶり過ぎていたようだ。

「……没ぼつ」

「……ボツ、とは」

　ようよう起き上がったヒデオが、床に膝ひざをついたまま、首を傾かしげていた。

「その程度の身のこなしでは、いざ悪あく霊りようと相対したところで取り憑つかれて終わりです。お前は一体、何のえきすぱーとなのですか」

「だから、悪霊ではなく。精せい霊れいだと」

「精霊となればそれら遥はるか上にあるカミの格。邪じや悪あくも相手にできぬお前に何ができるというのです」

　睡蓮が言うと、ヒデオは少しの間、黙もくしたまま俯うつむいていた。何を省かえりみているのか、そこには今までのような悪しき気配はなかった。むしろ殊しゆ勝しように低頭しているようにさえ見える。

「……ふむ。どうやら格の違いというものを思い知ったようですね」

　那田と翔香が二人の様子を見に来たのは、そんなときだった。

「どうかね、睡蓮君。彼の実力のほどは」

「俊しゆん敏びん性、反射神経、攻こう撃げき力、防ぼう御ぎよ力、霊力、全て没です。とんだ見込み違いでした」

　翔香が肩かたをすくめる。

「甲こう乙おつ丙へい丁ていの没？　そりゃあ、睡蓮ちゃんの判断基準からしたら普ふ通つうの人はみんなそうだろうけどさ」

　那田もそれに頷うなずく。

「当初期待したほどの実働戦力でなかったとしても、戦せん闘とう能力が全すべてというわけでもない。昨今はオカルトを現実のものと捉えられるだけでも希少でね。なおさら常勤となると、さらに貴重な人材なわけだよ」

「……確かに。三人だけだと、大変そうですが」

　この場にいる面子メンツを見み渡わたすヒデオだったが、那田は軽くかぶりを振ふった。

「いや、実際の常勤は私と君の二人だけだ。長谷部君は表向きに郵便局員をしているし、睡蓮君は本来、我々のような一般人に使われていいような身分ではないのでね」

　神霊班の内情がまだ理解しきれないのだろう。目を瞬またたかせるヒデオへ、那田は続けた。

「今までは私一人では手の回らないことも多かったが、その中の簡単な部分だけでも、君が請うけ負ってくれると助かる」

「簡単な部分、というと」

「連れん絡らく役や運転手、あとは掃そう除じや、昼間のお使いのようなもの等々」

　ヒデオは首しゆ肯こうした。

「もちろん、そのくらいであれば。頑がん張ばって覚えようと思います」

「そう言ってくれると助かるよ」

　那田は一つ、二つと頷いて踵きびすを返した。

「……だが仕し事ごと柄がら、場数を踏ふんでもらう必要はある」

「場数、ですか」

「他でもない君自身のためにも。今夜、睡蓮君にお願いしている仕事がある。早さつ速そくだが運転手として彼女に同行してもらおう。睡蓮君にはその場でもう一度、彼の適性を見定めてもらいたいのだが」

　睡蓮は、冷たい瞳ひとみでヒデオを一いち瞥べつ。

「何の役に立つとも思えませんが、かしこまりました」

「うむ。よろしく頼たのむよ」

　那田が静かに道場を後にする。

　実際の仕事はできずとも、下したっ端ぱには下っ端なりの雑務があるということだ。

「精しよう進じんすることです」

「……まあ。はい」

　どこか途と方ほうに暮れるようなヒデオの前に、木刀を二本手にした翔香が立つ。心なしか顔色が青ざめたヒデオへ、翔香が笑いかける。

「そういうわけであたしも暇ひまだから、ちょいとヒデオ君の腕うで前まえを見てあげるよ」

「……。」

　ハイとも、イイエとも答えぬ間に、ヒデオの手にも木刀一本、押し付けられる。

「いや。あの」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あたしの採点基準は睡蓮ちゃんなんかよりよっぽどヌルイから」

　何か言いたげなヒデオの視線は、木刀と翔香との間を行ったり来たりするばかり。それを気にした様子もなく、翔香が素す振ぶりを一つ。

「さ、どっからでもかかっておいで。あたしから一本取れたら、明日の昼飯でもおごってあげるよ」

「……」

　ちぇすとー。

　ゴスッ！

「っ!!　っ!!　待っ……!!」

「なるほど。こりゃ一から叩たたき込まないとだねえ……」

　思いがけぬクリーンヒットに、困り気味に頭を搔かく翔香。樫かしの刀身にひどくぶたれたヒデオは、ひたすらその辺を転げ回る。

（……見込み違ちがい……）

　ヌルイ採点基準と言った翔香のお眼鏡にすら適かなわなかったのなら、本当にただの素人しろうとか……睡蓮は小さく肩を落とそうとして、ふと気付く。逆に言えば。

（このわたくしの目を騙だましおおせた……？）

　無論。それが仕事にどう役立つかと言えば、睡蓮には思い付きようもなかったのだが……。




　　　　④




　そんなこんなで日が暮れた。

　結局擦すり傷だらけ、痣あざだらけ。腕うで試だめしというより睡蓮と翔香、暇な二人にいいように弄もてあそばれただけのような半日が過ぎ、ようやく神霊班の本業と呼ばれる時間。ヒデオは軽くひねったらしい足首をひょこひょこ引きずりながら、地下駐ちゆう車しや場じようを歩いていた。

「……情けない男ですね」

　いよいよ愛想を尽つかしたような睡蓮に、ヒデオは言い返す気力もなければ言葉も思い浮うかばない。

「長谷部家の愚ぐ息そくでも、もう少しは歯は応ごたえはあろうものを」

「長谷部家の……」

「副長の弟の、長谷部翔しよう希きのことです。知っているのでしょう」

（……ああ）

　アホか！　勇者じゃねえか！　あんなバケモノと同列にすんじゃねえ！　ヒキコモリ舐なめんな!!

「自じ慢まんじゃないが、こう見えて僕はスライム相手に一発ＫＯされた男だ」

「けいおー……ＫＯというと……空気読めがＫＹですから……」

「……いや。ノック・アウトの意味で」

「のっく・あうとならばＮ、Ｏでしょう」

　なんですと？

「いや、ＮＯは一酸化窒ちつ素そのことで」

「人が知らないと思って、先せん輩ぱいであるわたくしに向かって適当なことを！」

　なぜだかムキになって怒おこり始めた。

　ほう。ほほう。甲こう乙おつ丙へい丁てい没ぼつの辺りから妙みように古風と思ったが、外来語が苦手なのか、そもそもの考え方が古いのか。

「ええわかります、知っていますとも！　つまりお前は溶き虫すらいむごときに手も足も出なかった愚ぐ図ずの愚ぐ鈍どんと言いたかったのでしょう！」

　そこまで言いたかったわけではないが、こっちの業界だと、やっぱりスライムに勝てないのはかなりの底辺のようだ。




　──その程度の身のこなしでは、いざ悪あく霊りようと相対したところで取り憑つかれて終わりです。お前は一体、何のえきすぱーとなのですか。

　──精せい霊れいとなればそれら遥はるか上にあるカミの格。邪じや悪あくも相手にできぬお前に何ができるというのです。

　──どうやら格の違いというものを思い知ったようですね。




　今まで聞いた睡蓮の言葉が、どれもこれも胸に痛い。

　思い起こすが、電子の精霊も、ミスリル銀の精霊も。自分が知っているのはあの二人だけだが、自分がどうこうしたような覚えはない。鈴蘭たちからは、精霊のエキスパートとして紹しよう介かいされた。神霊班はそれが必要だからこそ、採用してくれた。でも実のところ、それが邪霊悪霊でなく、ほんとの精霊が相手だったとしても自分には何もできない。

　何が生まれ変わっただ、所しよ詮せん自分は、一人では何もできない程度の格……。

（……否いな。それでも）

　どうせここ以外のどこの職場、サービス業だろうと製造業だろうと農林水産業だろうと、自分には何もノウハウがない。誰だれだって最初はそのはずだ。夢や希望を持ってなりたい職種につければ、それは最高だ。でも自分にはそんなものはない。もうそんな余よ裕ゆうもない。いま与あたえられた仕事。縁えんがあって採ってもらえた、今の仕事を頑がん張ばる。そういうものでも、差し当たってはいいんじゃなかろうか。

　あの大会で、実質的に得たものはなかったとしても……あの大会を通して、そういう風に前向きに考えられる自分にはなれたのではないか。

　あれこれ考えるうちに、地下駐車場のクルマのところまで辿たどり着いた。睡蓮が、そこに並んでいるクルマを指差す。

「この小さいのが長谷部先輩のもの」

　旧規格の頃ころのミニカだった。言ってしまえば古い軽自動車。競馬などたしなんでいるようだし……いや、お金のことを詮せん索さくするのは失礼か。

「このつーどあ・くーぺが局長のもの」

　２ドアクーペ。レパードだった。いま時にはないスマートで伸のびやかなシルエット。那田のあの渋しぶい雰ふん囲い気きに、よく似合っている気がした。

「そしてこれがわたくしの」

「……。」

　初代センチュリー。最高級国産車。社長とかが運転手付きで乗るのが当たり前のクルマだ。個人で持ってる人は、たぶんほとんどいなかろう。

「宮様より賜たまわったものですから、神馬のように大切に扱あつかいなさい。いいですね」

　そういうクルマの鍵かぎを、睡蓮から渡わたされる。睡蓮は後ろの席にさっさと乗ってしまう。

　宮様って誰だ。

　だがなるほど。運転手。ほんとにここまで完かん璧ぺきな運転手をやらされるとは思っていなかった。ほぼペーパードライバーなので、こんなに大きなクルマというのは不安があったが……言ったところで、後ろのヤンゴトナイらしい巫み女こは取り合ってもくれないだろう。

　……でも姉の鈴蘭はあんな調子だったし。名護屋河家ってどうなっているんだろう。

「目的地はお台だい場ばです。道がわからなければ〝なび〟を使うといいでしょう」

　ルームミラー越ごしに、命令口調の睡蓮。言われるままヒデオは、慣れないナビに目的地をセットした。那田から貰もらった住所番号のメモ通りに入れると、いわゆるにぎやかな観光スポットではなく、その近くの埠ふ頭とうのようだった。




　　　　◆




　非常に快適。

　しかも大きさの割に、すいすい走って運転しやすい。道中、特に互たがいに口を利きくこともなく、二人はお台場近辺までやってきた。埠頭の管理局ゲートで那田から渡された通行証を見せると、何を聞かれることもなく、あっけないほどすんなりと通してもらえた。しかしナビは目的地周辺です、とそっけなく告げて案内を終しゆう了りようしてしまう。

「ここから、どこへ」

「進みなさい。この先に悪あしき気配があります」

　構内の速度表示に従い……また、睡蓮の言葉もあり、ゆるゆると車を進めていく。

「そこを右に…………停とめなさい。この辺りです」

　そこで二人はクルマを降りた。

　埠頭の外れ、とでも言うのだろうか。営業を終えた旅りよ客かくフェリーや、補給のため停てい泊はくしているような豪ごう華か客船の向こうに、東京湾わんメガフロントのシルエットが浮うかんでいる。前もって払はらわれたかのように、周囲には人の気配がまるでない。すぐ向こうのお台場やレインボーブリッジはあんなにも明るくにぎやかなのに、この場所だけがうらぶれたように寂さびしく、生なま温ぬるい潮の香かおりすら不気味に感じられる。

「……どこを見ているのです」

　苛いら立だつような睡蓮の嘆たん息そく。

「どこ、と……言われても」

　取り立てて変わったようなことはない。どこに、何の問題があるというのか。

「わかりました。どうやら、見えるどころか気付いてすらいないようですね」

「だから、何が」

「それならそれでいいのですが……局長は場数を踏ふむようにも言っていました。いま見えるようにしてやりますが、決してそこを動かぬように。猛もう獣じゆうでも眺ながめるように、息を潜ひそめてじっとしていなさい」

　オカルト。見えない。聞こえない。現実にはありえない。そうしてただ人づてに聞くだけのものだからこそ、オカルト。

　睡蓮は右手の人差し指、中指の二本を伸ばし、奥に向かって印を切るように右、左。

（……）

　彼女が指差した場所に、光の線が湧わき出したような気がした。しかしヒデオがそれを確かめる間もなく、睡蓮は同じように、今度は手前に、右、左。

　そして一つ、龍りゆうを鳴かせるように大きく拍かしわ手でを打つ。

「っ……！」

「どうです、これで少しは見えるでしょう」

　彼女が指を置いた四箇か所しよから、今度こそしっかりと光が湧き出すのが見えた。そしてそれらに照らし出されるように……その中央に、得体の知れぬ何かが蠢うごめいていた。

　ガスのような、ヘドロのような、捉とらえどころのない半はん透とう明めいな何かが、いくつもいくつも寄せ集まり、ぐるぐると揺蕩たゆたっている。暖かい日に、水のある場所にたくさんの細かな虫が飛び交かっていることがあるが、あんなのによく似ている。ただ、目の前に見えるそれは細かな羽虫ではなく、まるで大勢の蛭ひるか蛞なめ蝓くじ。もしくは臓物そのもの。あまりの不気味さ、不ふ愉ゆ快かいさに、ヒデオは吐はき気けを覚えた。

「これ、は……」

「取るに足らぬ雑ざつ霊れいです。古くに言えば怨おん霊りよう。最近ではより具体的に、思念体と言うようですが」

　そのぐるぐるうじゃうじゃとしたものに背を向けた睡蓮が、立ちすくんだヒデオを見ながら言う。

「……その様子では、やはりこの程度もどうにもならぬようですね」

「では……昼間の、道場でのあれは……」

「このようなものに挑いどむつもりでかかって来いと言ったのです」

　無理だ、そんなの。

　ヒデオは知らず首を振ふるが、睡蓮は続ける。

「あの程度は、そう恐おそろしいものではありません。死んでいった者たちの、恨うらみ辛つらみの寄せ集めです」

「死っ……」

「落ち着きなさい。霊れい魂こんそのものではない、と言っているのです。もしそうであったならずっと厄やつ介かいなことになります。何しろ、意志を持って人に悪さをしようと寄ってくるのですから」

[image: ]

　言われてみれば、その思念体には何をしようという動きもない。ただぐるぐるとその場にわだかまっているだけで、どこかに流れて行こうともしない。とりあえず安心していいということか。

「言わばあれは人の弱さの集まり。辛かった、恨めしかったという思いだけが寄ってたかって、ああして女め々めしく、いついつまでも己おのれの愚ぐ痴ちを言い合っているだけのもの」

　愚痴を言っているのか、あれ。

「だったら……そう、危険というわけでも」

「そうです。ですが、あれらの好むような鬱うつ屈くつした人間が近付けば話は別です」

　そうか。類は友を呼ぶではないが……睡蓮の言う通りなら、そうした人間の心は新しいお仲間というわけだ。

「あれらは今は愚痴を言うしか能がありませんが、生きている人間に取り憑つけば移動もできます。その間にあれらの愚痴に感化されれば、自分勝手に世を恨み、わけのわからぬ八つ当たりを始めてもおかしくありません」

　だんだん、その恐ろしさがわかってきた。ついカッとなって。たとえばそうしたものの正体が、ああいう思念体であったなら。あれらは『魔まが差して』という言葉の〝魔〟そのものに成り変わる。

　だが神霊班という役所があるくらいだ。

「……つまりあんなものが、世の中のそこら中にいるとでも」

「いいえ。さすがにここまで巨きよ大だいになることは、戦いくさ場ばでもなければ昨今稀まれなものです。今は特別見えるようにしていますが、通常はお前のように見えぬもの。世の中には鼠ねずみや油虫をひどく嫌きらう者がいますが、姿を見せぬ限りはどうということもないでしょう。そういうものです」

　身の回りを清潔にしていれば、ネズミもゴキブリも現れる理由がない。同じように日々心を綺き麗れいに、潑はつ剌らつと生活している分には問題ない。

「ただし」

　と睡蓮が付け加えた。

「その者の心情がどうあれ、見えるということは見られるということです。先ほどじっとしているように言い置いたのはそういうことです。見えるとなれば、ただそこにあるだけという話も、その限りではなくなります」

「見られ……」

　見られている？

　あんなわけのわからないものが自分を見ている……？

（っ……）

　それを意識した瞬しゆん間かん、本当にあのグシャグシャした何かの内側から心を覗のぞかれているような気がしてきた。錯さつ覚かくだ。錯覚に違ちがいないと自身へ言い聞かせながらも、心臓は早はや鐘がねを打ち、冷や汗あせが止まらなくなってくる。

「これからわたくしが祓はらって見せますから、お前はそこでよく見て……」

　そのときには、ヒデオは完全に魅み入いられてしまっていた。あんなにも不快な姿なのに、怖こわいもの見たさにも似た何か。得体の知れぬ雑ざつ霊れいたちの踊おどりから目が離はなせなくなり、しかしそれほどに恐きよう怖ふは増し、膝ひざが震ふるえだす。

　いけない、いけないと思いながら後あと退ずさろうとして、道場でくじいた足の痛みで蹴け躓つまずく。

「つっ……」

　尻しり餅もちをつき、痛みに顔を歪ゆがめた刹せつ那な。

「馬ば鹿か者もの!!　じっとしていろとあれほど！」

　睡蓮が祓うための所作、精神統一をやめ、怒ど声せいを上げる。

　ヒデオがはっと顔を上げたときには、思念体はまるで引き寄せられるようにヒデオの眼前にまで迫せまっていた。

　思い通りにならない世の中。うまくいかない社会。そんな世界に適応できない、だめな自分。長く鬱屈し続けたヒデオの心に誘さそわれるよう、そぞろ寄ってくる。恨うらみ辛つらみの念は、まるで自分そのもののように思えてくる。所しよ詮せん自分など。どうせ世の中なんて。思念体から伝わってくる想おもいが、とてもよくわかってしまう。

　まさに忘ぼう我が、我を失いかけたそのとき。




　──バカねぇ、ヒデオ。あなたは似て非なる者。




　ひどく蕩とう惑わく的な少女の声が、脳のう裏りに木こ霊だました。

「っ……？」

　ヒデオが気が付いたときには、思念体は何もなかった。どこにも見えない。また見えなくなっただけなのだろうか？

　睡蓮の方を見ると、彼女もまた、どこか啞あ然ぜんとした様子でヒデオを見み詰つめていた。それからすたすたやってきて、やおらヒデオの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、

「何をしたのですかお前は！　取り込んだのですか!?」

　ぺぺんっ、と往復ビンタ。

「ちょっ……！」

「吐はけ！　吐きなさい！　あんなに大量の思念体をどう飲み込んだかわかりませんが、とにかく！」

　背中を叩たたかれたり、見かけによらぬ怪かい力りきで足首摑まれ、雑ぞう巾きんのように逆さに振ふられたり。

「だから、ちょっと、待って欲し」

　ごっ。

　いきなり足首の手を離され、脳天からアスファルトの上に落下する。さすがに飛び起き、ヒデオは叫さけんだ。

「僕だって、何がなんだかよくわからない！」

「威い張ばるなっ!!」

　最後に特大のビンタを張られたヒデオはコントさながらに錐きり揉もみ、その場に倒たおれ込んだ。




　　　　◆




　停てい泊はくする豪ごう華か客船の特等客室にて、双そう眼がん鏡きようを下ろした身なりの良い男が呟つぶやく。

「……なんだあれは。新手の能力者か」

　複雑な計測器をモニタリングしていた研究者が、かぶりを振りながら顔を上げた。

「だめです。観察対象の霊体反応、完全に消失しました……」

「何者だ……？　いや、男の方もだが、問題は退たい魔ま師し気取りのあの巫み女こだ。行く先々に現れてはサンプルを消し去っていく……！　正体はまだわからないのか!?」

　怒いかりを受けた秘書が、小さく身をすくめながら答えた。

「調査は、続けているのですが……」

「わかり次し第だいさらって全すべて吐かせろ。金や兵隊はいくら使ってもかまわん。我が社が〝精霊工学〟において組織内でのトップを取る。それさえできれば……ふん、何が組織だ。この世界の全てを牛ぎゆう耳じることも夢物語ではないのだからな……」




　　　　⑤




（不覚……）

　失態だったと、睡蓮は自省していた。

　ズブの素人しろうととは言え、今このヒデオの身み柄がらを預かっているのは自分自身。自分がいれば大だい丈じよう夫ぶだろうと、那田や翔香が信しん頼らいしてくれた上でのこと。なのにそうした信頼さえ裏切るように、ああも容易たやすく、ヒデオの身を危険にさらしてしまった己おのれの浅はかさ。

「本当に、どこも異常はないのですか」

「……まあ、君にやられた箇か所しよ以外は、特に」

　それが事実ならいいのだが、バカは風か邪ぜを引かないのではなく、風邪を引いても気付かないからバカなのだ、という説がある。それが睡蓮には不安だった。

　もっとも、今のところは睡蓮の目にも、あれらの気配がヒデオの中にあるようには見えなかったのだが。

　するとヒデオが不思議なことを言った。

「……その、僕は、本当になんだかわからなかったんだが。女の子の声が聞こえたような気がしただけで」

「声？　それはあの雑霊の声ですか」

　思念体。文字通り思念の塊かたまりだ。もしヒデオに霊れい的てきな感受性があるなら、そうした声を聞くこともあるだろう。

「いや……気がしただけで。どこからかなんて。君から見たら、僕が飲み込んだように見えたと……？」

　ヒデオの表情はそう変わりなかったが、尋たずねる声こわ色いろにはさすがに不安げなものが混じっていた。もっとも、怨おん霊りようと対たい峙じしたのが生まれて初めてだった割には、随ずい分ぶん落ち着いている。目付きに違たがわず、肝きもは据すわっていると言うべきか。

「飲み込んだ……そう、取り憑ついたと言うより、どこかに吸い込まれたように見えました」

　取り憑かれたなら、そうではなく、まとわり憑くように見えるものなのだ。

　だからもう一度念を押す。

「本当に何もしていないのですか」

「全く、何も。完全にパニックだったので」

　だが、用心に越こしたことはないだろう。

「ひとまず悪あしき気配は祓はらわれたようですが、新手の雑霊かもしれません」

「新手、とは……さっきは、古くからの怨霊だと」

「……最近はそうでもありません……」

　一人ごちて睡蓮が見やったのは、メガフロントの方角だった。戦場でしか見られぬような、あれだけの哀あわれな塊がなぜこの平へい穏おんな東京に。どうもあのメガフロントができてくるほどに、おかしな霊が増えてきている気がするのだ。

　だが、今はそれを案じていても仕方がない。睡蓮はまたヒデオへと向き直った。

「……とにかく何か異常を感じたら、すぐにわたくしの携けい帯たい電話に連れん絡らくするように。お前も持っているでしょう」

　と、携帯を取り出す。

　らくらくフォンＭｋⅢ。

「……」

「なんです」

「……いや、何も」

　そうして二人は、互たがいの携帯電話の番号を交こう換かんした。




　　　　◆




　睡蓮を埠ふ頭とうから直接家まで送り届けたヒデオは、そのままセンチュリーで寮りように帰ってきた。寮というのは那田が表向き経営していることになっているアパートで、公おおやけにできない厄やつ介かいな仕し事ごと柄がら、神霊班としてのアジトを兼かねている物件らしい。非常勤の職員がホテル代わりに使うだけで、特定の同居人もいないから気軽に過ごせと言われていた。

　が。

（……）

　あんなものを見た後では、独りぼっちの気楽さはそのまま心細さでもあるわけで。昼間歩けばあれだけ大勢の人間が歩いていると言うのに、これでも東京かと言いたくなるほど人の気配がない午前０時。

「ああ、面おも白しろかったわ。ねぇ、ヒデオ？」

「!?」

　突とつ然ぜんの声に恐おそれおののき、部屋の隅すみまで脱だつ兎とすると……自分しかいないはずの部屋の中、見たこともない少女がさもおかしげにくすくすと、妖あやしく微笑ほほえんでいた。

「誰だれ、だ。君は……」
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　これが睡蓮の言った異常というものか？　あれを取り込んだ副作用で見える幻げん覚かく？　それとも自分が連れてきてしまった思念体そのもの……。

「やあねぇ、違うわよ。私があんなのと一いつ緒しよに見える？」

　言われてみれば、あのような不定形ではなく、少女とわかるほどにはっきりと、姿形を持っていた。笑顔は中学生と呼ぶにもまだあどけないほどだが、声色、仕草、身にまとう風ふ情ぜいがあまりに妖よう艶えん。透すき通るような白い肌はだを際きわ立だたせる、ゴシックロリータと呼ぶべき黒いドレスが、そんな倒とう錯さくした美しさを際立たせている。

　そうして落ち着いて思い起こせば、少女の声は思念体に襲おそわれたときに聞いたあの声そのもの。

「はぁい、ご明察ね。助けてあげたのは私」

「……」

　以前パートナーだった電子の精せい霊れい、ウィル子。彼女とは半ばテレパシー的に会話することができたが、この少女もそんなように、言うでもないヒデオの思考に言葉を返してきた。

　となると。

「精霊……か」

　なんとなくだが、そのウィル子や、ミスリル銀の精霊、エリーゼなんかと似た雰ふん囲い気きを持っている。種類は違ちがうが、方向が似通っている。

「そうねぇ。まあ、区別に困るなら精霊でもいいのかしら？」

「だが、いったい、何者で……どういう精霊で、どうして助けてくれたり、ここにいたり」

　疑問は山ほどあった。

　てってって。少女は浮うき足立つように無む邪じや気きにヒデオの前まで寄ってきて、人差し指をヒデオの額に載のせてくる。

「じゃあねぇ、自己紹しよう介かいしてあげるから、よく覚えてね？　私の名前は、闇アン理リノアレ」

「アンリ……？」

　？

　あれ？　なんかつい最近聞いた覚えが。名護屋河とか長谷部とかと同じくらいの時期に。

　アンリ……マンユ？

「!?　ロソ・ノアレ……！」

「うっふふふふふ！　はぁい、ご名答。と言っても、ねぇ、私はあなたがお話をしたそのものではないの」

　まるで猫ねこの擦すり寄るようにしなだれかかってくる。

「言ったでしょ？　あなたが面白いから、眠ねむりについてあげる……って」

「まあ。それは」

「だからぁ、困るのよ。フツーのサラリーマンやってもらったり、せぇっかく神霊班なんて面白いところに入ったのに、雑用ばっかりしてもらうのは。退たい屈くつで、イヤになっちゃうの」

　は？　なんだそれは？

「聖せい魔ま杯はいが終わってから、性しよう懲こりも無くあっちこっちの会社に入ろうとしてたでしょう？　つまんないから……」

「君の仕し業わざか!?」

「うん。細工してあげようと思ったけど、安心して。普ふ通つうに全部不採用だったから！」

　へこんだ。

　それはもうマリアナ海かい溝こうより深くへこんだ。その様子を見て、ノアレはころころと微笑ほほえんでいる。

「…………で。結局、君は」

「あなたが面おも白しろく過ごすように遣つかわされた、闇やみの一部。そのものではない、ってそういうこと。さっきのヒデオの言葉を借りれば、闇の精霊ってところかしら？　もっとはっきり言えば、闇属性の守護精霊かしらね」

「守護……？」

　ああ。まあ、守ってはくれた。

「ええ。あなたという踊おどり子が、あんな雑ざ魚こ相手に死んでしまったりしたら、つまんないでしょう？　だからあれは私が取り込んであげたの」

「……」

　睡蓮の見立ては正しかったのだ。それをしたのが自分ではなく、このノアレだったというだけで。そう、確か自分が出会った闇は、ありとあらゆる意味での闇だと言っていた。恨うらみ辛つらみなんて、まさに人間の闇の部分でしかない。それを取り込むなど、彼女にとっては造作も無い話だったに違いない。

「そういうことね。そうして私はいつもヒデオの傍そばにいて、闇の『目』として一番近くでヒデオの楽しい姿を眺ながめているの。そういう存在」

「……だが」

　だったら何もあんな土ど壇たん場ばだけでなく、できれば道場での腕うで試だめしというかしごきというか仕打ちというか、あの段階から助けて欲しかったのに。

「あらぁ、勘かん違ちがいしないでね？　あなた自身が面白いと感じるのではなくて、私たち傍はた目めから見て面白いってことよ？」

「……人がもがき苦しむのを見て、そんなに楽しいのか」

「ええ、楽しいわぁ！」

　さらりと言い切った。

「さっき、逆さに振ふられて頭から落ちたところとかぁ……そうそう、昼間、あなたやぶれかぶれに舞まい上がって睡蓮にパイタッ」

　慌あわてて口を塞ふさいだ。

　サイアクだ。本当にサイアクだ。さすが闇。

　話題をずらそう。

「……それはわかったが。なんでまた、よりにもよって。こんな女の子の姿なんかで」

「だからぁ、ヒデオ、困るでしょう？」

「……。」

　男一人のアパートに。なんとも趣しゆ味み嗜し好こう的な衣い装しようを着た、小学生ほどの少女一人。

　想像した途と端たん、どっと冷や汗あせが噴ふき出してきた。確かに困る。これは困る。幸いアパートには、噂うわさ好きな奥様方はいないということだったが、他ひ人と様に見られたら洒落しやれにならない事態になるかもしれない。親しん戚せきの子だとか、そういう擬ぎ似じ設定を作っておくべきか。

「でもどうせ人が来ないならぁ、添そい寝ねとかぁ、一いつ緒しよにお風ふ呂ろとかぁ、ああ、それともお兄ちゃんとか呼んであげた方がい～い？」

　やばい、と思ったときには、ヒデオは少女を突つき放していた。あれだ。思念体を眺めていたときに目を離はなせなくなったのと、同じような感覚。魅み入いられ引きずり込まれそうな感覚があった。なるほど、それが闇の性さがなのかもしれない。

「ひどぉい、女の子に乱暴するなんて♪」

「よく、わかった……」

　高鳴る胸を押さえながら、気を落ち着ける。これは厄やつ介かいだ。ウィル子に感かん染せんされたときもそりゃ厄介かと思ったが、この少女は桁けた外はずれにヤバイ。

「そう。結局あなたが楽しかったのは、ウィル子に振り回されてたから。鈴蘭や、エリーゼや、美み奈な子こ、あの大会の参加者たちが、寄ってたかってあなたを振り回したから。ね？　だから今度は、私がそれをする番」

「……」

「ふふっ、あんまりからかい過ぎてバテちゃっても困るものね。じゃあ私はこの辺でお暇いとまさせてもらうわ」

　そうしてくれるとありがたい。

「何か用事があったら呼んでね。バイバイ♪」

　少女は艶つやっぽく笑い、小さく手を振ると、空気に溶とけるように姿を消してしまった。

　ようやく落ち着き、どっと疲つかれを覚えた途端、また体の節々、あちこちが痛み出す。ヒデオは傷口にしみるのを我が慢まんしてシャワーを浴びると、くたくたの体を引きずるように布ふ団とんに潜もぐり込んだ。




　　　　⑥




　翌朝。

　痛み、疲れ、ストレス、その他諸もろ々もろで思いっきり寝過ごしたヒデオはオフィスへの階段を駆かけ上がっていた。

「遅ち刻こくっ!!」

　すぱん！

「っ……」

　ドアを開けるなり、競馬新聞丸めた翔香の一いつ閃せんで顔面を張り倒たおされた。

「昼間の仕事なんてあってないようなもんだから別にいいんだけど、あたしより遅おそく出勤しようって根こん性じようだけが気に入らない」

「す……、すみません……」

　ヒデオはひりひりする鼻の頭を押さえながら起き上がる。デスクの那田が小さく嘆たん息そくした。

「そこまで言うなら長谷部君こそ、たまには私より早く出勤したらどうかね」

「あたしゃ生あい憎にく非常勤なもんで」

　諦あきらめたように、那田はヒデオへ向き直った。

「……ともあれヒデオ君。昨夜はなにやらトラブルがあったと睡蓮君から聞いたが、大だい丈じよう夫ぶかね？」

「は……はい。まあ、なんとか」

「ならばいいのだが、重々気を付けるように。それとせっかくなので、君の方からも報告書を上げてもらうことにしよう」

　報告書？

「……と、言われても。どう、書けば」

「朝の稽けい古こをしている睡蓮君が、そろそろ下の道場から戻もどってくるはずだ。なんなら長谷部君、彼に教えてあげたまえ」

「報告書なんて、あたしも書き方わかりませんよ？」

　本当に大丈夫なのか、この職場は。

　でも報告書。様式はどうあれ、昨日の出来事を文書にまとめろということだろう。ノアレのことも……いや、やはりあれは書かない方が。

「悪あしき気配ッ!!」




　パァンッ!!




「「「っ……!?」」」

　入り口のドアが粉こな微み塵じんに消し飛んだ。ヒデオ、翔香、那田、三者三様に仰のけ反ぞり、飛び退すさり。長ちよう弓きゆうを手にした睡蓮が、恐おそろしい目で二本目の矢を番つがえようとしている。矢や尻じりの向く先は、ヒデオ。

「なっ……な、何を……」

「そこに直りなさい！　お前という奴やつは、いったい何を憑つけているのです!!」

　何を……？

　ヒデオがなんのことかと自分の体を眺ながめ、考えをまとめる前に、ゴシックロリータの衣装をした少女が現れた。

「ごめぇん、ヒデオ。憑いて来ちゃった♪」

「失うせよ!!」

　引き絞しぼられる睡蓮の弓を見て、ヒデオはノアレを背後にかばった。

「待った!!」

　同時、睡蓮の弓が銃じゆう弾だん以上の威い力りよくで矢を放つ。背後のスチール机が爆ばく発はつするように砕くだけ散る。息を吞のんだのはそれが腕うでを掠かすめたヒデオであり、常人離ばなれした反射神経でどうにか狙ねらいを逸そらすことのできた睡蓮でもあった。

「ばっ……馬ば鹿か者もの!!　死ぬ気か!!」
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「ふ、ふっ、ふざけるな！　そっちこそ殺す気か!?」

「そのように悪しきモノを憑けておいて何を吐ぬかす！　そこを退どきなさい！」

「昨夜、僕を助けてくれたのはこの子だ！　そう悪い子じゃない！」

「誑たぶらかされたか！」

「いいから話を聞け！」

　埒らちが明かぬと見取った翔香が、丸めたままの競馬新聞でぽんぽんと手を叩たたき、二人の間に割って入った。

「ああもう、はいはい、そこまでそこまで」

「長谷部先せん輩ぱい！」

「まぁまぁ、睡蓮ちゃんも。ヒデオ君がここまでして言ってるんだから。ねえ、局長」

「ふむ。話くらい、聞いてもよいのではないかね」

　生き死にのかかった騒そう動どうにもかかわらず、泰たい然ぜんとした貫かん禄ろくはさすが局長、副長といったところか。

　睡蓮が番えようとした三本目の矢を下ろすのを見て、ヒデオもようやく広げた両腕を下ろす。振ふり返って見れば、ノアレは楽しそうに微笑ほほえみこそすれ、悪びれた様子もなし。

「自己紹しよう介かいすればいいのよね？」

　と、猫ねこがじゃれるようにヒデオの首にすがりつく。

「私は契けい約やくによって川村ヒデオに召しよう喚かんされた守護精せい霊れい、闇理ノアレ。よろしくね、お姉様たち。それとそちらのおじ様も」

　それを聞いた睡蓮たちは、三者三様に呆あつ気けに取られ、顔を見合わせた。

「守護……」

「精霊……」

「召喚……」

　啞あ然ぜんとしながらまたヒデオに向き直った。

「「「召喚師っ!?」」」

「……。いや、別に、そういう大した」

　召喚師なる職業がいかなるものか知らなかったヒデオは、真っ正直に否定しようとした。だがノアレはその口を手で塞ふさぎ、勝手に話を続けてしまう。

「そうよぉ、ヒデオってばすごいんだからぁ。邪じや霊れい悪あく霊りよう精霊神霊なんでもこいなの。ま、昨日はあれだけ偉えらそうな名護屋河センパイが、どれだけのお手前か確かめてあげようと思って様子見をしてただけ」

「……ほう」

　それを聞いた睡蓮の目め尻じりが吊つり上がる。吊り上がったのを見て、ノアレがまた笑う。

「……って、ヒデオが言ってたわ♪」

「っ!?　ちょ!?　待っ！」

　振り返ると、何かもう世紀末覇は者しやの如ごとく負けず嫌ぎらいオーラを立ち上らせた名護屋河先輩が立っていた。

「そうですか。このわたくしを。様子見のために謀はかったのですか。随ずい分ぶんと舐なめられたものですね」

「いや、それは、このノアレが勝手に言ったことで。心配してもらったことは、とてもありがたく思って」

「では今日はその実力を存分に発揮してもらえるのでしょう。さあ道場へ行きますよ。すぐに。今すぐに。」

　やおらヒデオの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げると、ずるずると引きずっていってしまった。

「うっふふっ。ああ、楽しいわぁ」

　花畑を駆かけるように足取り軽く、ヒデオを追って出て行くノアレ。

　翔香は散らかった室内の惨さん状じようを眺ながめながら、髪かみをかき上げた。

「召喚師だなんて、与よ太た話じゃなけりゃ漫まん画がか何かの話だと思ってたんですがね……あのノアレって子、睡蓮ちゃんがあそこまで躍やつ起きになるってことはホンモノなんでしょう？」

　デスクで指を組んだ那田は、得心したように頷うなずいた。

「だがそうでもなければ、実力主義者の伊織家の当代までが推すい薦せんしてくることはなかっただろう。能ある鷹たかの話ではないが、実力を隠かくしていたのだから相当な自信家でもあるようだ」

「なるほど。睡蓮ちゃんにヒデオ君に、うちも戦力が充じゆう実じつしてきていいことですね」

「あとはその戦力同士が、チームとしてうまく機能してくれれば問題はないのだがね」

　下の道場から、ひどく叩たたき付けられる振しん動どうが響ひびいてきたのはすぐのことだった。




　こうして何の取り柄えもなかったはずの青年の、宮く内ない庁ちよう神霊班での新たな日々が始まった。

　だがそれは同時、科学がオカルトに追い付き始めた、おかしなおかしな時代の幕開けでもあった。
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　　　　①




　神しん霊れい班はんに入って、はや半月が過ぎた。

　早朝に来たヒデオが今日も一人、オフィスの掃そう除じなどを行っていると、ドアを開ける人物があった。

「……んあ？　はええなぁ、ボウズ。おめえ一人かい」

「おはようございます。ほむらさん」

　現れたのは目元も隠れる滝たきのような乱れ髪がみに、ヨレヨレの着流し姿をした男だった。歳としは三十か四十くらいに見える。名を、ほむらさん。本当はほむら何なに某がしか、何某ほむらかも知れないが、那な田たも翔しよう香かもほむらさんとしか呼ばないのでほむらさんでいいのだろう。睡すい蓮れんだけがほむらと呼び捨てにする。

　こんなビルに寝ね泊とまりしているので、一応、神霊班の一員らしいのだが、いつも用務員室のような宿直室で寝ているか、テレビを見ているかで、ヒデオは彼が仕事という仕事をしている姿を見たことがなかった。

　ほむらははだけた胸や腹をぼりぼり搔かきながら、大あくび一つ。

「ふわああぁい……おいらも早く目が覚めちまったい。ボウズ、悪わりぃが白さ湯ゆを一いつ杯ぱい入れてくんな」

「はい。お茶も、コーヒーも、淹れますが」

「酒ならいいが、おいらぁそういうのは苦手でよぉ。白湯でいいや」

　先ほど水を入れた保温ポットが、そろそろ蒸気を上げているところだった。そこから湯飲みに一杯。応接用のソファにどっかり腰こしを下ろしたほむらの下もとに、持って行く。

「おーう、ありがとよ。しっかしおめえってやつは男のクセに細ほせぇなぁ、ボウズ。飯はちゃぁんと食ってるかい」

「……はぁ。まぁ」

　元からあまり大食いでもない上に、毎日外出するようになったので……カロリーが足りてないのかもしれない。いやでも昼食は食べるようになったし……しかしコンビニおにぎり二個ではまだ足りないのだろうか。

　ほむらがずびずびと白湯をすする。

「そういやボウズ、睡蓮はどうしたい？」

「たぶん、下の道場かと」

　朝一にここに来て、道場で精神統一。というのが彼女の日課。以前はその後に掃除というのもあったらしいが、その部分はこうしてヒデオが引き継ついでいる。

　だが、もうそろそろ……。

「ヒデオ。そろそろ朝の稽けい古こを付けて……おや、ほむら」

「いよぉ、睡蓮」

　ソファの上に片足胡坐あぐら、背もたれに腕うでをかけるほむらの姿に、睡蓮は声より先に目付きを険しくした。
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「何をだらしない格好をしているのですお前は。人前に出るときくらい、襟えりを正しなさいと何度言ったらわかるのです」

「いいじゃねえか、おいらなんぞがどんな格好してようがよぉ。それより、なぁんか面おも白しれぇことはねえのかい。暇ひまで暇で体がなまっちまわぁな」

　そしてそのまま、また大あくび。

　ほう、と一言。睡蓮は瞳ひとみを細くした。

「ではわたくしの弓の稽古に付き合いなさい。的はお前です」

「……やぁれやれ、鬼おによりおっかねえや……」

　ほむらはぼそぼそ髪かみを搔きながら、すごすごとその場を去っていった。

「まったく。さあヒデオ、朝の稽古を始めますよ。継けい続ぞくは力です」

「いや、睡蓮」

「なんです、ヒデオ」

「弓矢の的は、あまりにひどい」

「何が不服ですか」

「不服も、何も。目上というか、歳とし上うえには。一定の敬意を払はらうべきだと」

「ではお前も先せん輩ぱいであるわたくしをりすぺくとし、そうした口答えを慎つつしみ、呼び捨てではなく名な護ご屋や河かわ先輩と呼び、きちんと敬語で話したらどうです」

　……。

「……いや。それは、それ」

「では、これはこれです。お前の口を挟はさむことではありません。お前こそ、ボウズボウズと下に呼ばれて、ほむらに対して言うことの一つもないのですか」

「……」




「ボウズじゃない！　僕には川かわ村むらヒデオって立派な名前があるんだ！」

「ガッハッハ、そうかよボウズ。悔くやしかったらこのおいらに認めさせてみな！」

「ちくしょう、うおおおおおおおおっ……！」

　ぼかすか、ばきっ（なんかバトル中）。

「ぐふっ……く、くそっ……」

「へっ、なんでぇ口ほどにもねえ。だが……その根こん性じようだけは認めてやろうじゃねえか、ヒデオ」

「……！　ほ、ほむらさん……」




「……いや。そういうのは、ガラじゃない」

　そもそもどうやってバトルに発展したかわからないし。うおおおお、とか絶対言わないし。そんなフラグ、別に回収したいとも思わない。少年漫まん画がでやればいいじゃん……。

「だらしのない。そういうのがくーるだとでも思っている類たぐいですか」

　くーるって。

　まあ、そうやって眉まゆをそびやかしている睡蓮こそが一番人を見下している気がするヒデオであった。




　　　　②




　毎朝、睡蓮に投げ飛ばされるのがヒデオの日課。昼休みを過ぎると、今日はもう一つあった。

「これを、こう」

　睡蓮が、デスクの上で半紙を折りたたむ。

「こうして、こう」

　たたんだ半紙に、小刀で切れ目を入れていく。

「そして、こう」

　切った半紙をまた何度か折って、ヒノキの棒の先に差し込む。

「これが祓はらい串ぐしです」

　巫み女こさんといえばこれ。

　いわゆる〝お祓い棒〟である。

　睡蓮が珍めずらしいと言っただけに、初日に見たような巨きよ大だいな思念体はそうそう現れるものではなく、その後は無む縁えん仏ぼとけが上がったような河原かわらや、死亡事故のあったような交差点に出向いては、供えたり、祓ったりする日々。睡蓮がいま作ったのは、そのためのものだった。

　ヒデオはといえば、運転手としてそうした場所に睡蓮を連れて行っては、睡蓮のやることを文字通り見習うばかりである。そのつど彼女が視覚化してくれるおかげで、単体の怨おん霊りようくらいなら随ずい分ぶん見慣れたが……やはりそれをどうこうするレベルにまでは至っていなかった。

「さ、お前も作りなさい」

「……いや。しかし」

「仏教徒や何かですか」

「そういうわけではなく」

　生まれ育ちは、宗教と言われてピンと来る類の家ではなかった。お正月には拍かしわ手でを打ち、法事にはお経きようを聞き、クリスマスにはケーキを食べる。そんなごく普ふ通つうの家庭で生まれ育った。現代日本では、むしろ当たり前なのではなかろうか。

　すると今日も余念なく競馬新聞をめくっていた翔香が笑った。

「あれだ。ヒデオ君も無宗教ってやつだね？」

「……まあ。有あり体ていに言えば、そうなります」

　睡蓮が嘆たん息そくする。

「なるほど。神仏を顧かえりみぬ不届き者ということですね」

　そこまでないがしろにする気もないが……ああ、でも引きこもってた間、墓参りにも帰らなかったなぁ。初はつ詣もうでなんてテレビ中ちゆう継けいだけでも人混みにうんざりしたし、クリスマスは……。

　クリスマスは……。

　……。

　死ねっ。

「な……何ですヒデオ、今にも死に出しそうな顔をして」

「まあまあ睡蓮ちゃん、今どきはなかなかそんな若者もいないって。あたしだって家の道場で、稽けい古こ前に神かみ棚だな拝むくらいだよ。じいちゃんが頑がん固こってだけで、あたしや翔しよう希きはそう詳くわしくもないし」

　翔香が冗じよう談だん交じりの笑え顔がおで首を傾かしげる。

「ヒデオ君くらいの子がアパート暮らしで立派な神棚持ってたら、あたしゃ逆に引くけどね」

「副長である長谷部先輩がそのように甘やかすから、このヒデオが付け上がるのです」

　誰だれも付け上がってはいないし、翔香に甘やかされた記き憶おくもない。昼休みの暇ひまつぶしがてら、木刀で稽古を付けられるくらいで。

「あっはっは。ヒデオ君が磐いわ音ねさんみたくかっこよかったら、あたしもちょっとは贔屓ひいきしてあげるんだけどねえ」

　聞きなれぬ名前に、ヒデオは睡蓮を見た。

「……。いわねさん、とは」

「土ひじ方かた歳とし三ぞうのことです」

　ああ。

「で……その。無宗教だと、何か。問題が」

「ふむ。それに関しては私の方から説明しようか」

　奥のデスクで、書類を片付けていた那田が顔を上げる。

「宗教というのは、早い話がこの世界をどう捉とらえるかというための価値観なのだよ。そして我々が対象とするような手合いは、多かれ少なかれそうした価値観の上に成り立っている」

　価値観？

「たとえばある死し霊りようが生前にキリスト教徒であったなら、それを退治するのに最も有効な方法は聖水であり、十じゆう字じ架かであり、それらを有効に生かすための信しん仰こうであるわけだ。いま睡蓮君が作った祓い串を振ふって見せても、効果は薄うすいだろう。その死霊自身が、そこに価値を見みい出だせない。結果として、悪あく魔ま祓ばらいに陰おん陽みよう師じやお坊ぼうさんの出番はないわけだ」

　確かに。外国のホラー映画で巫女さんがお祓い棒を振っていたら、それはギャグにしかならない。

　もし自分が悪あく霊りようになったとして……イスラムやヒンズーの言葉で諭さとされても、きっと何が何やらだろう。そもそも、イスラムやヒンズーにそんな経文があるのかさえもわからない。テレビで外国の寺院や儀ぎ式しきを見ても、お祈いのりの言葉を聞いても、やはりそれは遠い国の文化の話で、自分には関係ないものである。

　逆に……。

「それが仏教徒であったなら、徳の高い僧そう侶りよの経だけで成じよう仏ぶつしてくれる可能性は高い。そしてそれは対象だけでなく我々の側からしても同様で、敬けい虔けんな教徒はそれだけで絶大なバックボーンを持つことになる。何しろ唯ゆい一いつ神であり、御みほ仏とけであり、三大神や八や百お万よろずのカミだ」

　後ろ盾だてがあるということ。自分には神仏が付いているのだ、という心の支え。その心の強さ、言うなれば信仰こそが、まず悪霊どもに付け入る隙すきを与あたえない。

「睡蓮君がこの姿で、祓い串片手に仕事をこなせるのは、我々の対象としている大方が国内の事件で、元が日本人の霊れいだからだ。たとえ仏教徒でも、日本で生まれ育ったならその姿と祓い串の組み合わせに意味があることくらいは、理解できるだろうからね。だがたとえば、アフリカや南米辺りに睡蓮君がこの姿で行っても、仕事は日本ほど容易ではないだろうし、向こうのシャーマンにこちらへ来てもらっても然しかりだ」

「なるほど……」

「もちろん、いま私が言ったことは一いつ般ぱん論であって、絶対ではないがね。能力が卓たく越えつしていればそれが対象の価値観を押し切ることもあるし、純じゆん粋すいな魔力や霊力だけでごり押しできることもあるが……力ちから尽ずくよりは、儀式の形を借りた方が効率がいい。何らかの信仰があった方が、与くみし易やすいということだ」

（……）

　しかしそもそも自分は、対処云うん々ぬんを言えるレベルではないし。

「……意外、というか。そういう、ものですか」

「そういうものだとも。全すべての霊的存在は、少なくとも科学的な思想から生まれたものではない。科学的な根こん拠きよを基もとにそれを明かそうとしても成し得ないのは、そういうことだ。もしも科学がこのまま発達し、霊的存在を生み出せるようになったなら、話は別かもしれないがね」

　翔香が笑った。

「なに言ってんですか局長。証明もできないものを、どうやって作るって言うんです？　ああ、あれだ。プラズマですか」

「だから、もしもの話だよ」

　ふぅん……。

　ではウィル子やエリーゼなんかも、何かしらの宗教的な概がい念ねん、影えい響きようの上に成り立っているのだろうか？　だが、みーこやドクターは、精霊は人間の想おもいから生まれるものだと言っていた。宗教や何かが生まれる以前の、もっと純粋な心しかなかったような時代から存在していると。

　怨おん霊りようなどの低てい俗ぞく霊れいはともかく、精霊に関しては……言っては何だが那田や翔香たちよりは、みーこたちの方がよく知っているようだった。ウィル子のような実体を持つ精霊はごく稀まれだとも言っていた。やはり精霊は、人間が大元の普ふ通つうの悪霊なんかとは、そもそもが違ちがうのだろうか。

　那田が続ける。

「話が逸それたが……長谷部君やヒデオ君のように無宗教の場合、そうした対象の宗派を問わず、フレキシブルに対応できる利点もある。情報化社会かつ国教というものがない現代のこの国の場合、そもそもの対象が無宗教で、さまざまな宗教の意味合いを知っていることも多い」

「……と、いうことは」

「何らかの信仰を持っていても、無宗教でも、大差はない。ただ、全く何の手段も持たないよりは……と、そういうことだろう？」

「そういうことです」

　話を振られた睡蓮が自じ慢まんげに頷うなずいた。

「さ、作りなさいヒデオ」

「……いや、しかし」

　神かん主ぬしでもなんでもない自分がお祓い棒を作っても、それが効果を発揮するかは怪あやしいのではないか。

「鰯いわしの頭も信心からと言います。お前はまず、何ができるか以前に、自分が何もできないと信じてしまっているように見受けられます」

　……。

　それはヒデオにとって、打ちのめされるようにショッキングな言葉だった。生まれ変わったはずだ、できるはずだと思っていても、〝はず〟止まり。絶対にできる、息をするように簡単に、当たり前にできると信じたことなどなかった。

　そう、結局はあの時の、あれっきり……。

　自信がない。自分を信じきれない。

　所しよ詮せん、あれだって噓うそを噓で塗ぬり固めた結果だったのではないか。噓しかつけないような自分だから、自分自身、信じられないのか。

「その様子では、図星だったようですね」

「……」

「ですからまず、これを作りなさい」

　半紙と小刀を押し付けられる。

「……いや。なぜ」

「今日は他ほかに何もせずとも結構です。明日までに千枚」

「せっ……!?」

「できるまで食事は抜ぬきです。いいですね」

　ヒデオが助けを求めるように上司を見ると、那田と翔香が不思議そうに顔を見合わせていた。「ああ、そういうことか」とか、「そういう目的か、やるな睡蓮」という雰ふん囲い気きではなく。「なんでしょうね？」「さあ」みたいな。

　……意味があるのだろうか、これ。

　睡蓮がデスクの下の引き出しからごそごそと取り出してきた山のような半紙を前に、ヒデオは暗あん澹たんたる気持ちになった。
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　夜半を過ぎて、ヒデオ一人になった。

　誰だれもいない深夜のオフィスで、折って、切って、折って折って。折って、切って、折って折って。

　疲ひ労ろう感かんと。空腹感と。虚きよ無む感かんと。

（……）

　部屋の時計を見る。明朝、睡蓮が来るまでに六時間はあるだろう。ノルマとしては千枚、充じゆう分ぶんこなせるはずだ。だが、何の意味があるかわからない。ただ単に、自分で作るのがめんどくさいから雑用に押し付けられたのだろうか。現場に連れて行っても何もできないから、いよいよ呆あきれられたのだろうか。

　でも……何もできないのはともかく、めんどくさい、という理由で物事を決めるような彼女ではないと思った。やはり何か狙ねらいがあるのだろう。だとしたら自分は、何も得られないまま、このまま作業を片付けてしまっていいのだろうか。

　一度考え始めると、集中できなくなってくる。

　ずるぺた、ずるぺた。誰もいないはずの廊ろう下かから、草履ぞうりの足音が聞こえてきたのはそのときだった。

　仕事が仕事の神霊班だ、誰もいなくなればお化けの一いつ匹ぴきや二匹、出てきたっておかしくはあるまい。自分一人しかいないのでは、何が出ようとも自分一人で片付けなくてはいけない。まさかこの作業は、そうした荒あら療りよう治じのためのただの口実なのか？……と、ヒデオが半ば勝手に盛り上がり緊きん張ちようしていると。

「おう。なんでぇ、ボウズ。居残りか」

「……。ええ。……まあ。どうも」

　やってきたのがほむらで、ヒデオは脱だつ力りよくした。そういえば彼は、このビルに寝ね泊とまりしているのだった。

「あぁん？　こりゃ睡蓮がいつもしてる折り紙じゃねえか」

　目も肩かたも腰こしも疲つかれた。これ幸いとヒデオはことの経けい緯いを話し、聞いてみた。

「いったい、何の意味があるのか。ほむらさんには」

「さぁなぁ。ふわぁあああああい……っとぉ」

　大して関心もなさげに、大あくび。自分で湯飲みを持ってきて、ポットから白さ湯ゆを入れ始める。そしてさもくだらなそうに笑うのだった。

「なぁに、嫌いやならやめっちまえばいいんだい。毎日毎日、ぶん投げられたりぶん殴なぐられたり、挙句の果てに折り紙ときたもんだ。おめえ、睡蓮のやつに一言くれえ言ってやることはねえのかよぉ」

　なんか朝も似たような話をしたような。

「……いえ。別に、気に入らないというわけでは」

「なんでえなんでえ、つまんねえ野や郎ろうだな。女なんかにいいように尻しりに敷しかれて、悔くやしかぁねえのかよって言ってんだぜ？」

　女だから男だからということはないにせよ。

　それはまあ、少しくらい手加減を……というか。投げるならせめて道場に畳たたみを敷くとか。受身の取りやすい背中から落とすとか。とどのつまり、もう少し度をわきまえて欲しい気はする。掃そう除じにしても小間使いに命令するような口調で、昼休みにしても買出しというよりパシリみたいな言い草だし。

　ああ、そうして改めて考えてみると、意外と不満に思っていることは多い。

「よお。どうせおいらとおめえしかいやしねえんだ。あの睡蓮の小生意気な鼻っ柱をへし折ってやろうってんなら、このおいらが協力してやろうかい」

　そのとき、ヒデオはふと悪お寒かんのようなものを感じた。ほむらが乱れ髪がみの下で、口元をにいっと横に広げている。

「……協力、ですか。しかし。なにを」

「なぁに、ちょいとおいらの言うこと聞いてくれりゃいいのさ。そうすりゃ、あとはおいらが睡蓮のやつを丸かじりにしてやるからよ」

「……」

　ずびりと白湯を飲み干したほむらが寄って来る。乱れ髪のすだれのように透すかした奥には、不自然なほどギラつく双そう眸ぼうが見えた。

「話に乗るってんなら、肝きもの半分は分けてやる」

「肝……？」

「おうよ、肝だ。喰くわせてやるってんだよ。おめえだってあの睡蓮のチカラぁ、ちょいとは知ってんだろう。何せカミ殺しの当代だ、この世でおめえに敵かなうやつはいなくなるだろうよ。世の中が変わるぜぃ」

　突とつ然ぜん何を言い出すのだ？

　急に洒落しやれにもならぬ血なまぐさい話になったというのに、しかしヒデオはそれを冗じよう談だんだと笑い飛ばせない。あの思念体のときと同じ。ノアレに囁ささやかれたときと同じ。この男も深い闇やみ。魅み入いられるほどの圧あつ倒とう的てきな深い何か。

　ああ、力。なんでも自分でできるということ。それこそ自信の源に他ほかならない。睡蓮ほどの力があれば、今の自分よりはどれだけ世の中が面おも白しろくなるだろうか。

「……そんな、ことが。本当に」

「おうよ。おいらを信じてみなって。そして何より肝かん心じんなのは、てめえから動くってことだぁ……なあ？　てめえで歩こうともしねえやつにゃ、誰だれも手を貸しちゃあくれねえぜ」

　この男の言うことを聞く。それが第一歩だと言っている。

「よぉく考えない。たった一度きりの人生だろうが。おめえ、このままうだつの上がらねえ生き様でいいのかよ。おいらだっててめえがただのボウズなら、ここまでは言いやしねえよ……おめえ、何やら大層でっけえもんを背負ってるようじゃねえか、ええ？」

　ノアレのことか。

　いや、だが自分は睡蓮たちには、ただ守護精せい霊れいとしか告げていない。ならばこの男はまさか、ロソ・ノアレそのものを見み抜ぬいている……？

　いや、こんなわけのわからない役所に、こんな身なりでふらふらしているのだ。およそまともな人間ではないのだろう。ならば……。

（っ……）

　ヒデオは一いつ瞬しゆん、窓に映ったその男の頭の影かげに、二本のいびつな角が生えているのを幻げん視しした。

「見えたかい。なら見ての通りよ。おいらのチカラとてめえのそのチカラがありゃあ、敵はいねえ。それに加えてカミ殺しの肝とくらぁ……勇者も根の国の姫ひめも、まず敵いやしねえよ」

　その味を想像したようなほむらの長い舌が、ずるりと舌なめずりをしてみせた。

「しか……し……」

「てめえら人間てなぁどうも真ま面じ目めすぎていけねえや。そもそもが悪ってなぁ、睡蓮の言う〝悪あしき〟の意味じゃねえ。恐ろしく強えってことだ。それを小ざかしい連中が、支配し易やすいように強つええことを悪しきことだと言い換かえやがった。朝ちよう廷ていよりも強えような連中は悪しき、ってな」

　朝廷？　この男は。いつの時代の、何の話をしているのだ？

「そういう本当の強さってことよ。なあ、いっぺん〝悪〟になってみない。てめえの背負ってるそれを認めてみない。何をビビッてるのか知らねえが、悪にさえなっちまやぁ、やっつけるのも、やっつけられるのもそう悪わりぃもんじゃねえ」

「……それで」

「けっへへ、ようやく話を聞く気になったかい。まずは睡蓮の家に……」

「そうではなく」

　ヒデオは言葉半ばのほむらを遮さえぎった。

「あぁん？」

「肝の半分を食べた僕はともかく。もう半分を食べた、あなたは？」

　なんか、あの大会以来そういう思考のクセがついたのだろうか。肝の半分だけを食べた自分が強くなるなら、あとの半分を食べたほむらはどうなるのだろう。

　そう、きっとほむらはもっと強くなるのだろう。そうして手に入るのは、世界の全部ではない。大体が睡蓮のことしか知らなければそれでも騙だまされたのかもしれないが、生あい憎にくとこちらは、世界がもっと広いことを知っている。誰彼が敵わなくても、誰彼が束になってきたりしたらわからない……ということも、よく知っている。

　ロソ・ノアレにしてもそう。契けい約やくと言っても、いつ切られるかはわからない。楽しくないと思われたら、その時点で見限られる程度。そんな契約、あてにはできない。

　ほむらの話に付け入る隙すきを見つけた途と端たん、引き込まれるようだった思考が自分の下もとへ帰ってくる。しかし直後に、ヒデオは喉のど輪わを鷲わし摑づかみにされていた。

「ぐっ……」

「なんでぇ、細けえことを言いやがってよぅ。いいかボウズ。おいらぁ、お願いしてるわけじゃねえ……やれ、って言ってるんだぜぃ？」

　一息力を込めれば、自分の細い首など容易にへし折られるだろう。そういう頑がんとした力。逆立つような髪かみの下には、虎とらをも睨にらみ殺しそうな目が赤々と輝かがやいていた。

「一度はあの女に煮にえ湯を飲まされたが、こう退たい屈くつなんじゃあ仕方がねえ。寝ねて起きるだけの暮らしにゃ飽あき飽きしてたところに、おめえのような間抜けが一人残ってたってわけだ。なあ、ボウズ」

「っ……」

「何が世界だ、おいらぁ暴れられればそれでいいのよ。世の中がどうなろうが知ったこっちゃねえ。おうさ、てめえにくれてやらあな。てめえの好きにすりゃあいいじゃねえか。それともおめえ、ここで死んでもいいってのかよぉ？」

　くだらない。

「……なにがおかしい」

　笑っていたのだろうか。いや、思い切り睨み付けているつもりなのに、あまりのくだらなさに口元をほころばせていたのかも知れない。

　ひょっとしたらこの男も、みーこなんかと同様に古い古い存在なのだろうか。彼の言い分はわかる。だがもっと根本的な問題として。
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「……肝きも。力。世界。今どきの人間は、そんなものを欲しがらない」

　自分だって、欲しくない。何がどれだけ手に入ろうとも、同じ人間の肝を食うなどぞっとしない。

「きっと、あなたが暴れていた時代とは違ちがう。そういうものを安易に欲しがった人間が、ロクな生き方をしないという教訓は……そこら中に転がっている」

「だがてめえがそうとは限らんぜ。睡蓮のやつが言ってたじゃねえか……てめえを信じ切れねえってのはそういうことだろうが。やってやろうとは思わねえのかい」

　ならば信じられなくていい。そんなに要領がよければ、そんな度胸があれば、誰だれがヒキコモリになんてなるものか……と、ヒデオはもう一度笑った。きっと自分は、そんな大層な野望さえも信じられない矮わい小しような人間なのだ。そしてまた、それでもなお奇き跡せきなのだと教えてくれた仲間がいた。

「……言ったはずだ。これを作ることに何の意味があるのかと」

　ヒデオは自分が作った紙し垂での一枚を取り上げた。

「いま僕が欲しいのは。どうすれば睡蓮が認めてくれるかという、その方法だけだ」

「……」

　しばし目を剝むいていたほむらだったが……。

　やがて呆あきれたように大きな鼻息をつき、その手を離はなした。

「やぁれやれ……まぁったく人間てなぁ解げせねえなぁ。毎日毎日同じ道を、飽あきもせず同じところまで行ったり来たり、それでもっていけすかねえ相手にぺこぺこ頭ぁ下げてよ。退たい屈くつじゃねえのか？　てめえの思い通りに生きてえとは思わねえのか？」

「悪いが。それが、僕の人生ゲームだ」

「……あぁん？　げーむだぁ？」

「そう。与あたえられた条件は誰でも同じ。この時代の、この地球というフィールドだけ。そして社会というルールの中で、残機０で、明確な目的はなくても……まあ、遊んでて楽しいかどうか。どうなれば、楽しくなるか。という、それだけの。だから、少なくとも僕は……あなたの言うような、誰かを殺すなんてルール違い反はんや、無敵チートを使っても。楽しくはないと思う。だから、いいんだ」

　ゲームは楽しければそれでいい、という、そもそもの根本的な目的が失われてしまう。闇やみはいつでもチカラを貸すと言ったが……今にして思えば、あのとき素す直なおに頷うなずけなかったのも、今なおノアレを安易に呼ぼうと思わないのも、そういうことなのだろう。

　自分の手の届く範はん囲いの中で。

　自分は、どれだけ自分を認められるのか。

　その指針としての、他人の評価。

　今はまず、それを得ることだけが目的のゲーム。

　……まあ、そんな人の目ばかり気にしているから、何もできないのだろうけれど。

　それも自分だ。

「はぁん。よくわからねえが……現世とテレビの中の区別もつかねえってあれかい」

「……。」

　そういうつもりではないのだけれど。

「そうかい。なら、ま、いいや」

　一時の気を失なくしたほむらは、拍ひよう子し抜ぬけしたようにぼそぼそ頭を搔かくと、大きくあくびをし、踵きびすを返した。

「おいらぁ、寝ねる」

「……そう、ですか。おやすみなさい」

「おう。……ああ、それとなヒデオ。もうちょい、きちぃっと折った方が、嫌な感じになるぜぃ。じゃあな」

　それだけ言い残して、ほむらは出て行った。

（……。）

　ヒデオ？
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　ずるぺたずるぺた、ほむらがねぐらにしている宿直室に戻もどってくると、睡蓮が人の気も知らずにお茶をすすっていた。

「どうでしたか、ほむら」

「おいおい、話が違わぁ。ありゃ随ずい分ぶんと根のしっかりした野や郎ろうじゃねぇか」

「……しっかりと見定めたのでしょうね」

　畳たたみに上がったほむらは、寝ね床どこにしている煎せん餅べい布ぶ団とんにどっかと腰こしを下ろして言う。

「おうよ、ああいうおっかねえ目をする人間てなぁ、なかなかいねえからよぉ」

「目付きが悪いのは見てくれだけでしょう。お前如ごときが何を言うのです」

　あ～、わかんねえかもな～、と内心ほくそ笑えみながら、ほむらは胸むな元もとを搔いた。

「ありゃあ、黄よ泉みの淵ふちを覗のぞいてきた目だぜ、ってな」

「黄泉の……淵？」

「おうよ、このおいらが言うんだから絶対だぁ」

　そうでもなければ……あれがただの人間ならば、ああして睨にらみつけてやった時点で口も利きけない。もっと恐おそろしいもの、凄すさまじいもの、底知れぬものを見ている目だから、この俺様が睨んでやってもビクともしない。ともすれば、それこそが背負ってるものの正体だろう。にしては、そのチカラを振ふりかざそうともしなかったのだから気風きつぷがいい。

　ほむらは、ごろんと横になる。

　前に那田がヒデオのことを能ある鷹たかと評していたが、よく言ったもんだ。つまりあいつは、ああして土ど壇たん場ばまでいかないとそういう目をしない男なのだ。かつての睡蓮も、翔希も、それはそれは強かったが、睨み合うだけでビリビリきた相手はいつ以来だったか。暴れられはしなかったが、まあ面おも白しろかった。

　ありゃあいいタマだ。

「げらげらげら」

「何がおかしいのです。ちゃんとわたくしの言ったとおりに誘さそったのでしょうね」

　居残りしたヒデオがずるをしてはいないか。上司がいない場所での本心はどうなのか。どうやら睡蓮としては、そういう心根を見定めるためのテストのつもりだったらしいが、ほむらは失しつ笑しようを漏もらした。

「けっへっへ。誘うには誘ったが、ああいう根っこのしっかりした野郎にゃ、ま、無理だぁな。だいたい今どきの狡ずるい人間が、そんなウマイ話信じるかよぅ。力だの、世界だの、肝きもだの……」

「何を言うのです、世せ俗ぞくの愚おろか者ものどもなど、力や世界が手に入ると聞けば……」

　そこで睡蓮が瞬またたき一つ。

「……ちょっと待ちなさい。肝とは何の話です」

「いっけね」

　ほむらは慌あわてて口を塞ふさいだが、睡蓮は勢いよく湯飲みを置いた後だった。気配からして、次に手にするのは大おお峰みね丸まるか小こ鷹だか号ごうか、はたまた炎えん獄ごく。あわよくば……と欲を出したのが失敗したか。

「何の話で、何の肝で、何がいけないのかと聞いているのです」

「おおっと！　そういやおいら、久しぶりにイワンのやつと会う約束があったんだぁ……って思い出してよ！　すぐに戻ってくらぁ！」

「お待ちなさいっ！」

　睡蓮が手を伸のばすが、それより一いつ瞬しゆん早く窓の縁へりに足をかけたほむらは、ぴょーんと蛙かえるのようにひとっ飛び、彼方かなたの夜空に消えていったのだった。




　　　　◆




　折って、切って。きちぃっと折って折って。

　折って、切って。きちぃっと折って折って。

（……）

　ボウズと呼ばれていたのがフラグだったのなら……自分は、ほむらに認められたのだろうか？　でもなんで？

「へぇ～。じゃあヒデオはぁ、睡蓮にいい子いい子されたいのね～♪」

　ま、例によってこっそり見聞きしていたのだろう。背後からまとわり付くノアレが、頭を撫なでてくる。小学生に撫でられてもあんまり嬉うれしくない。

「……ではなく」

「そぉ～。じゃあやっぱりヒデオはぁ、睡蓮に踏ふんだり蹴けったりされるのがいいんだぁ～♪」

　投げられたり殴なぐられたりはしているが、そういう記き憶おくはとんとない。

「でもすごいわねぇ、ヒデオ。あのほむら鬼おにを相手に一歩も退ひかなかったなんて」

　そこでヒデオは手を止めた。

「ほむら……鬼？」

「あらぁ、知らなかった？　あなたが前に会ったみーこなんかと、ほぼ同格。純じゆん粋すいな馬力だけならアウター一かもね。あいつがもうちょっと力を入れてたら、なんとか危き機き一いつ髪ぱつみたいに、ちょんぱ～☆　って首が飛んでってたかも」

　ああ。まあ。人間にしてはいやになんかアレだなーとは思ったけれど。そうか。やっぱり人外なのか。丸かじりとか言ってたし。ツノとか見えたし。

　おいら、おまえを、まるかじり？

「……。」

　なぜかみーこの管虫を思い出し、途と端たん、どっと冷や汗あせが噴ふん出しゆつしてきた。

「……しかし。まあ。本気だったとは。限らない」

「ええ。もちろんよ。うふふ。そうねえ。本気だったかどうかなんて。ねえ？　うふふ」

　そうだ。ノアレはそうやって人の不安をあおって、こちらのリアクションを楽しんでいるだけなのだ。そもそも鬼？　鬼ってなんだ。鬼おにヶが島しまの鬼か。ははは、そんなおとぎ話のモンスターが実在するわけがない。断じてない。このノアレが勝手に言っているだけという可能性も決して否定しきれるものでもなく、あれやこれや。

「それでヒデオったら、いつまでそんなの作ってるのよぉ。私といいことして遊びましょうよぅ」

　なんだ、いいことって。

　小学生が何を言っているのか。けしからん。

「だからぁ、睡蓮の手首を縛しばり上げてぇ、闇やみっぽい触しよく手しゆでこう……」

「そんなことが本当に可能だというのか」

　ガバッとヒデオが振り返ると、何か見み透すかしたようなしたり顔でノアレが嘲あざ笑わらっていた。

「ほむらにそそのかされたときの十倍の勢いね」

「……。」

「そうよねぇ。今どきの男の子だもんねぇ。食い気より色気よねぇ」

　……ふっ。

　まあ、待って欲しい。縛るは縛るとして、その結果として触手でどうなのかまでは言げん及きゆうされていない。つまり自分はいやらしい気持ちで言ったわけではなく、仮にもし万が一そんなことが可能であるなら、先せん輩ぱいである睡蓮の身を案じ一刻も早く対策を立てるべきだという誰だれもが思う当然の帰結であり。

「やましい気持ちは、これっぽっちもない」

「はいはいそうよねぇ、ヒデオってば真ま面じ目めだもんねぇ。じゃあお仕事頑がん張ばってね」

　ばいばい、と手を振ふると、現れたとき同様に何の脈みやく絡らくもなくノアレは消えてしまった。

「……。」

　虚むなしい。




　　　　◆




　翌朝。

「……」

　オフィスを訪おとずれた睡蓮は、段ボール箱いっぱいの紙し垂での山を見み詰つめていた。上にあるものほど新しく作ったものだろう。最初の方は使い物にならないが……あるところから、どうにか見れる程度の作りになっていた。折り方の、ほんの些さ細さいな差であるが。

「……」

　ヒデオはソファに横になって眠ねむっている。

　職員のクセに客人用のソファに。しかも先輩が来たのに目を覚ましもしない。

　睡蓮が間近に一つ拍かしわ手でを打つと、まさしく猫ねこ騙だましを受けた猫のようにヒデオが飛び起きた。

「……あ。……ああ。睡蓮。君か……」

「昨夜、ほむらと何を話していたのです」

「……。いや。なぜ、それを」

「ふん。夜半のこのビルにはお前と、そしてここをねぐらにするほむらとしかいなかったのです。となればその二人が悪あしきを企くわだてようとするのは当然の流れ」

　どうだこの完かん璧ぺきな推理ろじっくは。

　ふふんと小さく胸を張る睡蓮。

　よもやほむらの甘かん言げんが自分の差し金だったとは、お釈しや迦か様でも気付……。

「……君の差し金か」

「なっ、何を根こん拠きよにそのような！」

「……いや。そう、怒おこらずとも」

「とにかく！　本当のことを言いなさい。わたくしの目はごまかせませんよ。肝きもとは何の話です」

「人魚の、肝のことで。食べれば、不老不死になるとか」

（……）

　なるほど、睡蓮は得心した。

　力、世界とくれば、不老不死もまた人類の三大欲求の一つ。鬼おには鬼なりに、人間エモノの性タ質チを知ってのことだったか。ヒデオ自身にも、噓うそを言っている様子はない。後ろめたさを隠かくすような悪しきは見受けられない。

　てっきり昨夜のことを機に、ほむらがいらぬやんちゃを企たくらんだのかと思ったが……一度は調ちよう伏ふくしてやっているのだ。そう愚おろかでもないか。そしてどうやらヒデオは、その悪しき誘さそいをキッパリ断ったらしい。

「そういうことなら、別によいのです」

「では、僕は。もう少し寝ねようかと」

「何を言っているのですか。時計を見なさい。すぐに稽けい古こです」

　ヒデオがぐったりと肩かたを落とす。

　ただの一昼夜、たかが手作業をしていただけというのにこの体ていたらく。そもそもの体力が全然足りていないのだ。

　まあ、それは今後の課題として。

「さ、わたくしについてきなさい」

「……」




　　　　⑤




　ヒデオは睡蓮に伴ともなわれるまま、しかしいつもの道場ではなく、表に連れ出された。まだ早朝のオフィス街には通勤者もなく、住宅街と違ちがってジョギングに精を出す者もなく。そうしてやってきたのは、少し離はなれたところにある小さな公園だった。都会のオアシス……というほど広くもないが、木々は青々と茂しげっている。昼時に近所のサラリーマンやＯＬが憩いこいに来る程度の場所で、こんな時間には、やはり誰もいない。

「……ここで。何を」

「見ていなさい」

　ヒデオはてっきりジョギングでもやらされるのかと思ったが、睡蓮はいつもそうするように、小さな公園の四よ隅すみに向かって指を振り、拍手を一つ。数匹ひきの霊れいがふよふよとわだかまっているのを現してみせる。

　しかし普ふ段だんのモノと違うことは、ヒデオの目にも明らかだった。なんというか、おどろおどろしくなく、雲のような、半はん透とう明めいのマシュマロのような。それらがふわふわしている様には、愛らしささえ感じてしまう。

「これは」

「自然霊です。外国では、にんふなどと呼ぶそうですが」

　自然霊。ニンフ。何かしらで聞き覚えはあるが、ヒデオにとっては初めて見るものであった。

「生命が元の霊れい魂こんではなく、文字通りに自然から生み出される霊のことです。田舎いなかの山に行けばいくらでもいるものですが、都会ではこのような場所にしか存在しません」

「……害は」

「あるように見えますか？」

　見えないから聞いたのだ。害のある霊を退治するのが仕事じゃないのか。

「で……。何を」

「穢けがれを祓はらうのです」

「祓う？　だが、害はないと」

「いいから見ていなさい」

　睡蓮は自然霊のうち一つがいる木の根元まで行くと、袂たもとから取り出したお祓い棒で、自然霊に向けてさっさっと。ほこりでも払うように、軽く振ふって見せた。

（……。）

　不思議なものを見た。

「どうです。わかりましたか」

「あ……、ああ」

　見えた。

　自然霊そのものは、まだそこにある。だが睡蓮の行いによって、くすんでいたようなその色が、元の明るさを取り戻もどしたと言うべきか。ふわふわとした動きも、心なしか軽快になったように見受けられる。

「祓う、とは、何も悪あしき霊を祓うだけではありません。長い時間を経て穢れを身にまとってしまうのは、何も人の子に限ったことではないのです」

　さあ、と睡蓮がお祓い棒を差し出してくる。

「……僕に、やれと？　しかし」

「これはお前の作った紙垂」

　あ……。

「神事にまつわる全すべては儀ぎ式しきなのです。紙を折るには下を向くでしょう。それはカミに祈いのると同じ形。だから〝カミ祈おり〟。お前が何を思いながら折ったかはともかく、少なくともお前はその形をなぞらえた。正しい心を以もつて悪しき誘いに耳を貸さず、千度祈って成し遂とげたのです」

　ああ……。

「ただの掃そう除じを毎朝あれだけ懸けん命めいにできるお前が、どうして、何もできないはずがないでしょう。ですから少しは自信を持ちなさい。わたくしが言いたかったのは、それだけです」

　そう言って睡蓮は、祓い串ぐしをヒデオへ手て渡わたした。

　視界が滲にじんだのは、朝日が眩まぶしかったからに違いない。

「……その。すまない。ありがとう」

「わ……、わたくしは別に、先せん輩ぱいとしてお前を指導するためにしたことであって……そもそもお前がもっと立派であれば、こんな回りくどいことをする必要はなくてですね……」

　睡蓮の頰ほおがほんのり染まって見えたのは、まあ、逆光だ。見間違いだろうか。

　それからヒデオは他ほかの自然霊たちの下もとへ行き、睡蓮の見よう見まねで祓い串を振ってみた。当然、彼女のときのように綺き麗れいにはならなかったが、その気持ちだけは伝わったかのように、自然霊たちは元気に跳はね回ってみせたのだった。




　　　　◆




《テールよりリーダー》

「こちらリーダー」

《状じよう況きよう変わらず》

「了りよう解かいした。リーダーよりレフト、ライト、三分後に作戦開始だ」

《了解》

《了解》

「よぉし、行くぞ野や郎ろうども。ロックンロールだ」




　　　　◆




　公園を一周した後、自じ販はん機きで飲み物を買ってベンチにかける。もうすぐ、このオフィス街も通勤者でごった返し始めるだろう。

「先ほどは害はないと言いましたが、人の子が朱しゆに交わることで悪に染まっていくように……自然霊もまた、悪あく辣らつな環かん境きようや、荒すさんだ人の心に晒さらされ続ければ、どのような悪あく霊りように成り変わるともわかりません。ですが心無い者がゴミを捨てたとしても、正しい者がそのゴミを拾ってやるだけで小さなカミガミは喜び、こうして活力を取り戻すでしょう。そこには信しん仰こうほどのカタチは必要ありません」

「……なるほど」

　それはそうだ。自然は人間や宗教なんかが生まれるよりもずっとずっと昔から存在し続けている。だがそれでも、人の気持ちというものは感じ取ってくれるのだから、不思議なものだ。

　いや、しかし自然はともかく、精せい霊れい自体は人の想おもいが生み出すもの……だったか。

「ですから要は、何事も心の問題なのです。わたくしたちの仕事に限って言えば、信仰とはそれをより正しく、磐ばん石じやくにするためのもの。教えられるまでもなく何かに感謝し、正しいと思えることを正しく実行できるのであれば……無理に何かを信じる必要はありません。お前のいいようにすると良いでしょう」

　言って、睡蓮はコーラを飲み干した。

「さあ、そろそろ戻りますよ」

「ああ」

　ヒデオも空腹に眠ねむ気け覚ざましのブラックコーヒーを流し込み、立ち上がったときだった。

　公園の出口に大おお柄がらなＲＶ車が急停車し、中から数人の男が降りてくる。何かの特とく殊しゆ部隊染じみた、黒尽ずくめの野戦服にヘルメット、サブマシンガンを装備し、目め出だし帽ぼう姿でこちらに向かってくる。

　ヒデオは咄とつ嗟さに睡蓮の前に出た。

「なんです」

「いいから、逃にげろ」

　ヤバイと、直感的にそう感じた。

　なぜ狙ねらわれるかわからないが、明らかにヤバイのだ。サバイバルゲームの帰りにこんな都心に寄りはしない。こんな小さな公園でサバイバルゲームをやろうはずがない。手にしたサブマシンガンにエアガンの安っぽさはなく、銃じゆう口こうのサイレンサーは巨きよ大だい、加えてイジェクションポートには薬やつ莢きよう受けを被かぶせてある。何より下車するときの身のこなしが、エリーゼのところの私兵たちとそっくりなのだ。

　つまり、相当なプロが本気の装備でそこにいるという事実……。

「いやぁ、今日はいいサバイバルゲーム日和びよりだなぁ……」

「いやぁ、本当にそうっすねー、隊長……」

　とか親しげに話しながら、一人緊きん張ちようするヒデオの横を通り過ぎていく何者かたち。

　……あれ？

「……ヒデオ。なぜ逃げる必要があるのです」

　睡蓮が、普ふ段だんから冷たい目をさらに冷たくしていた。

「いや。しかし」

「まったくどこの田舎者ですかお前は。この大都会東京には、多種多様な価値観を持った者が大勢いるのです。少し変わった格好をしているくらいで変質者扱あつかいするなど、失礼でしょう」

　自分だって住むだけなら二年も東京に住んでいる。いや、そりゃまあ秋あき葉は原ばらでも行けば店先にＳＳ軍装をした店員さんが立っていることもあるが、何がショックかってらくらくほん使ってるような女の子に。

　ジャキッ。

「動くな」

　気付いたときには、半円状を取り囲まれていた。言ったのは、隊長と呼ばれていた、一人だけガスマスク姿の男だった。

「日本人の平和ボケってのは相当だな。まさかこんな官庁街のど真ん中で、本気でペイントボールをやる奴やつがいると思ったのか」

「……。」

　思わないさ!!　ああ思わないさっ!!　変質者かプロかわからないが明らかにヤバイと思ったさ!!

「すげぇ。隊長の作戦がハマるとこ初めて見たぜ」

「俺失敗する方に百ドル賭かけてたのになぁ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、全員失敗する方に賭けてたから賭けになってねえ」

　……どういう連中なんだ、一体。

　そんな部下の声だったが、肝かん心じんの隊長はガスマスクの下で得意満面なのか、聞こえていないようだった。

「さて二人きりでお楽しみのところすまないが、一いつ緒しよに来てもらおうか。言っておくがコイツはオモチャじゃない」
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　ガスマスクの、ドクロのような偏へん光こうグラスの奥で、男が瞳ひとみを鈍にぶく輝かがやかせる。厚いグローブに覆おおわれた指を引き金にかける。

　サブマシンガンは、キュン、と小気味良い音を立て、ヒデオが手にしていた空き缶かんに穴を開けて吹ふっ飛ばした。

「……だが、何の理由で」

「ほう、びびらねえとは。日本人にしちゃいい目をしやがる」

　実物というだけなら、以前いた会社で腐くさるほど見てきている。珍めずらしくもない。

「が、悪いがこっちも仕事でな。クライアントの素す性じようは明かせない」

　お間ま抜ぬけめ。クライアント……ということは傭よう兵へいか。自分たちを狙ねらう雇やとい主ぬしがいる。

　二にの腕うでのワッペンには犬の頭が三つ。部隊章か。クルマはフルサイズ。日本製ではない。ナンバーは……角度が悪くて読み取れない。得物はＭＰ５。他に情報は。いや、ああくそ、いま必要なのはそんな情報じゃない、この場を脱だつするための情報……。

「つまりなんです。人さらいですか」

「その通りだ、お嬢じようさん。ついでに言っておくが抵てい抗こうした場合、こっちのボーイフレンドには射殺許可が出ている。あんたも痛い目に遭あいたくなけりゃ……」

　だが睡蓮は、ただ人さらいかどうかを聞きたかっただけなのだろう。

「ほむら！」

　声こわ高だかに一つ叫さけぶと、空の上から飛来する影かげ一つ。

「ぃよいさぁっと！」




　すどぉおおおおおおんっ!!




　揺ゆれる地面、舞まい上がる土つち埃ぼこり。さすがと言うべきか、危険に慣れた傭兵どもはたったそれだけで転がるように距きよ離りを置いていた。

「な、なんだ!?　爆ばく撃げきか!?　ＲＰＧか!?」

　だが公園の地面をクレーターのように穿うがったのは、爆ばく弾だんでもなんでもない。振しん動どうでその場にひっくり返ったヒデオもまた、目を疑った。

　小さな爆心地の中央にゆらりと立ち上がったのは、乱れ髪がみした着流しの男。

　そう、ほむらが空の彼方かなたから降ってきたのだ。

「なんでぇ、睡蓮。おいらを表に呼び出すなんざ」

「ちゃんと来たようですね。いわとびのところの用事はよかったのですか」

「……。お前さんが呼んだから来てやったんじゃねえか」

「よい地じ獄ごく耳みみです。それに免めんじて昨夜逃にげたことは大目に見てやりましょう」

　睡蓮が改めて傭兵たちに向き直る。

「用事というのは他でもありません。退たい屈くつしていたのでしょう。そこに良くない者たちがいますから、少し懲こらしめてやりなさい」

　にかぁ、とほむらが口を横に裂さいた。

「おうおう……喰くっちまっていいのか？」

「懲らしめてやりなさい、と言ったのです」

「なんでぇ。ちっ。ただの人間じゃあねえか。おもっしろくもなんともねえ。おいらぁスケさんカクさんじゃねえんだぜ」

　ぶーぶー。

「た、隊長、サムライです！　サムライが出ました！」

「ハラキリですよ、ハラキリ！」

「馬ば鹿か野や郎ろう、それくらい俺だって見ればわかる！」

　いや、それはたぶんわかってない。

「リーダー、作戦予定時間オーバーします！」

「ちっ……こうなったら仕方ない、実力行使だ。悪く思うな！」

　隊長の銃じゆう口こうがほむらの眉み間けんに向けられる。そして軽かろやかな発射音と共に、銃弾は……。

「「「……。」」」

　銃弾は、ほむらが開けた大口の中に吸い込まれていった。大口と言ってもただの大口ではない。顎あごが外れたとか、そういうレベルを超こえた、スイカ一つを丸吞のみしてしまいそうな大口に銃弾を受け止めたのである。

「ぼりぼり。がりがり。なんでえ、これなら炒いり大豆のがよっぽど堪こたえらあ。ほれ、貸してみな」

　ついでにほむらは、啞あ然ぜんとしたまま身動きを忘れた隊長の銃をひょいと摘つまみ上げ、それも一口に……。

「ばくんっ」

　ゴリボリギャリゴリ！

　金属のひしゃげる悲鳴に、ヒデオは耳を塞ふさぎたくなるほどだった。

　口の中で時折パンパン破は裂れつしているのは、ひょっとして銃弾なのだろうか……？

「げふぅ……やっぱ鉄カネってなぁだめだな。魚の骨でも食ってる気分だぜぃ。さぁてお次はなんだぁ？　やっぱ喰うんだったら、生き血の滴したたるようなよう……！」

　そう言ったほむらが、人間が何人もそのまま入りそうな、冗じよう談だんみたいな大口を広げると。

「て、ててっ、撤てつ退たい!!　撤退だっ!!」

「「「ひぅうぇあああああっ!?」」」

　気持ちいいほど一目散に逃げ出した。

　傭よう兵へいを乗せたクルマはパニックのあまり、あちこちのガードレールに車体を擦こすりつけながら猛もうスピードで去っていく。

「けーっ。これだ。張り合いのねぇ……おう、大だい丈じよう夫ぶかヒデオ」

「は。いえ。は。まあ」

　差し出されたほむらの手を取ったヒデオは、抜ぬけかけた腰こしに気合いを入れてどうにか立ち上がった。ノアレはパワーとか何とか言っていたが……やることなすこと常識外れすぎやしないか。

「た……。助かりました……」

「なぁに、いいってことよ。おいらぁ、おめえにゃ一つ借りがある」

　そこに睡蓮が視線を鋭するどくした。

「借り？　何の話です」

「おおっと、そいつぁ男同士の話だからよぉ。なぁヒデオ」

　そうして昨夜首を摑つかまれた大きな手で、一つ頭を撫なでられた。

　はて。何かしただろうか。

「ふん、まあいいでしょう」

　睡蓮はクルマの去って行った方角を見やった。

「もう少し骨のある輩やからかと思いましたが……言って聞くようであれば小悪党の類たぐい。深追いする必要もありませんね」

「いやいや」

「何ですヒデオ」

「狙ねらわれたのだから。実銃を持っていたのだから」

「鉄てつ砲ぽうが何です。わたくしの引く弓の方がよほどに強力ですとも」

　ああ。まあ。それを言ったら元も子もないのだが。

　睡蓮は言っても聞いてくれそうもないので、ヒデオは後で那田たちに相談することにした。
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　その夜。

「失敗しただと……？」

「ああ。失敗した」

　豪ごう華か客船の特等客室。スーツ姿の男は叩たたくようにグラスを置き、悪びれもせず報告に来たガスマスクを睨にらみ付けた。

「役立たずが！　何のために高い金を払はらい、雇やとってやっている!?」

「おいおい、勝手なこと言うなよ。俺たちは女の子一人さらうってだけの契けい約やくだから、あんなはした金で雇われてやってるんだ。あんなモンスターが出てくるとは聞いてない。契約違い反はんだ」

「……化け物モンスターだと？　何の話だ」

「だから俺たちが知るかって。いいか、お前ら日本人てのはどうもあれだからこの際言っておくが、俺たちゃＭＡＮＧＡのカッコイイ傭兵と違ちがって生きるためにカネ稼かせいでるんだ。助けられれば人助けもするし、殺せるから人殺しもするが、死ぬかどうかもわからない化け物退治はやらないってことだ。大体が目標の発見から作戦の立案、実行まで三十分てのは……」

　男は追い払うように手を振ふった。

「わかった、もういい。報告書を上げておけ。次の指示があるまで待機だ」

「……。アイ・サー、甲こう山やま副社長どの。〝ケルベロス隊〟を今後ともごひいきに」

　傭兵隊長も背中越ごしにひらりと手を振って、豪華客室を後にした。吸収缶かん付きの分厚いガスマスク越しでは、小さな舌打ちまでは聞こえにくい。

　ふかふかの絨じゆう毯たんをコンバットブーツで歩くのもオツなものだが、そんな通路を少し歩くと部下がいた。

「どうですリーダー。怒おこられましたか」

「バーカ、舐なめられてたまるか。ガツンと言い返してやったよ、ガツンと。だが、まだ俺らを使う気でいるらしい。あんまり気を抜かずに待機しておけ」

「了りよう解かい」

　副長は短く敬礼して去っていく。

（……とは言ったものの）

　使われるとなれば、再びあのバケモノと出で会くわす可能性もあるということだ。その際にどう対処するべきか。そしてまた……。

「……鳳おおとり重工業……ＡＵＴＯＬＩＮＥオートライングループ、か……」

　ふと振り向いた彼の防毒面の偏へん光こうグラスには、夜なお開発を続ける世界最大の海上都市、東京湾わんメガフロントの夜景が映し出される。

　あの未み曾ぞ有うの大規模事業に関しても、オートライングループは関かん式しきの提供をはじめ相当の規模で参入していると聞く。それほどのおおっぴらな大だい企き業ぎようが、一体何が目的であんな小こ娘むすめを狙っているのか。そしてまた何のために豪華客船を装よそおい、その船倉で何を研究開発しているのか……。

「……映画じゃないんだ、エイリアンが生まれるようなバイオハザードは勘かん弁べんだぜ……」

　彼は奇き妙みようなサムライの悪夢のような大口を思い起こし、大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてから再び歩き始めるのだった。
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　夜。

　東京湾横断道路、羽田出口付近。

　どこかの高校のブレザーを着た少女が、反対側車線に停とめたクルマから眺ながめて言った。

「ひどい事故ね」

「ああ、これはひどいね。ひぃ、ふぅ、みぃ……大型二台、普ふ通つう車しや四台だ」

　先に現場で待っていた青年は、少女のクルマの屋根に肘ひじを載のせて笑う。中ちゆう堅けんブランドのセンスのいいスーツ姿、歳としは二十代の前半とまだ若い。

「君、知ってるかい？　ほら、あれ。レスキュー隊が帰ってくだろう」

「それがどうしたの」

「あそこの間の車両。ドライバーには、まだ息があるんだ」

　ただし、車両は事故の衝しよう撃げきの凄すさまじさを物語るが如ごとく。まだ若い運転手を生き埋うめにするように、ほとんどが潰つぶされていた。

「……」

　レスキュー隊は名前の通り、助けるのが仕事。助からないのであれば、それはすでに彼らの仕事ではないのだ。

「意外ね。こういうの、見たことないから」

「だろ？　そう思ってね。言ってみたのさ」

　青年は何やら、薄うすら寒い目でへらへらと笑っていた。

「何時間も掛かけてたかが一人を助けることと、東京の大動脈を何時間も封ふう鎖さすることを天てん秤びんにかければ……ま、この高速道路があのドライバー一人のものじゃないってのは明白だよね。じゃああそこに取り残された彼はどうなるかって言うと、その遺体を引きずり出すのは事故車を引き上げに来たクルマ屋さんの仕事だったりしてね。その後は……」

　まるで病的な目なのに、よくもここまで笑え顔がおに見せられるものだと少女は感心する。

「もういいわよ。話はそれだけ？」

「いや、エキスパートの意見を伺うかがっておこうと思ってね」

　青年はクルマの屋根に手を掛けたまま、運転席の少女を覗のぞき込む。若さの割に底知れなかった目、表情は、そのときにはすでに平常だった。

「見ての通り、この横断道路はできたばかりの新しい高速だ。首都環かん状じよう線なら日常にしても、ここはまだそこまで交通量が多くない。一直線で見晴らしもいい。よほどでなければ、こんな大おお袈げ裟さな事故が起こるような場所じゃないんだ」

「じゃあ、よほど何かだったんじゃないの？」

「それを確かめようにも、玉たま突つきのきっかけ……前の大型に突っ込んだとおぼしきドライバーは、レスキュー隊が匙さじを投げてしまったからね」

　少女は改めてそのクルマに視線をやる。

　原形は留とどめていないが、よく見ればバブル期に生産された安価で優ゆう秀しゆうなスポーツカー。新品のアスファルト、交通量が少なく見晴らしはよい。となればそんなものに好んで乗る若者のすることなど、相場が決まっている。

「よほどスピードの出し過ぎだったんじゃないの？」

「そう。それが警察側の見解だ。でもせっかくだから一応、ファンタジー側の見解も聞いておこうと思ってね」

「そんなようには見えないわね」

「そうかな？」

「そうよ。言っておくけど、ファンタジーの世界はいま平和そのものよ」

　少女は試ためしに魔ま導どうカウンターを現場へ向け、スイッチを入れる。針はピクリとも動かない。そしてすぐにポケットにしまいながら言った。

「……警察の仕事でしょ？　事故の原因究明なんて」

　青年は頭を搔かいた。

「僕も一応、警察からの出向なんだけどね。ま、そういうことなら……呼び立てて悪かったね」

「別にいいわよ。近くを走ってただけだから」

　少女は再びクルマのエンジンをかける。

　かからない。

　かからない。

「……」

　ついさっきまであんなに元気に走って、エンジンも充じゆう分ぶん暖まっていたのに。真夏の炎えん天てん下かならまだしも、暖まりすぎてガスを噴ふくような気温でもあるまい。

　二、三度アクセルを踏ふみ込み、再三キーを捻ひねって、ようやくガヒュガヒュとやかましくアイドリングし始めた。

「かっこいいクルマだね、これ。ちょっと古いみたいだけど」

「……フェラーリよ。知らないの？」

「へぇ、そう。これがね。自動車はあんまり詳くわしくなくてね」

「中古だけど。世界一楽しいクルマよ」

「そうかい。じゃ、君も気を付けて。安全運転でね。あと、そんな格好で捕つかまらないように」

「免めん許きよなら持ってるわよ」

　高校の制服を着た少女は、そこでふと思い出した。

「……心当たりがあるから、知り合いにも聞いてみるわ」

「事故のこと？　でも君以上のエキスパートが？」

「警察にもセクションがあるでしょ。ファンタジーにも、ジャンルがあるのよ。あなたもそれこそ、警察庁にでも行ってみたら？　あそこにも専門の部署があるんでしょ？」

　それきり窓を閉とざし、少女のクルマは走り去っていった。

「ジャンル、ね……」

　呼び出しの電子音が鳴ったのはそのときだった。青年はポケットからトランシーバーを手にする。

「はい、頸くび城きです。はい、桃もも条じようさんからも異常はないと。……ええ、こちらももう済みましたので。はい、了りよう解かいです。撤てつ収しゆうします。お疲つかれ様さまです」
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　翌日の神しん霊れい班はんオフィス。

（……）

　誰だれもいないし誰も来ないので、ヒデオは職員の予定が書き込まれたホワイトボードを調べてみた。

　翔しよう香かは非番だ。

　那な田たは出張、睡すい蓮れんはそれに同行と書いてある。ついでにしっかり、『川かわ村むらヒデオ　留守番』と書いてある。

（………。）

　脂あぶら汗あせが噴き出しそうな気分だった。

　電話とかかかってきたらどうしよう。知らない人とか来たら、どう対応すればいいのだろう。ヒキコモリの悪い癖くせは、何より先にまず最悪の事態を想定してしまうことにある。

　……たとえば、何かとても大事な用件の電話があったとして、一方的にまくし立てられ、それを伝えて欲しいと伝言されるのだが……その用件を覚えられなかったりしたら。

「誰に対するどう大事な用件かはわからないけど、覚えられないことだけははっきりしてるのね」

　背後に現れたのはノアレだった。いきなり頭の中を覗のぞかれるのは、やはりいい気持ちはしない。

「……だが。世の中、得てしてそういうものでは」

「世の中っていうか、ヒデオがでしょ」

　文句を言おうにも図星すぎて言い返せない。普ふ通つうなら、そうした応対のマニュアルを作っていない職場が悪いとか、そんな研修や教育すら行わない上司が悪いとか、開き直りようもあるのだが……そういう思考の飛ひ躍やくができないからこそヒデオである。

「自分に自信がないと、ただの想像まで自信のない方向へ行くのね」

「……」

「だめよヒデオ、そんなことじゃ。そうだ、そんなヒデオのために、私にいいアイデアがあるわ！」

　!?

「って言うとでも思ったの？　期待したの？　あらそう、可愛かわいいわねぇ、ヒデオって」

「……。」

「それとも前にウィル子に言われたみたいに、度胸試だめしに酒場で一曲歌ってみる？」

　フッ……。

　ヒデオは極きわめて冷れい徹てつにかぶりを振ふった。

「それはすでに、一度は試したこと。そして……何の効果もなかった」

「自分で言っちゃうのね、そういうこと」

「……いや。まあ。それは置いておくとして」

　そうしてヒデオは、さりげなくポットの方へ踵きびすを返す。

「せっかく、こうして出てきたのだから。そこのソファにかければいい。お茶でも淹いれよう」

「あら、そう？　気が利きくのね」

　腐くさっても社会人である。一いつ般ぱん常識として、来客に際してお茶を出すくらいの心得は……。

「心細いなら一いつ緒しよにいてくださいって言えば？」

　……。

　ははは。はっはっは。

「……否いな。決して、そういうわけではなく」

「じゃあ退たい屈くつだしもう帰っちゃおうかな～」

　ヒデオは明後日あさつての方を向くノアレの正面に回り込んだ。

「まあ、そう言わずに」

「何か面おも白しろいことないかしらぁ～」

　明明後日しあさつての方を向くノアレの正面へさらに回り込み。

「とりあえず冷蔵庫に、プリンなども」

　せかせかとお茶を用意し、お茶ちや請うけを用意する。ノアレが何か倒とう錯さくしたような笑え顔がおを浮うかべていた。

「うふ、うふふ、ス・テ・キ！　いい歳としした男が小学生みたいな私の言いなりになってるわぁ♪」

「喜んでいただけて、何より。他ほかに、入り用なものなどあれば」

　ばしっ、と。後頭部に微び妙みように懐なつかしい衝しよう撃げきを受けたのはそのときだった。

「中学生みたいなウィル子の言うことは聞かなかったくせに随ずい分ぶんな差ですね、マスター」

「……」

　なんだ。なんだウィル子のこの目は。

　まるで遠回しに○リコンは犯罪ですとでも言いたげな目付きはなんだ。

「あらぁ、誰だれかと思えば電子の神じゃない。今日はお休み？」

　テーブルの上に脚あしを組み、ソファでプリンを食べるノアレにウィル子が言う。

「そういう闇やみの神は毎日暇ひまそうでいいですね……」

「ええ、ほんっとにね。もう、暇で暇でイヤんなっちゃう。何か面白いことない？　ヒデオを使って」

　なぜ使う。

「街中で詩の朗読でもさせてみればいいではないですか。どこかの劇団みたいに」

「だめよ、そんなことをしたらヒデオは死んでしまうわ。ショック死か自殺かは知らないけど」

　勝手に冷蔵庫へ向かったウィル子が、同じくプリンとスプーンを手にして戻もどってくる。

「よくわかっているではないですか。では新宿の二丁目あたりでただ立たせておくとか」

「面白そうだけど、それでヒデオが何かに覚かく醒せいしちゃったらどうするの？」

　何に覚醒するのだ。

「あら、聞きたい？」

「聞きたいのですかマスター？」

　一いつ斉せいに思考を読むな。

　というか自じ称しよう小学生と中学生がそんなところで食い付くな。

　そのとき、階下の道路にえらく派手な音のクルマが停とまったようだった。

「ま、この件については追々詰つめていきましょ」

「ではそうしますか……あ、マスター、プリンごちそうさまでした」

「じゃ、頑がん張ばってねヒデオ」

　いやいや。

「今、下に。今まさに、誰かが」

「だから、ココのお客さんでしょ？　邪じや魔まだといけないから帰るわね」

「何の予備知識もなしにウィル子たちがいたのでは、お客さんが驚おどろくのですよー」

　さもまっとうなことを言いながら……しかし、うふふ、にひひ、とそれぞれに裏のある笑みを残すように二人は消え去った。後に残ったのは、綺き麗れいに平らげられた二人分のプリンの容器。

（……あ……悪あく魔ま、め……）

　歯がみし頭を抱かかえるヒデオだったが、がちゃり、階下からの客人がドアを開けたのはそのときであった。

　何の偶ぐう然ぜんか。

　小学生、中学生ときて、今また現れたのは高校生……どこぞの制服らしきブレザー姿の少女であった。髪かみ型がたはショートで、生き真ま面じ目めそうな、こざっぱりした雰ふん囲い気き。きりっとした目付きで小首を傾かしげて、ヒデオに尋たずねる。

「……あなたは？」

　そう、留守番なのだ。誰もいませんさようなら、と言うだけなら番犬にもできること。ヒデオはネクタイを軽く締しめ直してから言った。

「僕は、ここの職員だ。君こそ……」

「そんな睨にらまなくても、怪あやしい者じゃないわよ」

　そんなつもりはない。睨んだつもりはないのに、そう思われてしまったショックにヒデオは崩くずれ落ちそうになった。どれだけ心持ちが変わったところで、生まれ持った見てくれだけはいかんともしがたいこの現実。

　しかし、怪しくないと言う者に限って怪しく、酔よってないなどとほざく奴やつに限って神の実在を説法するほど酔っているものであろう。今日は平日の真っ昼間、学生がこんな時間に学校にも行かず、渋しぶ谷やなどの若者の街でもなく霞かすみヶが関せきをフラフラしているのは不自然すぎやしないか。いや、こんな得体の知れない役所に単たん騎き突とつ入にゆうを仕し掛かけてくる時点で……。

（ッ……）

　先日の武装集団の件もある。那田は調べておくと言っていたが、まるで心当たりもない様子だった。この少女が刺し客かくではないという確証もない。

「……もう一度、聞く。君は、何者だ」

「……ふぅん」

　少女は挑ちよう発はつするように小さく笑った。

「それで？　私が招かれざる者だったらどうするつもり？」

「……。」

　いや。それは。どうすればいいのだろう。

「……その。まあ。とりあえず、お名前と。ご用件を、という意味で」

　彼女にしてみれば、拍ひよう子し抜ぬけする展開だったのだろう。少し肩かたをすくめた後、失しつ笑しようしながらこう言った。

「私は桃条千ち影かげ。内調の特別対策チームでアルバイトをしているわ。那田さんに少し聞きたいことがあって来たんだけど」

　ないちょう、ってなんだっけ？

　よくわからなかったが、答えてくれたのだ。ヒデオもとりあえず応対する。

「……局長は、出張中で」

「睡蓮は？」

「局長に、同行しているらしく」

「じゃあ翔香さんは？」

「今日は。郵便局の方のようで」

「珍めずらしいわね、誰だれもいないなんて」

　上の三人を名指しし、そういう状じよう況きようが稀まれであることも知っている……となると、本当にそう怪しい人物ではなく、むしろ馴な染じみの客ということか。

「ああ……でもそうね。あなたでもいいわ」

　？

「あなたでしょ、川村ヒデオって。聖せい魔ま杯はいでＥ０と鈴すず蘭らんに気に入られて、鳴り物入りでここに配属された凄すご腕うでの精せい霊れい使い」

　……。

　Ｅ０って誰だ？　鳴り物入りはともかく、自分はいつから精霊使いになったのだ？　召しよう喚かん師じゃなかったっけ？

「さ、行きましょ。あなたならたぶん、口で言うより実際現場を見てもらった方が早いわ」

　行く？　現場？　ということは、また霊やら何やら？

「まあ、待て。落ち着け。僕にはいま現在、留守番という大役が……」

「別に盗とられるような物もないでしょう」

　千影と名乗ったクールな少女はホワイトボードの『川村ヒデオ　留守番』を、『川村ヒデオ　桃条同どう伴はん』と書き換かえてしまった。

[image: ]

「ほら、グズグズしないで行くわよ」
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　でまあ、女子高生が運転する助手席に乗っている自分、というシュールな絵え面づらができあがる。どこがシュールかって、跳はね馬うまのエンブレムが一番シュールだった。

「……その」

「なに？」

「なぜ、フェラーリかと」

「楽しいからよ？　さすがに新車は手が出ないけど、この３０８はボロで安かったから」

「……いかほどで」

「六百万くらいね」

　ボロで六百万？　それでも国産の高級車が新車で買える。さすがフェラーリ。だが逆に、国産車と同じ金額を出せばフェラーリに乗れるというのは、ヒデオにしてみれば意外な事実であった。

「でも塗と装そうがヤレてたから、思い切ってこのベンツのシルバーに塗ぬり替かえたの。下品でカワイイでしょ？」

　まるで、このアクセサリー素す敵てきでしょ、みたいな口くち振ぶり。

　そもそも下品という単語は、カワイイという言葉と同居できるものなのだろうか。

「ついでにタイベルとかいろいろ替えて、結局乗り出しまでに六百万くらいかかったわけ」

　ちなみに自分が運転手をしている睡蓮のセンチュリーは、新車価格一千万ほど。あっちは、誰だれかからもらったと言っていたが。

「よく、そんなお金が」

「危険手当の山ほど付く仕事っていうのもあるけどね。あとは国からの補ほ償しよう金きんと……私、運転以外に趣しゆ味みもないし」

　仕事？

「……そういえば。学校は」

「学校？　私、たぶんあなたより歳とし上うえよ？　鈴蘭と同い年だもの」

　ヒデオが制服を指さしただけで、察したように千影は言った。

「いいじゃない。毎日鏡の前で違ちがう服を見立てるなんて、面めん倒どうなだけだわ。それに本当の青春時代には、着る機会もなかったしね」

　どう見ても青春真っ盛さかりな女の子にしか見えないのだが……若作り、というわけでもなく……確かに物言いや口振りが、自然に大人びている。なんだろう。みーこやエルシアといった魔人たちが、古い存在と言われながらこうして若々しかったような……そういう雰ふん囲い気きを感じる。

　そしてクルマ以外に趣味がない、というのは裏返せばオシャレにも興味がないという意味か。国からの補償金という言葉一つにしても、何か訳ありなのだろう。あまり詮せん索さくするのも失礼か。

（……まあ）

　普ふ通つうの人間がピンポイントで神しん霊れい班はんを訪おとずれるというのも、逆に考えにくい話だろうし。

　クルマは湾わん岸がん道路を通り、羽田インターから開発中のメガフロント方面へ。だがそうしてすぐの待たい避ひ所じよに、千影は停車させてしまった。目の前の路面には何かを撒まいたような跡あとがあり、そうして黒ずんだアスファルトの上を、資材、建機を積んだトラックやら、トレーラーやらが行き過ぎていく。

「ここよ」

「ここ……、と、言われても」

「ニュースで聞かなかった？　昨夜、ここで六台を巻き込んだ玉たま突つき事故があったの。引き金になった大学生のドライバーは、前後から大型車に挟はさまれて死亡。他は軽傷で済んだのが不幸中の幸いね」

（……。）

　嫌いやな話を聞いてしまった。仕し事ごと柄がら、どこで誰々が自殺したとか、それこそ死亡事故現場だとか、連れて行かれはしたが……昨日の今日というのは初めてだ。

「で。どう？」

「どう、とは……」

「その……なんて言うのかしら。精霊的な視点から見て。エキスパートなんでしょう？」

　睡蓮なら悪あしき気配とかなんとか、一目で見み抜ぬいてしまうのだろうけど。

「私も魔人関連ならそれなりに詳くわしいつもりだけど、そういう気配はなかったわ。鈴蘭たちのおかげで、今は魔人がそんな派手なアクションを起こすようなご時世でもないし……でも妙みように勘かんの鋭するどい同どう僚りようが、引っかかるようなことを言っていたのよね。念のために確かく認にんしてもらえる？」

　ああ、確認できること前提ですか。そうですか。

　しかしこんなところで格好付けても仕方ない。詳しくは睡蓮が帰ってきてからでも、改めて相談すればいいわけで。

「まあ……僕の目には。特には」




〝そう？　ヒデオ、よく見たの──？〟




　ノアレの声だった。

　だが姿は見えない。千影にも、声は聞こえていないようだった。

「どうかしたの？」

「……いや。その。少し、待って欲しい」

　さあどうしたもんだか。闇やみのお嬢じよう様さまは聞けば答えてくれるのでしょうか。




〝イヤよ。ヒントをあげたんだから、少しは自分で頑がん張ばりなさいな──〟




　そうですか、はてさて。

　だが妙なものだとヒデオは内心で呆あきれる。

　ほんの何ヶ月か前まで、自分は一人きりだった。ヒキコモリではあったが、だからこそ全すべてのことは自分で考え、決めていたはずだった。それが今では、困ったときにはすぐ誰かに頼たよろうとするのだ。たいした堕だ落らくぶりではないか。

　先だっては何もできないわけがないと、睡蓮に教えてもらったばかりのはずなのに。

（……まあ）

　ならばできるできないは別として、やってみようという姿勢が大事だ。ヒデオはクルマを降り、事故現場の周辺へ向けてそれとなく目を凝こらしてみた。

　む～ぅ。

「……」

　むむ～ぅ。

「………」

　目を凝らすだけでは足りないのかもしれないと思い、軽く手をかざしてみた。

　む～ん。

「…………」

　むむぅ～ん。

「私は霊れいとかそういうのは見たことないから、わからないんだけど」

　かざした手をゆらゆらと揺ゆらすヒデオへ、胡う乱ろんげな表情で千影が言った。

「毒電波でも出してるの？」

「……。誰だれが」

「あなたがよ」

　そのとき通りすがりのクルマの、啞あ然ぜんとするようなドライバーと目が合い、別のファミリーカーのチャイルドシートの子供からは指を指されていることに気付き、ヒデオはそそくさと呪じゆ術じゆつ的な動きを止やめた。

「……どうやら、何もいないようだ」

「そう」

　千影は、胡う散さん臭くさいものを見る目そのもの。

「いや、その。何もいないというか。僕の目には、何も映らないというか」

「へえ」

　今度は明らかにバカにした笑えみであった。

　きっつい女の子だなぁ、とヒデオは思った。ひょっとしたら、何の能力もないことを知っててからかっているような。

　だが、そういうわけではなかったらしい。

「魔ま法ほう、魔人、魔物までは私も知ってるのよ。実際に見てるから。でも、精霊なんて本当にいるのかしらね？」

「……何が。言いたいのか」

「知らないからってバカにされるのも悔くやしいから、呼べるものならちょっと呼んでみてくれる？」

「いや。だから。ここには、何もいないと」

「事故のことはもういいわ。精霊を使えるんでしょ、精霊使いさんは。魔法とどう違ちがうのか、ちょっと見せてもらえないかしら」

　がしょん。千影はヒデオを外に残したまま、クルマのドアをロックしてしまった。

「詐さ欺ぎならこのままここにあなたを置いてくわね」

　……。

「いや、ちょ」

　待て待て待て待て。

　ここから徒歩で帰る？　奥おく多た摩ま登山どころの騒さわぎじゃないだろう、距きよ離り的てきに。しかもここは高速道路であって、歩道という名の歩道もない。そんなところを交通機動隊にでも見み咎とがめられたりしたら、それこそいい歳としして補導されるハメになる。

　歩道だけに！

（誰が……うまいことを言えとッ……）

　いやいや落ち着け。落ち着いていこう。

　こういうときはあれだ。呼ぶ。そう、呼べばいいのだ。

　我が呼びかけに応じよ、ロソ……いや、本体の方を呼んではいけない。

　闇アン理リノアレの方を。

　えー、ノアレさんノアレさん？




〝うふふ。うふふ。うふふふふふふ……〟




（……）

　まあそんなこったろうと思った。ふん、もういい、あんな性格破は綻たん逆ぎやく噴ふん射しや娘むすめは。最初から頼りにしてなかったもんね。そもそも自分には、あの大会で生死を共にした唯ゆい一いつ無二のパートナーがいるのだ。

　ヒデオはウィル子を呼び出すために、携けい帯たい電話を取り出し画面を開いた。




《にほほ。にはは。にほはははははははははははははははは……》




　画面いっぱいにウィル子の笑い声が表示されていた。しかも操作不能。

（……こ……い……つ……ら……はッ……）

　唯一無二のパートナーがそもそも超ちよう愉ゆ快かい型の極ごく悪あく性格破綻ウイルスであることを忘れていた。

　クルマの中の千影は、さめざめとした視線でこちらを見上げている。

「で？」

「……今日は。精霊さんは、お休みらしく……」

「そう、それじゃ仕方ないわね。さようなら」

「待っ」

　エンジンをかけようとする千影に、ヒデオは食い下がろうとした。しかしセルモーターの音ばかりで、エンジンのかかろうとする気配がない。

「……また？」

　千影が訝いぶかしげにイグニションを繰くり返すが、幸か不幸かエンジンはかからない。幸というのはこんなところに一人きりにならずに済んだことで、不幸というのは結局クルマは使えないということだ。

　諦あきらめたように千影がドアロックを解除し、降りてくる。

「さっき、妙みような呪まじないでも掛かけたんじゃないでしょうね」

「……。何を根こん拠きよに」

「そんな目をしているわ」

　ヒデオは俯うつむき、片手で顔を覆おおった。

　ははは。

　はははは。

　あははははははははははは。

「精せい霊れいは信じないくせに、目付きで機械を壊こわせると言うのか君は」

「冗じよう談だんよ。怒おこらないでよ……」

　さしもの千影も、ヒデオの言いしれぬ迫はく力りよくに軽くたじろいだ様子であった。ヒデオは小さく一息つき、尋たずねた。

「しかし……また、とは。来るときは、普ふ通つうに走っていたようだったが」

「あら、よく聞いてたわね。でも大したことじゃないわよ。昨夜、事故直後に来たときも似たような感じになって……まあこの時代のイタリア車なんて、いつどこに不具合が起きても不思議じゃないんだけど」

　千影が車体の後部を見る。ミッドシップカーなので、エンジンは後ろに積んである。彼女の視線を追ったヒデオは、ふと違い和わ感かんを感じた。

「……少し。開けてみてくれないか」

「詳くわしいの？　クルマのこと」

「いや……まあ。とりあえず」

　運転席に潜もぐった千影がレバーを引き、後ろに回り込んでフードパネルを押し上げた。もうもうたる熱気と、ちりちりと冷めゆく金属音。そしてきな臭くさいようなゴムとガスの臭におい。

　そこに、何かいた。
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　一いつ瞬しゆんの幻げん視し。あるいは、熱気による陽炎かげろうと見み間ま違ちがえたのだろうか。公園で見た自然霊と似たような……だが、目を凝こらそうと瞬まばたきした次の瞬間には、わからなくなってしまっていた。

「どう？　何が原因かわかる？」

　何かいたような気がした。

　そして今、違和感はもうなかった。

「ひょっとしたら」

「なに？」

「もう、かかるかも知れない」

「へえ」

　また何か小こ馬ば鹿かにするような微び笑しようを浮うかべられるも……運転席に戻もどった千影がキーを捻ひねると、今度は神霊班を出発したとき同様、一発で始動した。

　何とも含ふくみのある笑え顔がおで彼女は言う。

「……自作自演？」

「目付きだけで機械が直るのなら整備士などいるものかッ」

「冗談よ」

　笑い、千影はこいこいと指招き。どうやら、乗ってもいいらしい。

　またロックされないうちにとヒデオが助手席に着くと、千影は千影で、またエンジンが止まらないうちにとすぐに走らせ始めた。

「冗談は抜ぬきにして……何かわかったの？」

「いや……はっきりと、ではないにしろ。自然霊のようなものが、いた気がした」

「自然霊？　ふぅん、霊ね……私の友達にも、そういうのが見えるって子がいるけど」

　千影はまだ納なつ得とくし切れていない様子だった。

　ドクターがウィル子のような精霊は珍めずらしいと言っていたが、魔ま法ほうや何かを当たり前のように言う彼女のような者たちにとっても……そこまで常識的なものではないのだろうか？

「……霊的な存在というものは、その……一いつ般ぱん的ではないのだろうか」

「じゃああなた、宇宙人が本当にいるって言われたら信じるの？」

　うん。言いたいことはわかる。すごくよくわかる。それに対する自分の回答がどうかは別として。

　早い話、魔法、魔物、魔人……といったものを現実と捉とらえている者からしても、精霊とはさらに異質な存在なのだろう。自分の場合はそもそものきっかけがウィル子という精霊だったから、そっちの方を常識的に捉えてしまっているけれど。

　そのとき、千影の制服のポケットで携けい帯たい電話が鳴った。

「出て」

「出……」

　着信画面も見ない千影から、有う無むを言わさず手て渡わたされてしまう。

「運転中だから。それとも運転代わってくれる？」

　もちろん、運転中の携帯電話より、運転中のドライバーチェンジの方がもっと無茶だ。

　着信には『頸城敬けい志し』と出ている。

　名字が読めないが、下の名前はどう見ても男だろう。彼氏とかだったらちょっとまずくないですか。修しゆ羅ら場ばになっちゃうんじゃないですか。知りませんよ？

「出て」

　着信音がうるさいとでも言うように、軽く睨にらまれてしまう。やむなくヒデオはボタンを押して、緊きん張ちように重い気持ちで耳に当てた。

《お疲つかれ様さまです、頸城です。桃条さん、いま少し話せるかな？》

　聞こえてきたのはなんとも相好の良さそうな、人好きのするイケメンボイス。

「あ。いえ……その」

《？　あれ、間違い電話……ではないですよね。桃条さんの彼氏さんですか？》

　なんか、向こうも同じ勘かん違ちがいを。

　だがまあ、これで向こうも彼氏ではないことがはっきりした。

「いえ、桃条さんは運転中で。僕が、代わりに」

《そうですか。では昨夜の件で少しわかったことがあると……》

「誰だれ？　頸城？　だったら用件を聞いておいて」

　もう面めん倒どうなので、ヒデオは携帯を千影の耳に当ててやった。

「もしもし、私。……ええ。彼よ、昨日言ってた心当たりのエキスパート。今また現場を回ってきたところ……そう。結局私じゃわからないから、彼に伝えてくれる？」

　そして千影から視線を受ける。

　どうやら、また自分が出なければいけないらしい。

「……もしもし」

《お忙いそがしいところすみませんね。不ふ機き嫌げんそうな声だったので、てっきりデートのお邪じや魔まをしたのかと》

「いえ。決して、そういうわけでは」

　……目付きだけじゃなくて発声も練習した方がいいのかな。

《それはよかった。そちらがどういう切り口から捜そう査さされているのかはわかりませんが、まあ何かの手がかりになるかも知れません。警察からの発表と思って聞いてください》

　ということは警察関係者？

《まず一点。あの場所での事故は、これが初めてというわけでもなさそうです。位置的には多少前後しますが、過去に数件、やはり同じようなスポーツカーがあの付近で事故を起こしています。その手の若者たちの間では、ちょっとした噂うわさになっているようです》

「……なるほど」

《ええ。二点目、その若者たちの話では、事故はドライバーのミスではなく、突とつ然ぜんのマシントラブルによるものだそうです。もっとも、引き上げた事故車を調べてみてもそんな痕こん跡せきは見つからないので、警察としては若気の至りだろうという見解に行き着くわけですが……》

　腕うでによりを掛かけたスピード自じ慢まんの若者たちだ。若さ故ゆえに無茶もするだろうし、自分のミスを認めたくないから噓うそを吐ついている……という考え方は容易にできる。何せ自分も同じ若者だ、気持ちはわかる。

《……まあ、それだけなんですが。昨夜、桃条さんのスポーツカーも少し調子が悪かったようなので、もしかしたらと思いましてね》

「いえ。大変、参考になりました」

《そうですか。それはよかった。ですが……》

「？」

《本気ですか？　今の僕の話で参考になると？　まさか横断道路に幽ゆう霊れいでも取り憑ついていて、通ったスポーツカーの調子を悪くしているとでも言うつもりですか？》

　なんかカチンとくる……会ったこともないのにその表情まで目に浮うかびそうな、嫌いやみな言い方に聞こえた。

「では、それ以外に。どんな可能性があると」

《さあ。生あい憎にくこちらはどんな可能性であろうと、科学的に証明できないことには何の意味もないもので。それともありますか？　それを証明する方法》

　何とか言い返そうと、得られた情報を整理するうち……ヒデオはある一つの可能性に思い至る。

「火のないところに、煙けむりは立たない……」

《それが何か？》

「いえ。煙が立っているという噂から、本当に火種が起こることがあります」

　本当のところはどうか、わかりようもないが……仮に、最初の事故は偶ぐう然ぜんだったとしても。あるいは本当にただの運転ミスだったとしても、その話を聞いた誰かが噂にしたとしたら。そしてそれを、他ほかの誰かが信じてしまったとしたら。

　信じる気持ちが精霊の源であるのなら、何もいなかったはずが、そういう悪い方向の存在を生み出してしまった可能性もありはしないか？

「はぁい、ご名答～」

　ノアレだった。

　いつの間にか、ヒデオの膝ひざの上に座っていた。

「……ちょっと。どこから入ってきたのよ」

「どこでもいいのよ、私は。それよりさっきの現場に戻もどってくれる、千影ちゃん？」

　千影も驚おどろいてはいるのだろうが、運転中なのでそこまで大おお袈げ裟さにも驚けない様子。

《もしもし？》

「ああ、すみません。どうやら、解決の糸口が見つかったようなので。ありがとうございました」

《それはすごい。では頑がん張ばってください。失礼します》

「どうも」

　なんとも奇き妙みような雰ふん囲い気きの男だったが……今はそれを考えても仕方ない。携けい帯たいを千影へと返すが、千影は携帯より、頸城との会話の内容より、ヒデオの膝にだっこされるようなノアレを胡う乱ろんげに見ていた。

「ねえ。誰だれよ、その子」

「ヒデオの欲よく望ぼうと願望がそのまま具現化したゴスロリの妖よう精せい、闇理ノアレですっ♪」

　キラッ☆

「違ちがっ」

　ヒデオが言ったときには、千影は冷たい目をしていた。

「そう。へえ、病気なのね。どう見ても小学生くらいじゃない。末期ね」

　末期と言うな。

「精霊は信じないくせに、精霊の言うことは信じるというのか」

「それもそうね」

　千影は失しつ笑しようがてら、小さく肩かたをすくめてみせる。

「で、この子が精霊？　妖精って名乗ったみたいだけど」

「……。いや。それは。まあ。一応」

「どうして自信なさげなのよ……」

　メガフロント上のインターで降りた千影が、そのままもと来た羽田方面へと取って返す。

「まあいいけど。現場に戻ってどうするの？」

「睡蓮がいないから、私が見せてあげるわ」

「何を？」

　千影の問いにノアレは、はぐらかし、焦じらすような弾はずんだ声で答えた。

「さあ、何かしら。ヒデオはなんて呼べばいいと思う？　あんな霊は今まで、この世界にはいなかったものね」

「新しい……霊、なのか」

「そうよ。まるでウジか何かね。一体どこから湧わいてくるのかしら。うふふ」

　ひどい言葉の内容にもかかわらず、ノアレは年相応の純真無む垢くな少女の笑え顔がおで笑っていた。




　　　　⑤




「反対車線だけど、いいのかしら？」

「構わないわよ、ここで」

　そうしてまた待たい避ひ所じよへ。

「相変わらずマスターの読みは鋭するどいのですよー」

　クルマを降りると、ウィル子も再び現れた。

「さっきの頸城という男が言っていた掲けい示じ板ばんをチェックしてきましたが、その話、半ば都市伝説化してきているようです。オカルト系の掲示板にも、ちらほら話題が見えるのですよー」

　もう慣れたように千影が言った。

「今度は誰よ」

「マスターの欲望と願望から生み出された電脳アイドル妖精、ウィル子なのですっ♪」

　キラッ☆

「へえ。どう見ても中学生くらいじゃない。で、なに？　ごマ主ス人タ様ー？　末期というか、もう死んだら？」

　なんかもう、それでもいいのかもしれない。

　目の前の高速道路と後ろの東京湾わんと、飛び込むならどっちかな。やっぱり東京湾かな。そしていつかおいしい江え戸ど前まえに生まれ変わって……。

「冗じよう談だんよ」

「冗談に、聞こえなかったのですが」

「それはきっと、ヒデオの心にやましい部分があるからよね」

「そうですマスター、さあウィル子たちと一いつ緒しよに健全な心を育はぐくんでいきましょう」

　オマエらが。

　オマエらがっ……！

　……畜ちく生しよう。
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「コントはもういいから。それで妖精使いさんは、何をどうしようっていうのかしら？」

　さりげなく精せい霊れい使いから妖精使いに格下げされてるし。

　えーと……。

　ヒデオはとりあえずノアレを見た。

「そんな情けない顔しなくても、ここまで来て投げっぱなしにはしないわよ。ちょっとビックリするかもしれないけど、いい？」

　そう前置きすると、ノアレがパチンと指を鳴らした。

「「っ!?」」

　指の音と同時、バシン、と脳のう裏りに凄すさまじい衝しよう撃げきが走った。まるで頭の中身をすげ替かえられるような。

　少しして、ヒデオと千影はよろめきながらも、恐おそる恐る目を開ける。何が起きたのか……映る景色は、先ほどとあまり差異はないような気がするが……。

「……これって……もしかして、隔かく離り世よ……？」

　千影の呟つぶやきに、ノアレが答える。

「はい、ご名答～。と言っても、あなたのお仲間の子が見ているような、ごく浅い部分よ」

「ふぅん……そう。でも何となくわかったわ。どうやら本当にただ者じゃないみたいね、あなた」

　ノアレを評する千影の言葉もさておき、ヒデオはいつまでも目眩めまいの続いているような、微かすかに青みがかったその世界を見み渡わたす。

　車の通り過ぎる様子も、見える景色も変わりはないのに、何やら一枚、薄うすいフィルムを通したように、それらの景色が微かに青みがかって見える。にもかかわらず、自分の手や、千影や、ノアレや、ウィル子の姿は普ふ通つうに見えているのだから混乱する。

「あ～……マスター、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まあ……なんとか。だが、一体。何が」

　冷や汗あせをぬぐいながらヒデオが聞くと、ノアレが答えた。

「ここは人間たちが隔離世と名付けた平行世界。あなたたちが暮らしている世界の一枚裏側、主に雑霊の住まう階層ね。睡蓮が法で照らし出すことで、あなたに見せていた世界だけど……私は見せるんじゃなくて、直接こっちの世界に叩たたき込んであげたわけ」

　じゃあ今の衝撃は、世界をジャンプしたことによるものか。壁かべを突つき抜ぬけた際か、着地に際してのかはともかく。

「ふふ。本当に勘かんは鋭するどいのねぇ、ヒデオは。でも、今の問題はそんなことより……」

　ノアレが妖あやしく両りよう腕うでを広げて見せた。

「ほら、見えるでしょ？」

「ッ……!?」

　気付いたのは千影が早かった。

「これは……トンネル、じゃないみたいだけど……」

　ノアレが両腕いっぱいに示すものの正体に……少し遅おくれて、ヒデオも気付く。高速道路の奥に向けて、出口に向けて視線をやって、トンネルという言葉の意味にようやく思い至る。

　個体と呼ぶにはあまりに巨きよ大だいな……薄い薄いもやのようなモノが、高速道路の全体を、何かの粘ねん膜まくのようにふわふわと覆おおっている。言うなれば自分たちは、その得体の知れないモノの中におり、クルマというクルマはすべからくその何かの中を、トンネルでもくぐるように行き過ぎているのだ。

「うはー。これはまた、なんともグロいのですよー」

　気付いてしまえば、そんなウィル子の言葉も言い得て妙みようで、一方でその脳天気な声が救いだった。まるで、何かのはらわたか、薄皮だけのイモムシの中にでもいるような気分だ。

　千影が険しい表情を見せていた。

「つまり、これが事故の原因なわけ？」

「さあ、どうかしらねぇ？　本当にただのスピードの出し過ぎだったかもしれないし、ただの未熟な運転技術のせいだったかもわからないわね。ただ……」

　とそこで一いつ拍ぱく。

「ヒデオがそのクルマのエンジンを見たときに気付いたのは、コレ」

「……？　だが、しかし……あれは。もっと、ずっと小さかった気が」

「何かの拍ひよう子しに、一部分があっちの世界に漏もれ出したのよ。何の拍子かはわからないけどね」

　一息した千影が、痺しびれを切らしたように髪かみを搔かき上げる。

「あなたの言い方、さっきからまるで要領を得ないわ」

「あら、それを得るのはあなたたちの仕事でしょ？　毒か薬か、良きか悪あしきか、祓はらうべきか祓わざるべきか。言うなれば、これはカミか悪あく霊りようか……いつだって、決めてきたのは人の子あなたたちでしょ？」

（……）

　ヒデオは口くち籠ごもる。

　ノアレの言葉が、とても重い問いかけのような気がしたからだ。言い換かえれば、この世の全すべては人間本意なのだと、エゴを説かれているような気がした。

「……で。どうするの？」

　千影がヒデオに問う。

「私はこんなの初めてだし、どうすればいいかなんて見当も付かないわ」

（……）

　それを言ったら自分だって初めてで、見当の付けようもない。ヒデオがウィル子へ視線を移すと、彼女も肩かたをすくめるだけ。

「まあ、見てくれのいいものではないですが……お人ひと好よしなマスターの性格から言って、それだけでむやみやたらと倒たおしたり、やっつけたりというのが柄がらではないのはわかります」

　うん。まあ。ジャバンくらい割り切った正義があれば、スパッとやっつけてしまえるのだろうけれど、自分にはそこまで確固とした根っこもない。

「さあヒデオ、どうしようかしら？　これは契けい約やくの範はん囲い内。あなたがやれと言うなら私はやるし、やらないと言うならこのまま元の世界に帰るけど」

「なら……少し、待って欲しい」

　科学捜そう査さや証しよう拠この通じる世界ではない。過去の事件が、この何かが関連していたという証拠は、きっとどこからも出てこないだろう。だからと言って、まさか次の事故が起きるまで、ずっと隔かく離り世よで見張っているわけにもいくまい。猛もうスピードでクルマの行き交かう中での出来事なのだ、何かが起きてからでは遅おそすぎる……。

　だから自分の判断で、今の自分にできることだけを考える。

　ヒデオは懐ふところから、睡蓮からもらった串くしを取り出し、それに同じく紙し垂でを挟はさんだ。あれ以来、仕事中には持ち歩いているものだ。結局、自分にできることはこれだけだから。

「おお……マスターがいつの間にかそんなスキルを」

「今度は毒電波じゃないでしょうね」

　逆に、毒電波って何だと聞きたい。

　ヒデオは公園でそうしたときのように、ほこりを払はらうようにさっさっと振ふってみた。果たしてこんな巨大な、本当に霊れいかどうかもわからぬモノにどう作用するものか。しかしこれでだめなら、大人しく睡蓮に相談しようと心に決めて……だめで元々。諦あきらめ半分にさっさっと。悪いものなら、どうか綺き麗れいになってくれと願いを込める。




　ぽんっ。




「「「……」」」

　まるでシャボン玉でも弾はじけるように、高速道路を覆っていた何かが一いつ斉せいに弾け飛んだ。そして風に流されるように、メガフロントの方へと。やがて虚こ空くうに溶とけ、消えていった。

「なっ……何という盛り上がりのなさっ！　さすがマスター、空気を読みませんでしたね!?」

「大だい丈じよう夫ぶなの？　今度はメガフロントで事故が起きたりしないの？」

「あ～あ、私知～らないっと」

　え？　エ？　え？

「い……いや。しかし。僕は、別に。そういう、つもりでは」

「あ～、そうなると今のこれは業務上過失になるのでしょうか。未必の故意よりはいいと思いますが、マスターの憧あこがれてた社会人ぽい響ひびきではありますね、業務上過失」

　ウィル子に続き千影も言う。

「過失でも故意でも、警察の手の出せる案件じゃないからいいんじゃない？　まあ、そんな得体の知れないモノに、結果がどうなるかもわからず安易に手を出したのは……エキスパートとしてどうなのか、わからないけど」

　いやいやいや。

「元はと、言えばだ。君が、留守番の僕を連れ出したからであり」

「私は確かく認にんしてくれって言っただけで、解決して欲しいなんて一言も言ってないわよ」

　……あ、あれ？　確かに……。

　じゃあノアレもこの隔離世とかいうのに連れてきただけで、いいか悪いか決めろって言っただけで、やるやらないの判断もこっちに委ねていたわけで……。

「私に任せてくれれば、綺麗さっぱり後あと腐くされなく取り込んであげたのに。あんなにおっきなの、どこにどれだけの範囲で散らばったのかしらぁ♪」

　パチン、ノアレが再び指を鳴らして、元の世界の元の場所にと戻もどってくる。

　たとえばバイオハザードでは、現場の浄じよう化かもさておき、感かん染せんの拡大を防ぐことが何よりの急務とされている。

（……もしや）

　自分は、一番やってはいけないことをやってしまったのか……？

「はいはい、冗じよう談だんよヒデオ」

　頭を抱かかえそうになりながら、ノアレの方を見た。

「そこまで心配するなら、可哀かわい想そうだから教えてあげるわ。隔離世で見たあの姿は、ありのままの姿。どこにも逃にげも隠かくれられもしない、あそこで見た通りに、あれは何にでもなくなったのよ」

「ノアレ、闇やみ属性のくせにタネ明かしが早すぎるのですよー」

「あなたも神のクセに大たい概がいね。私は闇ではあっても極ごく悪あくではないの。元パートナーでしょ？　もっといじめた方が良かったの？」

「当たり前ではないですか」

「そこまでキッパリ言い切られると、……それもそうよね……」

　もういいお前ら勘かん弁べんしてください。

　これ以上この二人に話し合わせると、さらにとんでもないことになりそうだったので、ヒデオは即そく座ざに口を挟んだ。

「では……結局、あれは。なんだったのかと」

「え？　そんなの知らないわよ。調べる前にヒデオが消しちゃったんじゃないの」

　千影がそれを引き取って続ける。

「事故との関連性も、結局はうやむやのままよね。あれが原因だったとしても、なぜスポーツカーばかり不具合を起こしたのか、とか。そもそもなぜここにいたのか……とか」

　ウィル子が言った。

「しかしです、魔ま法ほうや霊といった科学的捜そう査さの及およばない観点からのアプローチでは、可能性はあれ以外になかったのですから……それでも事故が起きるのならば、それはもう神霊班の仕事ではないのでは？」

　確かに科学的な話で証明できるのであれば、それはもうごくごく普ふ通つうに警察の仕事であろう。

「結局、ね、ヒデオ」

　ノアレがまとめた。

「これはもうあなたが片付けてしまったこと。過ぎたことをくよくよ考えていても仕方がないわ。やろうとやるまいと、過ぎてしまった過去であれば、それはもうあなたの一部なの。それに、留守番ってときに未来のことをあれだけ悩なやんでいたあなたが、過去のことをこれだけ悩んでいるのもおかしな話だと思わない？」

　それもそうか、とヒデオは前向きに考え直す。

　う～ん……。でもノアレたちがあれこれ言わずに「やったねおめでとう」とだけ言ってくれれば、それだけで悩む必要なんてなかった気がするのだが……はてさて。

「……？　あのトラック……」

　千影が不意に、向こうの車線を目で追った。

「何か」

「さっきもここを通った気がしたのよね」

　どのトラックだ。よく見てなかった。

「あ～、そのようですね。今日だけで羽田からメガフロントまでを五往復もしています。オートライングループ、関かん式しき事業部所有の車両ですね」

　すらすらと述べるウィル子に、千影が目を丸めた。

「……あなた、そんなことがわかるの？」

「電子の妖よう精せいなので。Ｔシステムへのハッキング、データの閲えつ覧らんとその漏ろう洩えいくらいはお手の物なのですよー」

　漏洩はいらない、漏洩は。ハッキングも本当はよくないのだが……まあ、神さまが勝手にやったことだし、いいのか。

「ちなみに千影のこのフェラーリは昨夜、環かん状じよう外回りと第三京けい浜ひんを爆ばく走そうしてますねー。平均時速……」

「……ちょっと。プライバシーの侵しん害がいよ」

　よほどの巡じゆん航こう速度だったのか、割と真しん剣けんな表情で千影が遮さえぎった。

「にはは、冗談なのですよー。で、千影はそのトラックがどうかしたのですか」

「え……？　いえ……そうね。何か違い和わ感かんがあったんだけど。物流のトラックとは雰ふん囲い気きが違ちがうし、だったら何でそんな頻ひん繁ぱんに通るのか……ってことかしら。まあ、それだけよ。関式事業部のものなら、パーツでも運うん搬ぱんしてたのかしらね」

　それから感心するような千影の視線と笑え顔がおは、そのままヒデオの方へと向けられた。

「でも……そう。すごいのね、この子たち。実は意外と……いえ、本当にすごかったのね、妖精使いさん」

「……」

　何やら認められはしたようだったが、妖精使いは妖精使いのままであった。




　　　　◆




　鳳おおとり重工業関節式機動器事業部所有、特装七号車内。

　その荷台に積まれているのは整備用パーツでも、消しよう耗もう品ひんでも、工具でもなく……高度な観測機械の一式であった。だから乗っている人間も、メカニックではなく白衣をした科学者たちだった。

「これは……だめだな」

「消えたねえ」

「消えたな。範はん囲いとしては過去最大規模の反応だったが」

「振しん動どう自体は微び弱じやくでしたからね」

「もう何日か来てみて、何もないようだったら諦あきらめよう」

「ですね……。副社長には？」

「ま、怒おこるだろうけどねえ……僕たちの責任じゃあないよ」

「じゃあ運転手さんに、もう引き揚あげてもらうように伝えてくれるかい」

「わかりました」

　結局、観測機器のモニターだけを眺ながめていた彼らが、通り過ぎた現場によく目立つフェラーリと、異様に目付きの悪い青年がいたことに気付くことはなかった。

　そして会社から言われただけの、ただの運転手にしてみても、その異様に目付きの悪い男と女子高生と小中学生ほどの少女たちというこの上なく目立つ集団が、まさか荷台の科学者たちのプロジェクトと重要な関係があろうなどとは、夢にも思うはずもなかった。

　これはただ、それだけの話。




　　　　◆




　ヒデオと千影は結局、何が何だかよくわからないままオフィスに戻もどってきた。そのときには、那田と睡蓮もすでに出先から帰ってきていた。

「なるほど、そうかね」

　一部始終を聞き終えた那田だが、取り立てて怒るような様子はなかった。

「まあ、いいのではないかね？」

「いい……のでしょうか」

　なお不安がるヒデオの言葉に、那田は一つ首しゆ肯こうした。

「仮に未知の発見で、得体の知れないモノだったとしよう。データが取れるならそれに越こしたこともないんだが……しかしそこにうちのエースである睡蓮君がいたとして、果たして彼女がその正体を暴あばき、事故との関連性を調べ、データをサンプリングし、後の我々の仕事に役立てるようなことがあると思うかね」

　悪あしき気配。

　ばしゅっ。

　終しゆう了りよう。

（……）

　さすが上司、ものすごい説得力だった。

　現場には出なくても、部下のことは把は握あくしているのだろう。

「ヒデオ。何か悪しきことを考えていましたね」

「いえ。何も」

　睡蓮はそんなヒデオをじと目で見やってから、那田へ向き直った。

「……局長にしても。それではわたくしが無能であるかのような言い方ではありませんか。わたくしはわたくしの中で、きちんと経験を蓄ちく積せきさせているのです」

「ああ、もちろんだとも。たとえばの話だよ。とどのつまり、今のヒデオ君の手に負えるような程度であれば……何をどれだけ調べたところで、睡蓮君の敵でないことだけは確かだろう。ならば結局は、神しん霊れい班はんとしては問題たり得はしないわけだ」

　相当論点がズレていたが、睡蓮はうんうんと一人満足げに頷うなずいていた。

　さすが上司、なだめすかすもお手の物である。

「何か悪しきことを考えましたか、ヒデオ」

「いえ。何も」

　それから千影が言った。

「じゃあ、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶなわけね。勝手に連れ出した手前、多少の責任は感じていたんだけど」

「構いません千影、これはまだ愚ぐ図ずの愚ぐ鈍どんのヒヨッコのピィピィもいいところの新入りです。機会があれば、どんどん経験を積ませてやってください」

　ぺーぺーの下したっ端ぱならわかるが、ピィピィの新入りって。

　那田が鷹おう揚ように頷いた。

「ふむ。確かにヒデオ君にもいい機会だったろうし、それだけ巨きよ大だいな霊であれば、なんらかに変容する前に対処できたのも良かったかもしれない。まあモノが失うせた以上はこれ以上言っても推測の域は出ない。この件はこれで終わりとしよう」

　ひとまず解決ということらしく、ヒデオはほっと胸をなで下ろした。あとは似たような事故が起きなくなれば、晴れて万ばん々ばん歳ざいだ。

　それから思い出したように、千影が尋たずねた。

「ところで、那田さんたちはどこへ行っていたの？」

「……まあ、千影君ならいいだろう。実は少し前に、睡蓮君とヒデオ君が武装集団に襲おそわれたというのでね。警察の知人を訪ねてきたのだよ」

「武装集団？　随ずい分ぶん物々しい言い方ね」

「事実、特とく殊しゆ部隊並の物々しい装備を調ととのえていたそうでね」

　その話はさすがのヒデオも気になった。なにせ襲われた当事者なのだ。

「それで。警察は、何か」

「残念ながら、これからに期待と言ったところだね。ただ問題は、君たちをそうした能力者と知って襲しゆう撃げきしてきたらしいという点だ。そうなると本当の警察では重荷だろう」

　あの傭よう兵へいたちがほむらの姿を見ただけで逃にげ出したように……普ふ通つうの警察官だって、目の前でいきなり魔ま法ほうを使われたりすればお手上げだ。向こうもある程度、魔法や精霊といった世界に通じているような連中……という点だけは留意すべきだろう。傭兵たちはまるで知らなかったようだが、睡蓮を狙ねらったクライアント側がどうかまでは、わからない。となれば、次にどう出てくるかもわからないのだ。

　無論、あれっきりのことなら、それが一番いいのだが……。

「ちわちわー。おつかれさんー。ああ、やっぱり千影ちゃん来てたのかい。下にクルマが停とまってたから」

「こんにちは翔香さん。お邪じや魔ましてるわね」

　私服姿、ロングスカートの翔香が気さくに手を振ふりながらやってきた。珍めずらしそうに那田が言う。

「どうしたのかね長は谷せ部べ君。今日は非番だろう」

「本業の帰りにヒマだったもんで、お茶飲みに来たんですよ」

「郵便局かね。定時にしては……」

「いえ、今日はサテライトの方ですけどね」

　……。

　本業？

「じゃあせっかくだし千影ちゃんも一いつ緒しよにプリン食べようか、プリン」

「『なめら～かとろけ～る焼きぷでぃんぐ』ですね、長谷部先せん輩ぱい！　ただいまわたくしが持って参ります」

　ガッ！　と拳こぶしを握にぎった睡蓮が、意い気き揚よう々ようと給湯室へと踵きびすを返す。有名なお店のものなのか、

「へえ。でもあれって、すごい人気で並ばないと買えないんじゃなかったかしら？」

「いやぁ、それがねぇ。こないだ睡蓮ちゃんがねぇ。そこのテレビで、何とも食べたそうに見てたもんだからねぇ。ここは一つ先輩として、出走までの暇ひまつぶしに……って、どうしたんだいヒデオ君、真っ青な顔して。具合でも悪」

「川村ヒデオぉ───っ!!」

　給湯室の方から直接ライダーキックのようなものが飛んできた。喰くらったヒデオは、机やら椅い子すやら巻き込みながら窓まど際ぎわまで吹ふっ飛んだ。

「……あのさ睡蓮ちゃん。あたしももう大たい概がいのことじゃ驚おどろかないけど、たまには後片付けのことも少し考」

「どうもこうもありません！　今朝まで確かに冷蔵庫にあったはずのぷでぃんぐがなくなり、代わりにこんな書き置きが！」




『川村ヒデオ　ここに食す』




　ノアレかウィル子か知らないが。

　ここに食すって何だ。

　こっちはここに死す寸前だぞ。

「あの……それは。たぶん。ノアレとウィルごぶっ」

「問答無用。そういえば今日は稽けい古こがまだでしたね。さあ道場へ行きますよ。すぐに。今すぐに。そして死ね」

　ひぃ。
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　とっくに動かなくなったようなヒデオを引きずり、睡蓮がオフィスを出て行った。

　千影が呟つぶやく。

「睡蓮は相変わらずね。プリン一つであそこまで怒おこるものかしら」

　室内の惨さん状じようを見回して、翔香は溜ため息いき一つ。

「まあねえ。根の正直な子だからねえ、睡蓮ちゃんは」

「一応言っておくけど、プリンを食べたのはきっと妖よう精せいの女の子たちよ。私が来たとき、誰だれもいないはずなのに二人分のスプーンと容器の空があったから」

「そりゃああたしも、ヒデオ君がそういう人間じゃないってのはわかってるんだけど……妖精？」

「でも病気なのよね」

　千影の何気ない言葉に、デスクの那田が意外そうに顔を上げた。

「……ヒデオ君がかね？」

「ええ。それも末期の。知らなかった？」

　クールな千影が、さも悪戯いたずらっぽく笑って見せる。

　少しすると階下の道場から、ドタンバタンと賑にぎやかな音が聞こえてくるのだった。
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　　　　①




　翔しよう香かと睡すい蓮れんが、珍めずらしく揃そろって用事があるらしく、定時より早く上がったその日。

「それでは、お疲つかれ様さまでした」

「ああ、気を付けて帰りたまえ」

　デスクで一人、書類に向かう那な田たにお辞じ儀ぎを一つ。ヒデオもオフィスを後にした。

　最近ようやく、仕事にも慣れてきた。

　いや、除霊、退魔、お祓はらい、お供え、ｅｔｃ……状じよう況きように応じて型にはまらぬ千変万ばん化かの仕事内容だ。仕事に慣れたというより、今のこの生活が日常となってきた、の方が正しいだろうか。

　街灯に照らされながら歩き、歩き。ヒデオは途と中ちゆうのコンビニで、その日の夜の分のおにぎり、明日の朝の分のサンドイッチと、ドリンク一つを購こう入にゆうする。

　そう。朝早く起き、オフィスに行って睡蓮に殴なぐられ投げられ、雑用をし、事件となれば睡蓮の足としてクルマを駆かり、睡蓮の行うことを見て、しかし身に付くはずもなく。勤務時間が終われば、こうして一人、わずかばかりの糧かてを買って帰るという日常。

　那田がオーナーのアパートは、オフィスがある霞かすみヶが関せきの外れの向こう。徒歩三十分は、ヒキコモリ然とした足あし腰こしを鍛きたえるに丁度いい。

　そして明日は休きゆう暇かである。

　引きこもっていたときはあれほど地じ獄ごくのようだった何もしない日々は、ただ仕事の合間にあるだけで、これほどに待ち遠しい。

　携けい帯たい電話の振しん動どうを受けて、ヒデオは通話に出る。

《よ、ヒデオ。電話、いま大だい丈じよう夫ぶか？》

「……ああ」

　彼の名前は長は谷せ部べ翔しよう希き。副長、長谷部翔香の弟だ。数ヶ月前のとある大会ではライバル同士であったが、今では翔香という共通項こうもでき、お互たがいを認め合う良き友人となっていた。

《明日って予定空いてるか？　暇ひまだったらまた遊びに行こうと思ってさ》

「それなら、別に。明日でも、今夜でも」

《了りよう解かいだ、じゃあまた何か差し入れ持っていくからよろしくな。ああ、それとこの前お前から借りたあのソフトな……》

　他愛のない世間話をしているうちに、アパートはすぐに見えてくる。今時の二十代の誰だれしもが過ごしているだろう、日常。長く自分が求めていた、普ふ通つうという名の生活だ。

《じゃあな、ヒデオ》

「ああ」

　ヒデオはそんな充じゆう実じつした日常を実感しながら、しかし徒歩三十分は遠いし、初めての給料も出たし、明日あたり翔希と自転車でも物色しに行こうかと算段しながらアパートへ帰り着く。

（……）

　鍵かぎを差し込み、回すが、ガチャリという手て応ごたえがない。さては出で掛がけに閉め忘れたかとドアを開けると、廊ろう下かの向こうに部屋の明かりが点ついている。それと女たちの話し声。玄げん関かんには見知らぬ履はき物ものが三つ。赤い鼻はな緒おの草履ぞうりと、黒いパンプス、チョコ色のローファー。全すべて女物。

　まあ草履は睡蓮のものだろう。東京のど真ん中でそんなものを履いていて、自分の部屋にいるような人物、他ほかに心当たりがない。となればあとはその繫つながりで、残るは翔香と……千ち影かげ？　だろうか。

　だが。

（……。）

　一いつ瞬しゆん、悪お寒かんが走った。

　アパートで。

　ドアの向こうに女三人。

　いつか、どこかでこんなシチュエーションに出会った気がする。かっこよく言えばデジャヴ。悪く言えば気のせいなのかも知れないが。まあいいや、お呼ばれされたわけでもなし、ここは自分の部屋である。

　……お呼ばれ？

　はて。何か引っかかるのだが。

「ああ、ヒデオ君お帰り」

　とは翔香の声。

　短い廊下を歩いて部屋のドアを開けると、案の定、翔香、睡蓮、千影の三人が小さなテーブルを囲んで座していた。

「遅おそい。いつまで待たせるつもりなのですかお前は」

　と睡蓮。

「悪いわね、押しかけちゃって」

　と千影。

「う～ん……ちょっとも驚おどろかないねえ、ヒデオ君は」

　少し拍ひよう子し抜ぬけしたように髪かみを搔かく翔香へ、ヒデオは首を横に振ふった。

「いえ。驚いては、いますが……。しかし、なんでまた」

「ヒデオ君の歓かん迎げい会かいってまだやってなかったからね。普通の会社じゃ研修期間が終わったような時期だし、お給料日ついでに、ささやかながらってことで」

　翔香がテーブル脇わきに置いたスーパーの大きなレジ袋ぶくろから、缶かんビールやらチューハイやらを取り出した。

　睡蓮がやや自じ慢まんげに胸を張る。

「どうですヒデオ。いわゆる、さぷらいずぱーてぃーというものです」

「……なるほど」

　千影が小さく笑った。

「翔香さんから賑にぎやかな方がいいから、って私も呼ばれたんだけど。お邪じや魔まだったかしら」

　いえいえ、とんでもない。

　ヒデオはもう一度、首を横に振った。

「どうぞ、ごゆっくり。どうぞ」

　そうして広げられていくおつまみと、スーパーの定番のお総菜の数々。

「ヒデオ君、お酒はいけるクチかい？」

「はい……まあ」

　よほど好きなのか、にこにこしながら翔香が言う。

「そーかいそーかい、嬉うれしいねえ。実は睡蓮ちゃんの方がたしなむ程度でね。今日は千影ちゃんもいるし、楽しく深酒できそうだねぇ」

　飲むのか。高校の制服姿で。

　ヒデオの視線を受けた千影が、しかしまんざらでもなさそうに言う。

「前も言ったはずよ。あなたより歳とし上うえだって」

　それは聞いたが。

　そこに睡蓮が釘くぎを刺さす。

「これはお前のための宴うたげの席ですが、だからと言って羽目をはずし過ぎないように。多少の無礼講はともかく、親しき仲にも礼れい儀ぎありとの言葉もあります。中には駆かけ付け三さん杯ばいなどと馬ば鹿かなことを……」




　あ。




　思い出した。何となく。先ほど感じたデジャヴ、いやな予感の正体を。

「まあまあ睡蓮ちゃん、細かいことは飲みながらでもいいからね。ほら、ヒデオ君も座って座って」

　翔香が待ち切れぬように睡蓮をなだめ、ヒデオに席を促うながした。

「はいはい、じゃあみんなでグラス持ってね。はいカンパーイ！」

　声高らかに、宴の始まりは告げられた。

（……遅かった……）

　いや、でも、面子メンツはあのときと違ちがう。悪ノリの過ぎる、仲良し同士なレナと大家さんと美み奈な子こではなく。上司と、先せん輩ぱいと、同業者（？）……そこまでハメの外れるいわれがない。状じよう況きようも先客三人がすでに酔よっぱらっていたあのときとは違うし、日本酒でも、テキーラでもなく、たかがビール、たかがチューハイではないか。

　二は十た歳ちを過ぎたいい大人が、ここで上司のすすめを断ってどうする。せっかくの彼女たちの心こころ遣づかい、反動で場は一気に白けるだろう。つまらない奴やつ。お堅かたい奴。付き合いにくい奴。ヒデオ自身が負い目に感じている自分のイメージが、そのまま確固たるものとして職場に定着してしまう。

（……。だが、しかし）

　逆に考えればどうか。これを機会にうまく親しん睦ぼくを深めることができれば……ともすればこんな自分でも、一いつ般ぱん社会での立身出世の道が開けるのではないか？

（これは。そのための、一大契けい機き──）

　という先回と全く同じ安直な思考に陥おちいったヒデオ。

　酒の味も知らなかった昨日今日の若造とは違うのだ。ペースを守れば大だい丈じよう夫ぶ……と、泡あわ立だつ麦のお酒を一息に、喉のどに流し込んだ。




　　　　②




「そうです。つまり、この世界に神はいるのです」

　基本小食、空すきっ腹を抱かかえた状態だったので、一いつ瞬しゆんで回った。

「あー……ヒデオくんはこういう系かー。全っ然顔色変わらないけど、酔ってるよね？」

　胡座あぐらをかいた翔香がヒデオの目の前でひらひら手を振ふるが、何の問題もない。遠くを見み詰つめすぎていて瞳どう孔こうも反応しない感じ。

　軽く頰ほおを上気させた千影が、横座りの格好で小さく笑う。

「へえ。妖よう精せいさんたちといるだけあって、意外と信心深いのかしらね」

「酔う、酔わない。信じる、信じないの問題ではなく。ですから副長、そして千影も。いいですか。かつて僕はパジャマの神の化身となり、ごらんなさい、この世界をきらめく虹にじとなって駆け回ったのです。そのとき出会った彼女こそ電子の神であり、そこに我々はパジャマと電子の融ゆう合ごうという全人類永えい劫ごうの夢を……」

「ふん。何がパジャマのカミ、電子のカミですか」

　綺き麗れいに背筋を伸のばした正座のままの睡蓮が、さも下らなそうに鼻を鳴らす。

「お前のような者を無む知ち蒙もう昧まいと言うのです」

「黙だまれ。横文字をなんでもひらがなっぽく発音する君に何が理解できる」

「なっ……!!」

　指導鞭べん撻たつしてやっている立場の者に向かってこの言い分。予想だにしない反はん撃げき、飼い犬に手を嚙かまれたも同然のショックに、睡蓮は箸はしに摘つまんだマグロをぽたりと取り落とした。

　丸っきり人の話を聞いていないようで、どうでもいいところで妙みように鋭するどく反応するのが酔ったヒデオの怖こわいところ。

「インターネットのイの字も知らない君に、電子の何が理解できる……と、言ったのだ」

　睡蓮が、バン、とその場に箸を叩たたき付けた。

「ふ、ふん、愚おろか者ものめ！　くりっく！　どらっぐ！　どろっぷさえできれば、いんたーねっつなどどうとでもなります！」

「だが初心者は、ホイールクリックをあまり使わない」

　ホイール。回すもの、回るものということぐらい睡蓮にだってわかっていた。自動車のホイールはタイヤと一いつ緒しよに回る。アルミホイルだって引き出した分だけ、中の筒つつはぐるぐる回る。

　だが……クリックとは、カチリと鳴らすの意と見付けたり。

　となればそれが意味するところはただ一つ。

「まっ……まさか!?　お、押せるというのですか、あの真ん中のころころを!?　いえ、世よ迷まい言ごとです……！」

　睡蓮は、キッと翔香を向いた。

「長谷部先輩からも、この男に何とか言ってやってください！」

「いや……何を？」

「もう結構です、長谷部先輩といえども所しよ詮せんは傍ぼう流りゆう、長谷部家の者！　そういうことでしょう！」

「あー、うん、反論はしないけど……」

　睡蓮は、キッと千影を向いた。

「千影っ！」

「できるわよ、クリック」

「裏切り者っ!!」

　がん、とテーブルを叩いた睡蓮。頭に血が上ったことでアルコールも一気に回ったのだろう。摑つかんだグラスを、自や棄け酒ざけのように一息に飲み干していく。

　あー、なんだか面おも白しろいなー、とか思いながらマイペースで自分の酌しやくを進める翔香。

「睡蓮ちゃんも相当酔よってきてるね」

「酔ってなどおりません！」

　そこへ言ったのがヒデオだった。

「酔っ払ぱらいは。みんな、そう言うのだ」

「ではお前はどうなのれすか！」

「酔うも何も」

　ヒデオはまたグラスを一口、静かにその場に置いた。

「僕には、酒を飲んだ記き憶おくなどこれっぽっちもない」

「ならばお前のその手にヒック、持っているのは何れすか！」

「グラスと酒の区別も付かないのか」

「むきーっ！」

　実力行使に移ろうとした睡蓮は立ち上がり。

　フローリングに足た袋びが滑すべって、すてーん！　とクックロビン音おん頭どのフィニッシュを決めるように豪ごう快かいにすっ転んだ。

「ちょっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　千影はカクテルの缶かんに口を付けたまま、眉まゆをひそめて瞬まばたき一つ。

「らいじょうふれす」

　睡蓮は床ゆかに突つっ伏ぷしたまま、目付きだけは普ふ段だんと変わらぬ鋭さで、完全にろれつが回らなくなっていた。




　　　　◆




　起き上がりはしないが、寝ね入いろうともしないまま、巫み女こが床に倒たおれている。

「今までそんなに酔わせたことなかったけど、睡蓮ちゃんはこういう系かー。うんうん」

　翔香もそれなりに回っているのか、そんなどうでもいいことに深々と一人納なつ得とくしている。

　千影は千影で、酔うほどに目付きの真しん剣けんさを増すヒデオをからかい、遊んでいた。

「へぇ、じゃああなたはこう言うのね？　宇宙人も存在するって」

「だが大銀河の架かけ橋はしとなった僕に向かって、その愚ぐ問もんはいかがなものだろうか。彼らは量子コンピューターを積んだ母船を駆かり、この地球上のありとあらゆる火器を無効化するバリアーを所持し、全すべてを原子分解する光線銃じゆうを用い……そして、いいか、彼らは僕たちがこうしている今もどこかで段ボール箱に身を潜ひそめ、地球人類を観察しているという事実を忘れてはならない。……否いな。否、それは火星から訪おとずれた……」

「そう、火星人もいるのね。じゃあ金星人は？　グレイ型の宇宙人とどう違ちがうの？」

「肌はだの色や、言葉の違い、国境や、どの星に住んでいるかなど……取るに足らない些さ細さいな問題なのだ。大切なのは、そう、平和を愛する心。我々はパジャマ神の下もとに心を一つにし、そのたゆまぬ信しん仰こう心に、どの星系に住まうかなどは問題ではなく、ひいては全ての[image: ぱい]ぱいを我が手に……」

「……あしきけはい」

　赤ら顔で、眠ねむたそうな半開きの目でやおら立ち上がった睡蓮が、ていや、と部屋の収納を全開にした。

「かわむらふぃれお」

「神の名を。そんなバーガー屋のメニューの如ごとく呼ぶとは、神職にあるまじきけしからん。いいか睡蓮、君も、些細なことで、殴なぐる、投げ飛ばす、射い貫ぬく等の暴行を即そく時じに加えるのではなく。正義と、愛と、世界平和のために……」

　収納の中から引っ張り出したパソコンソフトをまじまじと見み詰つめていた睡蓮が、やおら叫さけんだ。

「えろくてんかとういつっ!!」




　ブゴフォッ!!




[image: ]

　飲んでる最中に噴ふいたヒデオは、グラスの中身を全て顔に被かぶった。

「げふ、ごふ、ごほ、ごっほ……っ」

「えろくてんかとういつ！」

　酔っ払った睡蓮が言葉を覚えたての幼子のように、意味もわからずそんな言葉を連呼する。

　それまで虹にじ色いろの天の川を輝かがやける十六色の超ちよう常じよう的存在となって駆け回っていたヒデオの意識は、急激に現実に引き戻もどされた。

　早い話、酔いが吹ふっ飛んだ。

　確かに収納には、マンガやらゲームソフトやらを放ほうり込んでいたが……まさかピンポイントにソフ倫りんシール付きのものを持ち出してくるとは、この巫女の目はどうなっている。

「「……？」」

　収納に向かったままの睡蓮の唐とう突とつな言動に、他ほかの二人はきょとんとしている。そう、睡蓮はまだ背を向けている。だから彼女が手にしているものの正体には気付いていない。その真実には、未いまだ至っていない。

　ならばまだ勝機はある。

（落ち着け……考えろ……）

　そう、勝ちを見み据すえるのだ。

　あの大会以来のフルスピードでヒデオの頭脳が高速回転し始める。もちろん、酔よいが醒さめたと言ってもアルコールが抜ぬけたわけではないので、その回かい転てん軸じくは幾いく分ぶんずれてはいるが……恐おそらくはそれを見付けた睡蓮自身も、相当に意識がぶっ飛んでいて、自分が何を手にしたか理解していないのだ。翌朝になったら頭が痛くて何も覚えていない……そういう黄金パターン。だから、睡蓮さえ今のうちに押さえられればあとはなんの問題もない。

　ヒデオはごく自然な振ふる舞まいで立ち上がり、睡蓮の背後へ。

「名な護ご屋や河かわ先せん輩ぱい」

「おろかもの！　われこそはなごやかわけらいよんじゅふよんらいとうらい、なごやかわすいれんっ！」

　びたーん、と片手一本で投げ飛ばされた。

「それがおまえをふぉろろすもののならっ！」

「……」

「……ひっく」

（……。）

　よくわからないが、とりあえず相当酔っ払ぱらってはいるらしい。投げ飛ばされるだけならもはや慣れた茶さ飯はん事じなので、ヒデオは何事もなかったように起き上がった。

「名護屋河家第四十四代当代、名護屋河睡蓮先輩」

「なんれす、かわむらふぃれおこうふぁい」

「先輩は、ほんの少しばかり酔っているようなので、少し夜風でも浴びてきてはいかがかと」

　ヒデオはごく自然な動作で睡蓮の手からソフトを取り上げ、呼吸をするような自然さで元の場所に戻す。

「……む。たしかに、じぶんれもきづかぬふちに、ほんのすこしらけよっぱらっているのれしょうか。……いやない」

「そこで反語表現が出てくるのが、気持ち、ほんのちょっとだけ酔っている証しよう拠こです」

　ささ、どうぞどうぞ、とヒデオは睡蓮を玄げん関かんの方へ促うながしていく。

「えろくてんかとういつも、せかいへいわのためにひつようなのれすか」

「今のこの平和な日本があるのは一体なぜでしょうか。それは古く室むろ町まち時代に応おう仁にんの乱より始まったとされる天下国家の秩ちつ序じよの乱れ、来きたる戦国時代を徳とく川がわ家いえ康やす公が天下統一によってまとめ上げたからに他なりません」

「む。いえやすこうこそ、きんらいにっぽんのしそ。にっこうをみずしてけっこうといってはならぬのれすよ、かわむらふぃれを」

「もちろんです。そしてごきげんよう、ナゴヤカワセンパイ」

　ばたん。

　とりあえず睡蓮を外、アパートの通路へ締しめ出し、ヒデオは深く安あん堵どの吐と息いきをついた。

　これで、ちょっぴり根暗だが清く正しく平和を愛する真ま面じ目めな社会人という自分のイメージは守られた。

（エ○ゲなんてなかった）

　そんな悪あしきものはニートやヒッキーが嗜し好こうしていればいいだけの話であり、公僕として国民に全すべてを捧ささげた国家公務員たる自分には必要のないもの。もう、昔の自分とは違ちがうのだ。

　そしてヒデオは平静を装よそおって部屋に戻る。

　と。

（……っ）

　寸分違たがわぬ位置で、寸分違わぬ表情で酒を飲み続けている翔香と千影。

　寸分違わぬ位置に積まれたビールとチューハイの空あき缶かん。

　寸分違わぬはずの自分の部屋なのに……。




　見覚えのあるエ○ゲが数本。

　これ見よがしにテーブルの中央に積み重ねられているっ──！




「……」

「……」

「……」

　新手の何とか使いから遠えん距きよ離り型の何とか攻こう撃げきでも受けた気分だった。まだ酔いが残っているのか自分でも何を言っているかわからないが、とりあえずそんな感じの恐ろしさの片へん鱗りんを味わい、ヒデオは背中に冷や汗あせを流す。

（……いったい……）

　それら素す敵てきソフトは、全て収納の奥にしまってあったはずのものだ。

　そして自分が睡蓮を連れて退室していた時間は、わずかに一分ほど。素敵ソフトがひとりでに歩き出し、テーブルの上に鎮ちん座ざましまするにはあまりに短い時間だ。となれば、これは悪意ある何者かの手によるものと考えた方がいい。

　だが、睡蓮を表へ連れ出している間、話し声はしなかった。不自然な物音も聞こえなかった。

　ならばこれはプロの犯行だ。

　それも睡蓮のように直接他ひ人と様をいたぶり、傷付けるのではなく……じわじわと真綿で締め付けるように、精神面からダメージを与あたえることによってしか悦えつ楽らくを得ることのできない真性の……プロのトレジャーハンターの仕し業わざに相そう違いない！

（ノアレか……？）

　否いな。彼女は楽しい様を眺ながめるだけの観測者、彼女自身がこうした直接的なアクションを起こすことは考えにくい。

〝そうね〟

　そうでしょう。

（ならばウィル子か……？）

　否、超ちよう愉ゆ快かい型の彼女ならば、こんなこそこそと隠かくれるような真ま似ねはしない。その気であれば、むしろすでに姿を現して積極的に暴あばき立てる方に回り、自分中心の騒そう動どうを起こしているはず……。

〝そうね、ウィル子は今日はこっちに来てないわね〟

　そうでしょう？

（ならば……）

　犯人はこの中にいる、ということだ。

「……」

「……」

　宮く内ない庁ちよう神しん霊れい班副長、長谷部翔香か。

　それとも……。

「ふふっ……」

　そのとき千影が、グラスを片手にニィっと艶つやっぽい笑え顔がおを見せた。

「どうしたの、妖よう精せい使いさん？　早く座ったら？」

（……こいつ、かっ……！）




　　　　③




〝うふふ、うふふふっ、ああ素敵！　あのクールな千影ちゃんが肉体よりも精神への陵りよう辱じよくを好む真性ドＳだったなんて私もう惚ほれちゃいそう！　制服の上からでもわかるくらいのあの巨きよ乳にゆうに顔を埋うずめてぱふぱふして欲しいわぁ！〟

　大だい丈じよう夫ぶか小学生。

〝あら、私ならやろうと思えばできるわよ。羨うらやましい？〟

　否……これはノアレの精神攻撃。今は集中し、打開策を講じるとき。そのための平静を乱そうという魂こん胆たん。安っぽい挑ちよう発はつだ。

〝はっきり否定しないあたりが素直よね〟

　いいから黙だまっててください。

（さて……）

　こういう場合は、素に戻もどるのが一番の下策。下手に反応しては負けだ。

　生来の鉄面皮を利用し、ヒデオはさも何事もなく、何にも気付かなかったように元の場所に座った。

　だが全くその話題に触ふれないというのもむしろ不自然だ。少なくとも、いずれは気付く必要がある。でなければ、自分はこれら素敵アイテムに対して、負い目や後ろめたさを感じていることの逆説的な証明となってしまう。

　トレジャーハンターの狙ねらいは、その負い目、後ろめたさをえぐり、傷口を広げ、塩とハバネロを塗ぬり込むことにあるのだ。

　だから、まずその傷口を見付けられるようなことがあってはならない。

〝私思うんだけど、こういう素敵アイテムがあること自体、傷口がもう腐ふ敗はいして取り返しの〟

　黙っていてください。

　ともかく話題がそれに移った場合に、取るべき対応は三つ。




１・「い、いったいどこからこんなものが!?」と堂々と開き直り、知らぬ存ぜぬを貫つらぬき通す。

２・「実はこういうゲームや同人誌も意外と面おも白しろいんだぜ！」と堂々と開き直り、ちょっぴりそういうことにも興味のある明るく爽さわやかな好青年であることを主張する。

３・「……」と、国際的超ちようＡ級スナイパーのように開き直り相手の話すがままに任せる。




（……とりあえず）

　３はない。

　今こうしている間も、千影は自ら動こうとはしていない。ともすればこうした裡うちなる葛かつ藤とうさえ見通し、それを楽しんでいるかのようにだ。それに話すがままに任せるということは、いかなる事実もでっち上げられるということ。やはりどこかで口を挟はさむ必要は出てくるだろう。

　となれば。

「……いったい。ど」

「収納の一番奥に隠すように置いてあったわ」

　わずかな思考の時間、沈ちん黙もくが仇あだとなった。ヒデオが対策を練っていたのと同じ時間だけ……正確にはわずか数十秒ほどに過ぎないが……千影もまた、相手の出方を、それに対して言うべき言葉をすでに吟ぎん味みしていたのだ。

「否……。いったい、どうしてそれがここに……と、言おうとしたんだが」

「そうだったの。いったいどこからこんなものが……って、わざとらしく知らぬ存ぜぬを通すのかと思って」

　でもさすがにそれじゃあ苦しいわよねぇ？

　そう言いたげに千影は不敵に微笑ほほえむ。ヒデオは新たに注ついだビールを一口。

　読まれている。確信されている。

「愚おろかな。なぜ、隠かくす必要がある」

「あら、隠してあったんじゃないのね」

　否いな。念を入れて天てん井じよう裏うらに。鍵かぎ付きの引き出しに。そういうものなら隠したと言えるだろうが、これらは全すべてただ放ほうり込んであっただけのはず。

　……これだ！

「……パジャマ神の導きにより、僕がここに引っ越こしてまだ一月ほど。収納に、片付けの済んでいない荷物を収納しておいて何が悪いのかと」

「……ふぅん」

　千影が一度黙した。

　いけるか……？

　いや、大丈夫のはずだ。全ての言葉は真実だ。あの大会で勝ち抜ぬいてきたこの魔ま眼がん、噓うそを噓と見抜けた者はついに誰だれ一人としていなかった。

　その魔眼が、図はからずも堂々たる居住まいを果たしていた。

　自分が後ろめたさを感じていない、つついても反応しない、いじめても面白くないとさえわかれば、自おのずと手を引くに違ちがいない……。

「じゃあそれはそれとして、なぜこんなソフトを持っているわけ？」

　……。

「言っておくが。僕は、エ」

「エロに興味がないならたとえばこのゲーム、コンシューマー版も出ているわよね」

「……まあ。ち」

「ちょっぴり興味あるだけなら、少年誌のお色気コメディでも読んでればいいじゃない」

「…………天」

「天下統一したいなら、コー○ーのゲームで充じゆう分ぶんなんじゃないかしら」

「………………コー○ーのＳＬＧは難」

「今なら無む双そうエンパでより手軽に爽そう快かいに天下統一できるはずよ」

　……やばい。

「……。君。実はゲーマーか」

「さあ、どうかしら。ご想像にお任せするわ」

　運転しか趣しゆ味みがないとか言ってたくせに。

　狙い澄すましたかのようなカウンターアタックの連続に、ヒデオは見えぬ場所にどっと冷や汗あせをかいていた。

　この女子高生、並ではない。いや、自分より歳とし上うえという時点でまともな高校生ではないのだが……世界中の猛も者さが集まったあの大会ですら、こうした会話の段階で切り返してきた対戦者がどれだけいただろうか。いや、皆かい無むだったはずだ。

（っ……、だが……）

　いよいよ窮きゆう状じように沈黙し、グラスを呷あおれどもなお沈黙を守るヒデオの姿に、勝利を確信したかのように千影が冷れい笑しようする。

「ふふっ」

「……何が、おかしい」

「暗あん黒こく神しんを撃げき退たいした未来視の魔眼？　史上最強の精せい霊れい使い？　それが清く正しい国家公務員だなんて……そんな完かん璧ぺき超人、この世界にいるはずがないわ。いいえ、いることは許されないのよ、川かわ村むらヒデオ」

　それまでイカゲソを咥くわえたままモグモグと、ことの成り行きを見守っていた翔香が口を開いた。

「えーと……つまり……どうなるんだい？」

「もうわかってるんでしょ翔香さんも。宮く内ない庁ちよう神霊班のホープはその実、ムッツリスケベのヒキオタニートだった……そうでしょ、妖よう精せい使いさん？」

　待った。

　ぴたりと、ヒデオは手を挙げた。

　引けなかった。ここだけは譲ゆずれなかった。

　ああ、いいだろう。所しよ詮せん国家公務員など、成り行きとコネで入った立場だ。たった数ヶ月前まではたかがヒキコモリ、たかがニートであったことも認めよう。ソフ倫りんシール付きのゲームに対し、多少悪あしき心持ちがあったことも認めよう。だが。

　だがっ……！

「……ヒキコモリで、ニートの、何が悪い」

「あら。悪くなければ、連日メディアで取り上げられて問題視されるわけがないじゃない。国からの保障を食い物にして財政を圧あつ迫ぱくするだけの、自らは何も生み出さない社会の癌がん……だから問題なんでしょ？」

　否。

「ヒキコモリにも、ニートにも。生きる権利はあるはずだ」

「いいえ、あんまりないわ」

「彼らだって、自分の人生に苦く悶もんしながら、それでも日々元気に生きているんだ」

「元気があるなら働けばいいのよ」

　どかん！

　ヒデオは空のグラスをテーブルに叩たたき付けた。怒いかり。激しい憤ふん怒ぬに、ヒデオは打ち震ふるえ、そして叫さけんだ。




「働くだけの元気があるなら、誰だれが好き好んでヒキコモリになどなるものかッ──!!」




「……。」

　心の叫び。いや、全身全霊を懸かけた魂たましいの雄お叫たけび。本気になったヒデオの眼光と酒の力を借りた勢いに、千影の攻こう撃げきの手が止まる。

「働かないならシネと言う。家から出ないならシネと言う。オタクだからシネと言う。だが死んだら死んだで自殺は迷めい惑わくだからシネと言う……ならば、君たち自じ称しよう健常な一いつ般ぱん人は僕たちにどこへ行けと言うのか」

「いえ……あの……。いくら何でもそこまでは言ってないし、誰もあなたがそうだとは……」

「黙だまれ」

　感じる。感じるぞ、全国三千万ニートたちの心の叫び、この国の奥底に渦うず巻まく負のオーラが……！




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……!!




　おお、ヒキコの神、ニートの神、パジャマの神よ……否いな、今こそこう呼ぼう！　この世の全すべての闇やみを司つかさどる三大神、超ちよう神しんヒキ・コ！　極きよく神しんニートス！　そして絶ぜつ神しんパジャマーンよ！　我に負のチカラを！　フォースの暗黒面を!!

〝あのねヒデオ、私、ヒキコでもニートでもパジャマでも……〟

　そう、それらは今まさに伝説の三さん位み一体を成し、我が身に宿らん！

　グオォォォォォッ！　キュイーン！　ビキィン！

　ギュウン、ドシュッ、ギャーン！　ガキィィーンッ……!!

　合がつ神しんッ！

　超ちよう極きよく絶ぜつ神しん！　ヒキニパ神ッ!!

〝……。ヒデオ……。〟

　人間たちの見えないところで、ノアレがげっそりとした表情で項うな垂だれていた。

〝あー、無理ですノアレ。こうなったマスターはもう、誰にも止められはしないのです……世界の終末が訪おとずれるか、酔よいが醒さめるまで〟

〝終末、訪れさせていい？〟

〝爆ばく裂れつしまくっているマスターの脳内世界だけに留とどめてもらえれば〟

　端たん末まつである闇アン理リノアレが、闇そのものを代弁する。

〝私もいろんな世界で、いろんな姿で畏おそれられたし崇あがめられたけど、変形合体させられたのは初めてよ〟

〝まあ。どんな邪じや教きようでもカルト宗教でも、普ふ通つう、信しん仰こう対象は合体しませんね〟

〝あなたも苦労したのね、ウィル子〟

〝それはもう〟

　ともあれ、ヒデオは語る。

「今のこの日本の情報化社会があるのは誰のおかげか。他でもない、暇ひまをもてあましたヒキニートたちが良くも悪くもサイトを作り、書き込みに書き込みを続け、インターネット＝イコール自由、なんでもできる、面おも白しろい……という図式をまず一般に知らしめたことにある。一般的に害悪と呼ばれるヒキニートの存在を助長するために政府によって事実は隠いん蔽ぺいされているが、彼らがいなければ日本のＩＴ産業は二十年遅おくれていたという統計が経済産業省の調査によって導き出されている」

「……経産省に隠蔽されてるのに、どうして宮く内ない庁ちよう職員のあなたが知ってるのよ」

「そういう資料があの輝かがやける霞かすみヶが関せきのどこかにきっとあるからだ」

「……そ……そう」

「そうしたＩＴ産業の発展によってもたらされた経済効果はおよそ三百兆円。全国民に負担を強しいる地デジ移行によるそれがたかだか二百五十兆円規模であることを考えれば、それがどれほどの利り潤じゆんをもたらしたかがわかるだろう」

[image: ]

「そ、そうなの……。私、経済とかよく知らないんだけど」

「もちろん僕もよく知らないが」

「……」

「言い換かえればヒキニートたちは事実、三百兆円もの国益をこの国にもたらしているのだ」

「……本当に？」

「全て隠蔽されているが、間ま違ちがいない。現実にＩＴバブルでどれだけの経済効果があったかは知らないが、ヒキニートが三百兆円を稼かせいだのは事実」

　キリッとした真顔でヒデオは言い切った。

　一方の千影の表情は、徐じよ々じよに胡う乱ろんなものになってきていた。そこにヒデオの鋭するどい視線が突つき刺ささる。

「ヒキニパ神の天てん啓けいを信じないというのか」

「ひき……。ま……、まあ、いいけど……」

　完全に攻せめの手が止まった。酔よっ払ぱらいパワーにフォースの暗黒面という、かつてない禁断の相乗効果。ヒデオの有う無むを言わせぬ迫はく力りよくと勢いに、逆転ではないが、千影の様子を見れば窮きゆう地ちを脱だつ出しゆつした感はある。

〝……相変わらず酔うとスゴイですねマスターは〟

　あ、電子の神。お久しぶりです。

　お元気ですか？

〝……。〟

〝でも千影はまだまだ諦あきらめていないわ。油断すれば元のもくあみよ、ヒデオ〟

　ははあっ！　お任せを、大ヒキニパ神！

　このヒデオ、我が神の名にかけて、そしてこの素す晴ばらしきチカラを分け与あたえてくれた全国三千万の同どう胞ほうとそれを支えるエ○ゲメーカー各社の名めい誉よと誇ほこりのためにも、決して負けますまい……！

　否いなァ！　負けるわけにはぁ、行かんのですよッ!!

〝……ウィル子。何だか疲つかれちゃった〟

〝そうですね〟




　　　　◆




　完全に調子を崩くずされた千影は、しかし平静を装よそおいながら、プロのトレジャーハンターとして諦めきれずにいた。ヒデオの表情の変化は、プロとして注視しなければ見み抜ぬけぬほどの些さ細さいなものだったが、この神モードに入る前のヒデオがテーブル上の悪あしき異物に困こん惑わくを見せたのは確かなのだ。

　千影はグラスに注ごうとしたカクテルの缶かんがすでに空だったことに今さら気付き、微かすかな苛いら立だちを伴ともないながら次の缶を開ける。

（……論点を変えなくちゃね……）

　そう、彼の勢いにしてやられ、論点をずらされた。まずはそれを正道に戻もどすこと。今の場合の正道とは、ヒキニートがどうたらではなく、何なに故ゆえに悪しきものが彼の部屋から発はつ掘くつされたかというただ一点に他ほかならない。つまり彼が悪しき心の持ち主か否か。それを彼が認めるか否か。

　ヒデオが、「恥はずかしい、もうお婿むこに行けない、ウワァァァァァァン……！」と泣いて部屋を飛び出していけば。

（……私の勝ち）

　千影はその姿を想像し、愉ゆ悦えつし、まずは気持ちを落ち着けた。ハンターは焦あせらない。狩かりはいつも得え難がたきもの。焦れば獲え物ものを取り逃のがすのは、どんな狩りでも同じこと。

　もともと、不利な勝負なのだ。「だからなに？」と開き直られればそれまでの。だがプロとして、発掘してしまった以上、逃にげることは許されない。

　関かん東とう機き関かん局長、飛ひ驒だ真ま琴ことの片かた腕うでとして同どう僚りよう男子のほぼ全すべてを屈くつ服ぷくせしめ、その弱みに付け込み、ほぼ毎日のようにお昼の食堂でランチセットＡ・チョコプリン付きをおごらせ続けた女王、コードＥ２の名にかけて……トレジャーハンターの名誉と誇りを懸かけて。

（負けるわけにはいかないのよ……！）

　戦いは過か酷こくだ。

　どちらにも譲ゆずれぬ理由がある。故ゆえに引けず、故にどちらかが倒たおれるまで戦い続けなければならない。

　テーブルを挟はさみ対たい峙じする、そんな魔ま眼がんと女王の、静かな睨にらみ合いの狭はざ間まで。

「……なんだろうねぇ……」

　翔香だけがどちらに口を挟むでもなく、ぽつねんと手て酌じやく酒を続けていた。




　　　　④




　先に口を開いたのは千影。ここで手を打たねば取り逃す。故に攻めねばならなかった。

「あなたの言葉が事実だったとして」

「……」

「そうね。事実、ヒキニートが試算の三百兆円を稼ぎ出していたとして……」

　千影がテーブルの上のソフトを持ち上げてみせる。計画通り、論点を正道へと引き戻すため。

「あなたが、これらいかがわしいソフトを持っていることの、正当性の証明には繫つながらないんじゃないかしら？」

　ここから再度切り込む。そう意気込み、千影が余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた矢先……それは慢まん心しんなのだとヒデオの眼めが語った。

「かかったな、馬ば鹿かめ」

「な……んですって……？」

　明確な罵ば倒とうの言葉に、千影が初めて狼狽うろたえる。獲物を狩る狼おおかみとして追い詰つめたはずの羊が、実はその皮をまとっただけの猟りよう師し。向けられた猟りよう銃じゆうが見せるかのような魔眼の冷たい輝かがやきに、恐きよう怖ふすら垣かい間ま見みる。

「睡蓮が認めたほどの悪しき存在を……あなたは、こんないかがわしいものが正しいとでも言うつもりなの!?」

「僕が、なぜ。ＩＴ産業などと遠回りな話題を持ち出したか……まだ、気付いていないのか」

　淡たん々たんと落ち着き払はらったヒデオの声に、千影は一度歯は嚙がみした。

「っ……、わからないわね。はっきり言ってくれないと」

「ならば教えてやる。副長も、君も、女性なので。この言葉を使うことを避さけてきたが……ここは真実をより明確にするために、あえてこう言おう」

　ぐびぐび、グラスをまた一つ空にしたヒデオが、静かに息を吐はく。

「……そもそもエ○がなければ、日本の情報化社会は始まらなかったッ」

　千影が一度凍こおり付いた。

　解かい凍とうと同時に叫さけび出す。

「ばっ……馬鹿じゃないのっ!?　じゃああなたは、今のこの日本はエ○の上に成り立っているとでも言うつもりなの!?」

「つもりではなく、事実そうなのだ」

「何を根こん拠きよにっ……！」

　意気込む千影へ、ヒデオは逆に指を突つきつけた。

「では逆に聞こう。なぜ日本では、あんなにオシャレでカッコイイ『まくー』が海外ほど人気がないのか」

「それはっ……『ＷＩＮＤｏｓ』互ご換かん機が……その……『まくーｉｎトッシュ』より先に普ふ及きゆうしたから、でしょう？　まくーＯＳは自社製のまくーチップを搭とう載さいした機体じゃないと動かないし、だから他のＯＳみたいに社外メーカーが機体製造に参入できないし、融ゆう通ずうが……」

「その通り。早い話、まくーは日本が誇ほこる伝説の名機、『98』シリーズには積めなかった」

「あっ……」

　千影が気付いたときには遅おそかった。

　自らもゲームを嗜し好こうするだけに……一定の知識があるだけに、彼の言わんとするところを理解してしまったのだ。

「無論、まくーは『トーンズ』や『ペケロク』シリーズにも積めなかったが……問題は、ＷＩＮＤｏｓの前身である『Ｍ─ＳＤｏｓ』が98シリーズに積めたということ……そう、当時、最も安価でありながらも、世界一綺麗な肌色を発色できた98シリーズにだッ」

「ああっ……いやっ……、聞きたくない！　今のこの日本がエ○で成り立っているなんて……！」

「だが、事実。当時の若者たちは、エ○ゲ……否いな、いまでこそそんな低てい俗ぞくな呼こ称しようがまかり通っているが、ここではより高こう尚しようにこう呼ぼう。そう、『美少女ゲーム』と」

「いやあっ……!?」

「若者たちは美少女ゲームを遊びたいがために98シリーズを買い求めたのだ。まくーでは美少女ゲームは遊べなかった。故にＭ─ＳＤｏｓに慣れた多くの若者は、そのまま使い慣れたＷＩＮＤｏｓに移行した。そして美少女ゲームで育ち、美少女ゲームをきっかけにパソコンに慣れ親しんだ当時の若者たちこそが、今現在のこのインターネット社会の根幹を支える中ちゆう核かくとなり、またあるいはこうした美少女ゲームのさらなる作り手となり、いやさマンガ、アニメ、ラノベ、そうした世界に冠かんたるアキバ文化を花開かせたに他ほかならないッ……！」

「で、でもっ、でもっ、アキバ文化がなくてもインターネットは……！」

　千影の最後の抵てい抗こうは、残ざん酷こくなヒデオの言葉によってもろくも打ち破られる。

「美少女ゲームをやりたい息子むすこに勉強のためにとせがまれたお父さんたちはその実、これ幸いと海外のエ○画像とエ○動画を見たいがためにパソコンを買いに走ったッ！」

「いやあっ!?　うそ……噓うそよっ……！　家庭って……家族って、もっと綺麗で、温かいもののはずよっ……！」

「甘ったれるんじゃあ、ないっ……！」

　ヒデオは一いつ喝かつし、テーブルを強く打つ。

「ならば、かつてビデオが爆ばく発はつ的てきに各家庭に普及したのはなぜだ。そこにアダルトビデオがあったからではないのか。ＤＶＤデッキが普及したのはなぜだ。アダルトビデオより廉れん価かで画質のいいアダルトＤＶＤがそこにあったからっ……！」

「聞きたくない、もう聞きたくない……！」

　耳を塞ふさいだ千影が嫌いや々いやと首を振ふる。

「逃にげるんじゃない。これが……現実なんだ。政府が隠いん蔽ぺいし、マスコミも報道倫りん理り上の問題から触ふれられず、偉えらぶった大人たちが目を背そむけ続けた……これが、現実なのだ……！」

「ひぃ……！」

　ヒデオを泣かせるはずが、今や自分が涙なみだ目めとなって千影は小さく息を吞のむ。

　そしてヒデオは、自らことの発ほつ端たんとなったそのソフトを取り上げた。

「コンシューマー版が出ているからなんだ。これらがかつて文学界でエログロノンセンスともてはやされたそれの、電子媒ばい体たいを用いての再来だとなぜ気付かない。ならばソフ倫シールを貼はらなければならないところでしか表現できないこともある。表現の自由は憲法によって保障された、日本国民の正当な権利だ。ちょっぴり興味があるだけではやってはいけないなどと誰だれが決めた。ちょっぴりとでも興味のあるような奴やつは、どうせすぐにここら辺にたどり着く。天下統一がなんだ、コー○ーもスク○アもエニッ○スも黎れい明めい期きにはこの手のゲームを作っていた。それによって利益を上げ、会社を存続させていた。つまりエ○がなければ、ドラ○エもＦ○も無む双そうも生まれていなかったかも知れないのに……」

　ヒデオは万ばん感かんの思いを込めて、今や堂々とソフトをテーブルに置き直す。

「それでも君は、悪とッ……！　そうしてここ二十年の日本の興こう隆りゆうと発展を支えたエ○を！　美少女ゲームを！　ヒキオタニートたちを！　害悪だと言うつもりなのかッ……！」

「いやああああっ……。ううう、ああ……汚よごされちゃった……日本が……私たち関かん東とう機き関かんが命いのち懸がけで守ってきた日本がっ……エ○とエ○ゲとヒキオタニートだけで成り立っていたなんて……噓よぉ……」

　しくしくしくしく。

　千影はとうとう泣き出してしまった。

「千影ちゃんは泣き上戸かー……うんうん」

　一人いい気分の翔香がツマミをぱくぱく、酒を飲み飲み。

〝あ……呆あきれたわね……。逃げ切るどころかほんとに返り討うちにしちゃったわ、ヒデオったら……〟

〝さすがマスター、なんという暴論……。大半はウィル子が面白がって教えた適当な誇こ張ちようなので冷静に聞けばわかりそうなものですが、マスターの真しん剣けんすぎる目付きがそれを真実として裏付けてしまうのです……〟

〝……ああ、誇張なのね〟

〝三大メーカーの黒歴史以外は、まあ〟

　見えないところで会話する二人の精せい霊れいはさておき。

「で……結局なんだい？　ヒデオ君はこういうエッチなゲームが好きなわけかい」

「はい」

〝〝あっ……〟〟

　はたり、ヒデオは我に返った。

「……。あ、いえ。副長。これはつまり、趣しゆ味み嗜し好こうのためではなく、先ほどお聞き頂いたようにです、国家のため、この不景気に公僕として少しでも金銭の流動を促うながすべく身み銭ぜにを切って……」

「ふぅ～ん……」

　翔香はさして気にも留めず、物もの珍めずらしげにパッケージを眺ながめるだけであったが、とりあえず。

〝〝台無し……〟〟




　　　　⑤




「ふぅ……さすがに夜はまだ冷えるな」

　メッセンジャーバッグを背に、ヒデオのアパートでバイクを降りた翔希は、妙みようなものを見付けた。

「くぅ……すぅ……」

「……。」

　アパートの通路、ヒデオの部屋の前に巫み女こが居い眠ねむりをしている。

「おい睡蓮、こんなところで寝ねてると風か邪ぜ」

　スカッ！

「っ……」

　肩かたに触れようとした矢先、目にも留まらぬ速さで睡蓮が短刀を抜ぬいた。反射的にその手首を受け止められたのは、かつての勇者であったからこそだ。これがヒデオだったら、今いま頃ごろは首から上が廊ろう下かに転がっていたに違ちがいない。

「……なんれす。はせ[image: う濁点]ぇけのぐそくれはありませんか」

「ハセヴェ家って……お前、酔よっ払ぱらってるのか？」

「……られもよっれなろおりませぬぅ」

「……」

「……ひっく」

　まあ、こういうものは触さわらぬが吉きち……とも翔希は思ったが、このまま放置しておいては次こそ誰かの首が落とされるかも知れない。細い腕うでを肩に担かつぎ、勝手知ったるヒデオの部屋に上がった。

「おーす、ヒデオー。いるかー？」

　ヒデオはいたが。

「なんだい、聞いたことあるバイクの音だと思ったら」

「げっ。なんで姉ちゃん……と、千影が」

　千影の方はなぜか涙なみだ目めになって鼻をすすっている。

「血の繫つながった姉に向かって、なんて言いぐさだ。今日はヒデオ君の神霊班への歓かん迎げい会かい。あんたこそなんだってこんな時間に」

「いや、俺は……ヒデオが今日明日、暇ひまだって言うから、その……なんだ。遊びに。な、ヒデオ」

「あしきけはぁい……」

　うつらうつらとした睡蓮が、翔希の背中のバッグを開ける。

「あ、馬ば鹿か、お前……！」

　翔希が慌あわてたときには遅おそかった。

「……む。これはえろくてんかとういつしないのれすか」

　獲え物ものの匂においに反応したかのように、千影がぱちくり。

「……局長にフラれたって本当だったの？　だからそういうのに興じてるわけ？」

「なにっ!?　ちょっ、待て千影、お前どこからその話……！　いいか、違うんだお前、馬鹿だな、あれはよくある冷戦状態ってやつで……！」

　言えば言うほどの泥どろ沼ぬま状態。

「ひらまころにふられられすか！」

「だから！」

「ふられられすか！　ふられられすか！」

　もう何が何やら。




「で？」




　そのたった一言で、ビシィッ!!　と音がしそうなほど空気が凍こおった。言ったのは、表情を変えず酒を飲み続ける長谷部翔香その人。そう、表情が変わらないからこそ恐おそろしい。

「ヒデオ君とあんたはそういうお仲間ってわけかい？　それとも……どっちかがどっちかを冥めい府ふ魔ま道どうに引きずり込んだとか。そういう話かい？」

「……」

「……」

「……」

「……。ひっく」

　とくとくとく。

　静せい寂じやくの中、グラスに注つがれる酒の音が一層の緊きん張ちようを引き立てる。

「まあ、よそ様のとこの子がどんな趣しゆ味みだろうと、あたしゃ一向にかまわないんだけどさ……自分の身内の、しかも血の繫がった姉弟きようだいがっていうのはさすがに……ねえ」

　翔香がことんと酒さか瓶びんを置いただけで、びくりと翔希は身じろぎした。

「ッ……ち、違う！　誤解だ！　違うんだ、これは……ヒデオ、何とか言ってやってくれ！」

「……」

　ヒデオも無言で、とくとくとく。翔香と同じように、静かにビールの缶かんを置いた。

　一同が固かた唾ずを吞のんで見守るような……実際に固唾を吞んでいるのは約一名だけだが……そんな雰ふん囲い気きの中、ヒデオは。

「……そう言えば。君には、確か恋こい人びとが」

「そ、そうだ、そうなんだよ！　だから俺にはこんなゲームをやる必要なんてないんだ！　ま、まあ大学の時のオタクの仲間が勝手に置いてったやつなんだけどさ、ヒデオがもし暇ならと思ってな……！　はは、はははははっ……そうだよ、ヒデオだって周りにウィル子や睡蓮や千影みたいな可愛かわいい子がいっぱいいるしな！　こんな、独り身の寂さびしいヒキオタニートがやるようなゲーム全然必要なかったよな!?　いやあ、失敗失敗……」




ズビシィッ!!




「……」

「……」

「……」

「……。ひっく」

　とくとく、酒を注ぐ翔香の横で、その彼女の不可視のオーラを吹ふき飛ばすようにどす黒いオーラが噴ふん出しゆつする。まさに闇やみの精せい霊れいを従えるに相応ふさわしい、暗黒の特異点として。

「副長」

「……なんだい、ヒデオ君」

「確かに僕は、この手のゲームが好きです。ですがそれは先ほども申し上げた通りの、リスペクトを込めての意味も確かにあるのです。この素す晴ばらしき現代日本の、情報化社会の一いち翼よくを担になった人々の、その誇ほこりを守りたかったのです」

「……」

「誰だれだって好きでヒキコモリやニートになるわけではありません。誰だって、独りよりは恋人同士でいる方がいいでしょう。ですが……やはり、皆みんなが皆。そういうわけではありません。そうした逃のがれられぬ失望、絶望の淵ふちにあってこそ、僕たちは……二次元から微笑ほほえみかける彼女たちから、ほんの少しの間の癒いやしを、束つかの間まの慰なぐさめを、そして現実には味わったこともない淡あわい恋心を与あたえてもらうのです」

　とくとくとく……。

「だからこそ。そんな自分たちの弱さを受け入れ、自らネタとして笑いながらも、強く生きている仲間たちを……その誇りを。リアルに彼女のいるような満ち足りた連中が嘲あざ笑わらうことだけは許せない……！」

　翔香がいつものように、にこりと気持ちよく笑ってみせた。

「……そうかい。わかったよヒデオ君」

　翔香はヒデオの肩かたを叩たたき、叩き。

「あんたはよく頑がん張ばった。あとはあたしに一言、言えばいい」

　一息。

　ヒデオは万ばん感かんを込めて言い放つ。

「副長に見つかるとまずいからと、全すべて彼から預かったものです」

「ヒデオぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

「やかましいこの穀ごく潰つぶしがあああああああああああああああああああああああっ!!」

　姉の全体重を乗せた飛び蹴げりを喰くらった弟が、部屋のドアを突つき破って廊ろう下かにまで転がり出た。

「がはっ、ごっ……待て、落ち着け！　違ちがう、ヒデオは噓うそを……！」

「ああ!?　知ったこっちゃないんだよこの長谷部家のツラ汚よごしが！　あたしゃヒデオ君の心意気を買ったんだ！　現実でうまくいかないからってああいうゲームに逃にげたってぇあんたの根こん性じようが気に入らない!!　しかもそれを白々しく他人様になすりつけようってのが気に入らない!!　ああ気に入らない!!　我が弟ながら反へ吐どが出る!!　あたしゃヒデオ君みたいな弟が欲しかったっ!!」

　がっつんがっつん、蹴るわ蹴るわ、殴なぐるわ殴るわ。これがただのアパートなら全室の住人から１１０番通報が入るだろう鬼き気き迫せまる喧けん噪そう。

「なんだよ、もう頭に来たぞ!?　そっちこそいい歳としして彼氏の一人もいないだろうが!?」

「いいんだよあたしゃ最後の最後にゃ貴たか瀬せにもらってもらうから!!」

　……。

　…………。

　………………。

「……冗じよう談だんだろ？」

「大マジ。みーこさんもあたしならいいって言ってるし。貴瀬も毎日競馬していいって言ってるし。よかったねえ、お金持ちなお兄ちゃんができて」

「天地神明が許しても勇者であるこの俺が許さ」

「やっかましい、死ねクズっ!!」

　もう一発喰らった翔希が、いよいよ玄げん関かんのドアも突き破って表に転がり出ていった。それを翔香が追いかけていく。響ひびき渡わたる怒ど号ごうと悲鳴、打だ突とつ音と破は砕さい音。

　取り残された三人のうち、千影がヒデオへぽつりと言った。

「……結局、どっちが買ったものなのよ」

　ヒデオは小さく手を挙げた。

「ウィル子が。神ゲーだと言うので」

「ふぅん……」

　千影は白けたように嘆たん息そく一つ。改めて数本のソフトを眺ながめる。

「借りていっていい？」

「どうぞ」

「ちかげもえろくてんかとういつするのれすか」

　はいはい、と千影はどうしようもない状態の睡蓮を座らせる。

「それはそれとして……」

「何か」

「綺き麗れいにまとめようとしてたけど、要はもてない男のひがみよね？」

「……。」

「…………ひっく」

　宮く内ない庁ちよう神しん霊れい班はんの、ある一つの長い夜は更ふけていく。
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　ある日、名な護ご屋や河かわ家の午前十時。

　姉し妹まい揃そろってお茶など飲んでいた。

「で、どう？　仕事の方は」

　さすがに家ではメイドなどと奇天烈きてれつな格好をしていない私服姿の姉が、ソファにもたれながらぱりりと煎せん餅べいをかじる。

「特に変わったことはございません」

　家でも巫み女こ装しよう束ぞくに身なりを整えた睡すい蓮れんは、背筋を伸のばしたまま同じように煎餅をかじる。

「ヒデオ君が入ってもう一ヶ月でしょ？　どうよ？」

「どうもこうも、相変わらず使えぬ男です」

「でもこう、いざというとき頼たよりになる感じでしょ？」

「なんとかいうふざけた大会ならいざ知らず、現実にはそうそう、いざなどということは起こり得ぬものです」

　ぱりりぱりり。

「私はふざけてはいない。楽しかったんだから。だから睡蓮もほむらさんと出ればって、あれほど……」

「姉上。神殺しの業わざは、遊びのためにあるわけではございません」

　ぱりぱりり。

「……まあ、それは前も聞いたからいいけど。で、ヒデオ君とはどうよ？」

「どう、とは？」

　姉の言いたいことに半ば察しを付けて、睡蓮は苛いら立だち半分に片かた眉まゆをそびやかす。すると案の定、いらぬ老ろう婆ば心しんを覗のぞかせたような鈴すず蘭らんがにたにたと。

「だからほらぁ。たまの休日にこうしてお姉ちゃんとお茶なんか飲んでないでさぁ。目付きの悪い者同士、一いつ緒しよにどこか出で掛かけないのかって」

「どこへでございますか」

「それはほら。そんなの若い二人が決めればいいことだし」

　鈴蘭が、ずずっとお茶を一口。

　睡蓮は静かにお茶を一口。

「姉上こそたまの休日に妹とお茶など飲んでおらず、誰だれぞと出掛けてくれば良いではございませんか」

「う……。わ、私はいいんだ、私は。だってほら、私がその気になれば男の百人や二百人くらい……」

「あの覆ふく面めんタイツがでございましょう」

「うぅ……やらない善よりやる偽ぎ善ぜん、いない男よりいる戦せん闘とう員。ちなみに覆面タイツじゃなくて全身タイツ。覆面タイツって呼ぶとどこの変態だってなぜか怒おこり始めるからあいつら。なんなら一人か二人、可愛かわいい妹のデートの練習相手に貸してやろうか？　うん？」

「結構です」

　睡蓮は茶ちや碗わんを置いた。

「わたくしは姉上と違ちがい、そうしたことに現うつつを抜ぬかすほど暇ひまではございませんので。姉上こそでーとと称しようして出掛けたことなど、一度もないではございませんか。わたくしへ勧すすめる前に、ご自分で練習されてはいかがです」

「な……何を言う。私だって暇じゃあないけど、可愛い妹のためを思ってだ。大体オマエ、本当に男に興味のカケラもないのか？　学園恋れん愛あいモノならそういうキャラでもいいだろうけど、もうハタチを過ぎた女がだぞ？　名護屋河家の当代たる者、一生独身で通していいわけがない。いや、戸こ籍せき上の長女は私としても、家としての当代は睡蓮なんだから」

「そ……、それは……」

　急に逃のがれようもない現実的な話を持ち出されて、睡蓮は口くち籠ごもった。まさか歴史と使命ある名護屋河家の血とその業、自分の代で絶やすようなことがあってはならない。となれば当然、自分だって子をなさねばならない。子をなすためには結けつ婚こんしなければならない。

　結婚。家族。幸せな家庭……。

　ＴＶＣＭによくあるようなアットホームな様子に自分を置き、まだ見ぬ旦だん那なを漠ばく然ぜんと思い描えがいて、ぽっと頰ほおを赤らめる。

「し……しかしです姉上。そのときはそのときです。まだまだ先の話です。今は男女同権の時代、女といえども二十代はまだまだ働き盛ざかり……」

「いいことを思い付いた！」

　この姉はときどき人の話を聞かない。

　やおら立ち上がった鈴蘭がばんとテーブルを叩たたく。

「魔人やら何やらにかまけていた私たちの青春に足りなかったもの……それは、合コンだ！」

「……は？」

「合コン！　合同コンパ！　大学生がよくやってるらしいやつ！　私は高卒で魔まつ殺さつ商しよう会かいに就職しちゃったし、睡蓮なんて義務教育すら受けてないし！」

「姉上……」

　世せ俗ぞくに疎うといだけで、国語算数理科社会、基き礎そ的なことは京にいた頃ころに祖母と宮く内ない庁ちようの職員からちゃんと教わっているのだ。そうした義務教育課程の修しゆう了りよう証明も、宮内庁に言えばちゃんと発行される仕組みになっている。というかさすがに五年も世俗で暮らしているのだ、今の世の中、いんたーねっつを扱あつかえる程度には理解できている。

　高卒で会長だか総そう帥すいだかに就職したこの姉の方がよほどトンチキであろう。

「そうだよ、どうせ一声かければ男なんていくらでも集まるんだから、デートの練習なんてケチくさいこと言わずに合コンをやろう。そうしよう」

「あ……あの、姉上。それはつまりわたくしも……」

「強制参加」

　どこの馬の骨とも知れない者が集まるのだろうが、案外そんな中に、まだ見ぬ白馬の王子様が混ざっているのやも……。

　睡蓮はそんなほのかな期待を抱いだきつつ、楽しげに方々へ電話をかける鈴蘭の姿を見守っていた。
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　その頃、ヒデオのアパートには翔しよう希きが遊びに来ていた。

「……つまり。別れた、と」

「ああ。別れた」

　翔希は肩かたを落としてはいるが、割とさっぱりとした面おも持もちであった。そうして必要以上にめそめそしないのが、彼のいいところであろう。

「ま、言い出したのは俺の方からだし、ようやくフラれたってところなのかもな。付き合ってるって言っても、なんだかお互たがい、ずっと高校時代の友達感覚のまんまでさ……」

　リアルが充じゆう実じつしているような人間の恋れん愛あい観かんなど、彼女を作ったこともないヒデオが知る由よしもなかった。まあそういうものなのだろう、と適当に相あい槌づちを繰くり返す。

　引きこもっていた頃、興味もないのにトレンディドラマの再放送を暇で見ていたヒデオとしては、大した仕事もしてないのに部屋だけはやたら小こ綺ぎ麗れいなところに住んでいたりちょっとしたすれ違いから感情大爆ばく発はつして大雨の中を傘かさも差さずに飛び出していく女やそうしたうまくいかない苛いら立だちから夜の町でチンピラとケンカになって大たい概がい負けたりする男の心境がよくわからないというか情じよう緒ちよ不安定にしか見えずほんの些さ細さいなことから散々多方面に多大な迷めい惑わくをかけた挙句結局最後は収まるところに収まって自己満足的にハッピーエンドになってしまうようなあの傍はた迷惑な感じ。

　なんなんでしょうね。

　ああいうのがオシャレな恋愛なんでしょうね。

〝ヒデオ、ヒデオ。悪いオーラが出てきてるわよ〟

　おっといけない。ノアレの言葉で意識を現実に引き戻もどす。

　彼も元勇者。そして彼女だったという女性も、なんとかいう機関のリーダー。お互い、誰だれかを引っ張っていく気質同士。プラスとプラスでそりが合わなかったのだろうと翔希は語る。

「ま、相手があの菊きく人ひとなら、俺としても納なつ得とくできるっていうか」

　翔希とは正反対の自己主張の少ないクールな人物だそうで、組織内では長くその彼女の右みぎ腕うでを務めているそうだ。そしてまだ公おおやけではないが、恐おそらくはそうなるだろう雰ふん囲い気きもあるそうな。菊人という青年も、内部では同どう僚りようだった千ち影かげとくっつきそうなものだと囁ささやかれていたが、やはり千影もクールな感じ。こっちはマイナスとマイナスで……と、翔希は言った。

　一概にそういうものでもないと思うが……まあそうなのだろうと、ヒデオは相槌を続ける。

「……っと、俺の話ばっかりしててもつまんないよな。悪い」

「いや、別に。話して、楽になることもある」

　そう言ってヒデオはコーヒーのお代わりを淹いれてやる。

「ヒデオの方はどうなんだ？　睡蓮とか、あのときの警官……美み奈な子こさんだったか」

「……」

　美奈子からはときどき、電話がかかってくる。警察庁の心しん霊れい班、岡おか丸まるとのコンビは即そく戦せん力りよくとして重宝がられ、なかなか忙いそがしいらしい。狭せまい業界、現場でもすでに鉢はち合あわせたことがあったが、さすが警察、上司も同僚もなんとも格好のいい正義漢な感じの面子メンツが揃そろっていたりして。

　睡蓮は……うん。まあ。彼女の目から見て論外なのでは。

　ヒデオが返事の前にあれこれ考え込んでいると、翔希が携けい帯たい電話を取り出した。

「ちょっと悪いな。もしもし？　ああ……、それは暇ひまと言えば暇だけど……。なに？　耳が早いな……ああ、ああそうだよ……。……え？　なに？　おい、ちょっと……」

　もう切れたらしい。なんかえらい気分よくまくし立てる女の声が漏もれ聞こえたが。携帯をしまって翔希が首を傾かしげる。

「……。なんか、鈴……」

　今度はヒデオの携帯電話が鳴った。ちょっと翔希に断って、出てみる。

「もしもし」

《ああヒデオ君？　今日暇でしょ？　睡蓮が休みだからそうだと思ったんだ、合コンやろう、合コン》

　は？

《ああ別に彼女のいるいないとか関係ないし、とりあえず頭数だけでも揃えたいからよろしくね。はい、じゃーねー》

　ぷつり。つー、つー、つー。

「まさか……ヒデオも、鈴蘭からか？」

「……ひょっとして。君も」

　二人で顔を見合わせた。
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　昼過ぎには魔殺商会からの迎むかえのクルマがやってきて、総そう帥すいの命令だからと幾き何か学模様のマスクを付けたあの社員らに拉ら致ち同然に連れて行かれた。

　着いた先は、深い森を抜ぬけた先に広がる広大な敷しき地ち、そびえ立つ古めかしい洋館。件くだんの都市にあるのが支部ならば、ここがその魔殺商会本社、らしい。狭い日本に、本当にこんな場所があることにまず驚おどろいた。

　チェックのシャツにチノパンというコーディネートもへったくれもない普ふ段だん着ぎ、そろそろ床とこ屋やへ行こうと思っていたような髪かみ、身だしなみも心の準備も整わぬまま、ドレスコードの必要そうな館やかたに入る。

「久しぶりに来たな、ここは……。ヒデオは初めてか？　あんまりうろつかない方がいいぞ。この家、どこに何があるかわからないからな」

「……」

　まあ。あの鈴蘭と貴たか瀬せの会社だ。どこに何があったところで、今さら驚きもしないだろうが……決してうろつくまいと固く心に誓ちかう。そのまま館内を通り抜けて中庭らしいところに案内されると、椅い子すとテーブルが設しつらえられて、何だかカフェテラスのようになっている。

　よく知らないが、合コンってその辺の適当な飲み屋とかで行うものなんじゃないのか。

「で……鈴蘭」

「なんですか長は谷せ部べ先せん輩ぱい」

「いや……、なんの騒さわぎだ、これは……」

　あちこちの席に、男女合わせて五十人はいるのだろうか。思い思いに着き飾かざった美男美女ばかり、居酒屋での合コンどころか、半ば豪ごう華かホテルでのお見合いパーティーの如ごとき有様となっている。

　鈴蘭が苦く笑しようした。

「あ……あはは……。いやあその、調子に乗って電話をかけてたら、我も我もとですね……」

　コンパと噂うわさを聞き付けた社員の連中が、うじゃうじゃと集まってしまったそうな。しかし気がかりなことが一つ。

「……社員、とは。どこに」

「ああ、ヒデオ君は知らないんだっけ？　こいつらみんな全身タイツとメイドの中の人」

　……。

「いや。つまり、その。メイドはともかく」

　ここにいるのはどっかのお金持ちの若様とか、モデルや俳優志望の一いつ般ぱん人ではなく？

「うん。不思議なことにそうなんだ、うちの会社って。私も初めて知ったときはそりゃあビックリしたけど」

　何よりの問題は、社員じゃない顔ぶれが自分と翔希、そして目の前の睡蓮ぐらいしかいないということだ。他ほかは忙しいか、遠方にいて来られないか、そもそもこういったことに興味がないか……だったとか。

〝あら、別にいいじゃないのヒデオ。メイドたちは覆ふく面めんなんて関係ないんだし〟

　確かに。綺き麗れいな人も可愛かわいい人もたくさんいる。が……、なんだろう。その彼女たちの視線が自分を眼中に捕とらえていない。というか、おバカな覆面の下が実は少女マンガに出てくるようなイケメンばかりなギャップという名の萌もえと、翔希と、目付きの悪いのしかいなければ……。

　あ……あれ？

　全身タイツほどは落ちぶれてないと思っていた自分は何？

「姉上。やはりわたくしは帰ります」

「まあまあ、せっかくおめかししたんだからそう言わずに」

「しかし……姉上……」

　周囲の雰ふん囲い気き、そして自身の姿が落ち着かぬように、いつも以上に憮ぶ然ぜんとした様子の睡蓮が言った。ヒデオは初めて見る洋服姿。上品なキュロットスカートとジャケット姿に、凜とした顔付きと立たち居い振ふる舞まいの組み合わせ。それだけで、どこかいいところのお嬢じよう様さま然とした雰囲気がある。
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（……）

　いや、そもそも名護屋河家なんて呼ばれる古式ゆかしい家いえ柄がらのお嬢様なのだ。そう考えると、印象がまた一変する思いであった。

（……）

　あ……でもそうなると鈴蘭もそうなんだっけ？

「ん？　なんだヒデオくん？　いま私たち姉し妹まいを見比べて失礼なことを想像しなかったか特に私に対して」

　滅めつ相そうもない。




　　　　◆




《えー、というわけで喜べ野や郎ろうども、合コンだ！》

「「「お～～～っ!!」」」

　マイクを持った鈴蘭の言葉に、男女問わず社員一同からは会長、総そう帥すい、陛下、閣下、お大臣と拍はく手しゆ喝かつ采さいの雨あられ。なんだかんだで会社規模でこんなことをやってしまうのだ。相変わらずカリスマ性が凄すさまじい。

《晴れてフリーの身になった長谷部先輩を籠ろう絡らくするのは誰だれだぁっ!?》

　きゃー、と普ふ段だんはメイドの女たちから黄色い歓かん声せいが上がる。

《まだ男と手をつないだこともないと思われる私の可愛い妹の未来の旦だん那なは誰だぁっ!?》

　おー、と普段は覆面のイケメンたちから気合いの入った声が上がる。

（……）

　なんでこういうテンションになっちゃうんだろうこの人、と鈴蘭を見ながらヒデオは思ったが案外普ふ通つうの合コンもそういうものかも知れないと思い、ヒデオは黙もくして語らず。

　睡蓮が、自分に対してよりは身内の恥はじを堪たえ忍しのぶように真っ赤な顔で俯うつむいている。

《そして魔殺商会会長であるこの私のハートを射止め、将来の会長の座を約束されるのは誰だぁ～っ!?》

　しーん……。

　しぃーん……

　しぃぃーん……。

　お、おい、お前手を挙げろよ……。

　いや、お前こそ立身出世とか言ってただろ、声出せよ……。

　いいから早く返事をしないとまた怒おこらせることに……。

　ひそひそ。ひそひそ……。

「「「お……、おお～～～っ…………？」」」




　タタタタタタタタタタタタタタタタンッ!!




　鈴蘭がどこからか持ち出したＭ16を、覆面どもに向かって乱射した。

　男のうち九名が負傷、脱だつ落らく。血に染まりながらドクターのラボへ向けて退場していった。

《えー、合コンです。合コン始めます》

　鮮せん血けつと硝しよう煙えんの匂においが立ちこめる中、そんなようなものが始まった。




　　　　③




　とは言え、要は相手のいない者同士の集まりだ。お互たがい趣しゆ味みはどうだとか、休日の過ごし方はどうだとか、じゃあ今度一いつ緒しよにどこそこへ行ってみませんかとか。そういうことを人目を気にせず、正面から話し合える機会。そうしてお互いのプライベートを知るうちに、気の合う相手が見付かれば……程度の、そういう出会いの席。

　当然ヒデオは誰彼に声をかける勇気もなく、そんなだから誰彼が声をかけてくることもなく。いや、もっとこぢんまりとした席でなら、自然と話す機会も回ってくるのだろうけれど。

（……）

　ぶっちゃけ暇ひまである。翔希と鈴蘭は元より人好きのする性格なので、そんな二人を中心にするように多くが集まっている。他ほかにも覆ふく面めんとメイド同士で、それなり雰囲気の良さそうなグループが方々にできあがっている。

　この、疎そ外がい感。

　阻そ害がいされているわけではないが、この居場所のない感じ。ふと気付くと、当初はあれこれの誘さそいや会話を邪じや険けんに断り続けていた睡蓮も、ついに諦あきらめられたのか、自然と一人になっているようであった。

（……。よし）

　そうは言っても同どう僚りようである。気を遣つかうのも後こう輩はいの役目……というかあまりに自分が寂さびしいこともあり、ヒデオはカウンターからジュースなどもらって睡蓮の下を訪おとずれた。

「なんです」

「いや。その、退たい屈くつなようなら……と」

　ドリンクの片やを、彼女に差し出す。

「ここは職場ではないのですから、わたくしに気を遣う必要はありません。お前もどこかの輪へ入ってくればいいでしょう」

　いつも毅き然ぜんと冷たい態度だが、今日は心なしかふてくされているようにも見受けられる。

「と……と、いうか。つまり、その。僕が暇なので、よかったら話し相手に……」

「あ、睡蓮ちゃん、よかったら僕たちと一緒にトランプでもやらないか？」

　横合いから数人の男女のグループが。

「あの～、私たち、会長ってお家うちだとどんなだとか、そういうお話も聞いてみたいんですけど……」

「いえ、わたくしは……」

「せっかく来たんだから、一人でいても時間の無む駄だだってば。さあさあ」

　と、男女は半ば強ごう引いんに睡蓮を立ち上がらせる。

「あ……ヒデオ君も一緒にやる？」

「……。いえ」

　一団は睡蓮を連れて行ってしまった。

　目の前には先ほど睡蓮へ差し出した、手付かずのドリンク一つ。ヒデオは一人テーブルに着き、飲む者もいないドリンク相手に、自分のドリンクをすする。

（……）

　あ……、という気付いたような感じ。

　やろうよ、という誘いではなく。やる？　という疑問形。

　ね。

　そういうもんですよ。

　あるある。あるある。

　………………………………………ネエヨバカヤロウ。

〝あのねぇ……一言、やるって言えばいいじゃないのよ……〟

　でももう断っちゃったし。

〝……。〟

　せっかく楽しい席なのに、自分が仲間に交ざって雰ふん囲い気きを悪くしてもしょうがないじゃないか。ほら、俺って空気読めるやつだからさ。

　ハハ。

　アハハハハ、面おも白しろいだろ。

　……どうした、笑えよ。

〝面白いのはいいけど、イタイのはちょっと……〟

　そうして闇やみからも見放される。

　学生の頃ころは修学旅行の班決めとか、もっと上う手まく交ざれてたんだけどなー。最近はテレビもほとんど見ないし、流は行やりの音楽とか知らないし、スポーツなんて昔から興味ないし、そもそも目付き悪いし……。

　そうして失意の泥どろ沼ぬまにずぶずぶと沈しずんでいくヒデオであったが、捨てる神あれば拾う何かあり。

「やあ、同志川かわ村むらヒデオ君」

「……」

　声をかけてきたのは、これまた何人かの男女からなるグループであった。

「同志、いま睡蓮さんにフラれましたね」

「いや……」

　フラれる以前の問題だった気がするが。

「いやさその悲しみ、肉眼でも観測できそうな先ほどの負のオーラ。皆みなまで語らずとも結構」

　男が言った。

「我々は意中の相手をものにできなかった同志の集まりである〝I like Community of love-less and dance〟、略して『哀・殺す団IColossdan』のメンバーなのだ」

　女が言った。

「こうして和わ気き藹あい々あいとコンパグループを結成した振ふりをしながら、あなたのような同志を探していたところなのです」

　自然な振る舞まいでヒデオしかいなかったテーブルに座り始めると、一人が語り始めた。

「これは我々、哀・殺す団が極ごく秘ひに摑つかんだ情報なのだが、総そう帥すいはこの後、とあるイベントを画策しているのだ。その名もお化け屋や敷しきで吊つり橋ばし効果大作戦……おお、口にするのもおぞましい企き画かく名だとは思わないか、同志」

「……」

　こういう口調を聞いていると、見た目は渋しぶ谷や辺りにいそうなハンサムでも覆ふく面めんの人なんだなぁと実感する。

　お化け屋敷とは言わずもがな、ハラハラドキドキするものである。吊り橋効果とは、そうした状じよう況きよう下かでの緊きん張ちようによる胸の高鳴りを、相手に対する恋れん愛あい感情からのものと錯さつ覚かくしてしまうことである。

　ある女が、はすっぱな様子で言った。

「そこで女どもはここぞとばかりに男に縋すがり付き、男どもはここぞとばかりに強がってみせるのです」

　いやーん、こわーい。

　ハハハ、大だい丈じよう夫ぶ、作り物だって。

　あなたってとっても頼たよりになるのね。

　君こそとても可愛かわいいよ。

　そうして見つめ合う二人は……。

（……）

　憤いきどおった様子で哀・殺す団の面々は語る。

「こんな昼の明るいうちから、清く正しい合同コンパをなんだと思っているのか」

「全くもって不潔です」

「勤労という社会人の本分を忘れている」

「怠たい惰だな愛あい欲よくに溺おぼれる豚ぶたどもめ」

「歴史と栄光ある魔殺商会にあるまじき退たい廃はい主義者だ」

「制裁よ」

「天てん誅ちゆうだ」

「否いな」

　ヒデオは低い声で呟つぶやいた。

「これは、戦争だ」

　おおぉっ……。

　さすが社長のお眼鏡に適かなった男だと、哀・殺す団の面々は感かん嘆たんし、息を吞のんだ。

「先に痴ち態たいという名の宣戦を布告したのは向こうのはず。ならば。我々は、独り身が悪であるなどという人道にもとる価値観を掲かかげ人権を侵おかさんとする侵しん略りやく者どもに対し、これを防衛する権利がある。否、これは義務であり、即すなわち……聖戦なのです」

　おおおおおっ……。

　そうとも、先にケンカを売ってきたのは向こうなのだ。連中は一皮剝むけば少女マンガ風の爽さわやかイケメンハンサムＧＵＹの分際で、わざと全身タイツなんてふざけた格好をして道化を演じながら、それを「バカジャネーノ？」と笑うモテない男を……この自分を、あの覆面の陰かげに隠かくれて「メツキワルスギナンジャネーノ？」と嘲あざ笑わらっていたのだ。

　まさに悪あつ鬼き羅ら刹せつが如ごとき許されざる所行。

〝ヒデオ、また悪いオーラが……〟

　三千世界に亘わたる闇と契けい約やくしてるんだから当然だろうが。心配することはない。

〝人を呪のろわば穴二つって言うわよ〟

　呪いか、それはいい。いざとなったらお前にも存分に暴れてもらうとしようか、ロソ・ノアレ。

〝私じゃなくて本体を呼ぶのね？　契約だからいいけど、天軍が出てきても知らないわよ……〟

「素す晴ばらしい、さすが同志川村ヒデオ君。まさに聖戦の名こそ我々の戦いに相応ふさわしいものだ」

「予定ではこの場で仲良くなったカップルが、一組ずつお化け屋敷に向かうこととなるはずです。あぶれた者は敗者としてこの場に取り残されるでしょう……」

「我々はこれから脅おどかす側と入れ替かわり、殺す側となる。同志も隙すきを見てこの会場を抜ぬけ出し、裏口に来てくれたまえ」

「ああ。了りよう解かいした」

　哀・殺す団は頼たのもしい味方を得た満足そうな表情でその場を後にした。

　少しすると彼らが言った通り、鈴蘭が再びマイクを持った。

《えーと、そろそろみんな気の合いそうな人は見付かったかなーっ!?》

　おーっ。

（……。けっ）

〝けっ、て……〟

《じゃあこれからそんな二人の仲をぐっと親密にするために、ちょっとしたイベント、ゲームを始めようと思いまーす！》

　わー、わー、ぱちぱちぱち。

《じゃあ最初に、二人一組のペアになって、ここにあるクジを引いていってねー！》

　わいわいがやがやきゃっきゃうふふと。

　和なごやかに盛り上がる参加者一同をよそに、隅すみっこで妬ねたましい妬ましいとドリンクをすすりつつストローを歯は嚙がみするヒデオ。

　向かう先に哀・殺す団が待ち受けているとも知らずに吞のん気きなものよのぉ。

　ではこの隙に、自分もそろそろ裏口の方へ……と、立ち上がったときだった。

「ヒデオ」

　振ふり返ると、睡蓮だった。

「その……、お前は暇ひまなのでしょう」

「あ……」

「わたくしも……つまり、勘かん違ちがいしないように。ただの先せん輩ぱいであり後輩なのですから、そういうのではなく、〝こんぱ〟ではこの先、どうやら二人組でなければいけないようですので」

　……。

「べ……別にわたくしが相手では嫌いやと言うなら、無理にとは言いませんが……」

「あ、いや。そんな、ことは……」

「で……では行きますよ」

　さようなら、哀・殺す団。君たちのことは一生忘れない。

〝……ほんとに現金ねぇ……〟

　勝てば官軍と申しまして。先輩だろうと後輩だろうと同どう僚りようだろうとなんだろうと、この世せ知ち辛がらい世の中では相手がいる者が勝ち組なのです。それ以外は負け犬なのです。

　そうして何とも不器用な形ではあったが、とりあえずのペアとしてクジを引きに行く。

　クジの箱を持った鈴蘭が、ヒデオと妹を見て言った。

「ま、そうなるよね」

「何がでございますか」

「いやいや、こっちの話。さ、引いて引いて。これはただの順番決めのクジだから」

　言われてヒデオが引いた紙には、16と書かれていた。

「じゃあ最後、長谷部先輩どうぞ」

「ん？　ああ、俺が引いていいのか」

　他はみんな社員同士。必然、鈴蘭と翔希がペアになるらしい。

　全員にクジが行き渡わたると、鈴蘭が再びマイクを持った。

《はーい、じゃあみんないいかなー!?　それじゃあイベントの説明を行います……》

　鈴蘭が声こわ高だかに言う。

《その名も『お化け屋や敷しきで吊つり橋ばし効果は本物か!?　ドキドキハラハラ死……恋こい心ごころ証明大作戦地じ獄ごく』だぁっ!!》




　シィン……。




（……）

　なんか、さっき聞いた企き画かく名とところどころ違ってませんか？　というか、死、って言わなかったか今。

《恋に障害はつきもの！　みんながここで楽しくおしゃべりをしている間に、館やかたの中はビックリドッキリお化け屋敷に早変わり！　ハリウッド映画の主人公になったつもりで幾いく多たの困難を乗り越こえ、どこかに隠かくされている仲良し証明書を死な……五体満足に手に入れてこよう！　ね、とっても簡単でしょ？》




　シィィン……。




《……ん？　どうしたオマエら。元気と返事がないぞ？　せっかくこの私が直々にお膳ぜん立だてしてやったのに》

　社員の誰だれかが挙手して言った。

「いや、あの、総そう帥すい……これ、コンパ……ですよね？」

《もちろんこれはコンパで私は総帥でオマエらは私が行けと言ったら二つ返事で死にに行く栄光ある魔殺商会社員なわけだが……それがどうかしたか？》

　そう言った鈴蘭の最後の笑え顔がお、目付きがやばいほど怖こわい。食い下がって言い返せる者などあるはずもない。

　地獄。死。五体満足。そしてハリウッド。

　やると言ったら本当にやる。物ぶつ騒そうなことほど面おも白しろがって簡単にやる。そんな鈴蘭の性格を知っているのだ。

　それまでよさげな雰ふん囲い気きだった男女が、さりげなくそそくさと離はなれ始めていた……が、鈴蘭がパチンと指を鳴らすと、館から出てきた特別よく訓練された全身タイツと銃じゆう器き武装のメイドたちが、それを元通りくっつけ始める。

「ふはははは、残念だったな！　総帥が仕事サボってコンパなど甘ったれたことをお許しになるはずがあるまい！　というか俺たちに仕事押し付けやがってこの野や郎ろう！」

「人前で覆ふく面めんとメイド服を脱ぬぎ捨てるような不ふ貞てい淑しゆくな社員には再教育を施ほどこすようにとの仰おおせだ！　さあ来い！」

《拒こばむ者は夏のボーナスなし！　ただし万一生きて仲良し証明書を持ち帰った者にはカップル成立のお祝いにデート代百万円くれてやる！　せいぜい治ち療りよう費や葬そう儀ぎ代で消えてしまわないように頑がん張ばれ諸君ッ!!》

　だからどうしてこういうノリになるんだろうこの人は。それでも現金が手に入ると聞けば、自や棄けになって覚かく悟ごを決める者も多い。

「くそう、こうなったら何が何でも生きて帰って、俺たちの披ひ露ろう宴えんにあの悪逆非道な総帥を呼んでやるんだ！　これでもかってくらいご祝しゆう儀ぎをふんだくってやるんだ！」

「ええ、そうね！　とりあえず百万円で海外へ新しん婚こん旅行の下見に行くのもいいわね！」

（……）

　なるほど。ただ合コンだってのに、命がかかれば結婚にまで話が飛ひ躍やくするものか。その日出会った同士が事件解決の頃ころにはキスをしているハリウッド映画もそういうものだし。

　さっそく最初のカップルが、いつの間にか全すべての窓のカーテンが閉め切られた館に入るが……五分もした頃、爆ばく音おんと断だん末まつ魔まのような悲鳴が聞こえてきた。二組目がひいぃと小さな悲鳴を上げながら、館の中に押し込まれる。

〝……無茶苦茶な会社だわね……〟

　たぶん、百万円を元手に別の仕事を探す方が幸せになれるのではなかろうか。

〝で、我らが魔ま眼がん王おう陛下は睡蓮にいいかっこ見せられるの？〟

（……）

　ちらりと横の睡蓮を見る。

　さすが、悲鳴や爆音ごとき微み塵じんも恐おそれている様子がない。そんなヒデオの視線に気付いたように、睡蓮がこちらを向く。

「なんです」

「いや、なにも」

　目なんて毎日の道場で合わせているのだが、何だか慌あわてて顔を逸そらしてしまう。

〝ベタねえ……〟

　うるさい、黙だまれ、こう見えても二次元でならそれなりモテた人間だ。ここから本気出す。

〝はいはい、お邪じや魔までした。じゃ、あとは一人で頑張ってねー〟

　あ。ちょっと。待って……。

「次！　十六番の者！」

　あっという間に順番が回ってきて、全身タイツに呼び付けられるも、面めん食くらったのは向こうの方。

「あの……総帥？　睡蓮さんもこのバケモノ地じ獄ごくに？」

　お化け屋や敷しきなんとか大作戦地獄が嫌いやな略され方をしている。ともあれ、これは手加減をしてもらえるチャンスではとヒデオは口を開きかけたのだが。

「ああ、うん、いいよ？　みんな平等に」

　姉がこう言えば。

「手加減は無用です」

　妹もこう言う。

「さ、行きますよヒデオ」

「……」

　またどこかで男女の奏かなでる断末魔のような悲鳴が聞こえてきた。




　　　　④




　鈴蘭は本当に手を抜ぬくということを知らないらしく、厚いカーテンに閉とざされ目張りまでされた廊ろう下かにはぽつぽつと蠟ろう燭そくの薄うす明あかりが灯ともっているだけ。床ゆかの上にはわざとらしく埃ほこりを積もらせ、上を見れば来たときにはなかったはずの蜘く蛛もの巣す、壁かべ際ぎわにはボロ布やら怪あやしげなオブジェやら、飛び散ったようなどす黒い何やら、とかく雰囲気は抜ばつ群ぐんであった。

「とにかく先へ進めばよいのです」

「あ……、ああ。そう、しよう」

　平然と歩き始める睡蓮の後ろを……いや、後ろをついて歩いても仕方がないので、せめて横を遅おくれないように歩く。

「ひゃっはー！　お化けだぞージバごぶっ!?」

　奇き声せいと共に突とつ如じよドアから飛び出してきたシーツを被かぶった全身タイツに、睡蓮がカウンターで当て身を喰らわせた。いや、お化けはいいが問題は手に持っていたレバー付きの丸いもの。お化け役の全身タイツが部屋の中まで吹ふっ飛んだ直後、ズドン、と鈍にぶい爆発音が聞こえてきた。

　冷たい眼まな差ざしで睡蓮は一言。

「……自じ爆ばく霊れいとでも言うつもりだったのでしょう」

「……。ああ。なるほど」

　お互たがいさして突つっ込む気にもなれず、ふしゅううと煙けむりを噴ふくようなお化け役を放置したまま先へ進む。

「霊への冒ぼう瀆とくです」

「確かに。そんな、気も」

　カタカタカタカタ……。

　今度は廊下の奥から、何かが近付いてくる音がする。蠟燭の明かりだけでは、それほど遠くまでよく見えないが……。

「キシャアアアアアアアアアアアアアッ！」

（!?）

　生体と機械の融ゆう合ごうしたギーガーの意い匠しようのような何かが、凄すさまじい雄お叫たけびと共に猛もう然ぜんと走り寄ってくる。

　しかもデカイ。マザー級の大きさ、速度から言ってぶつかったら牛馬に撥はねられるどころの騒さわぎではない。

「睡蓮、逃にげ……！」

　きゅんっ。

　睡蓮は一歩も引かず、どこからか呼び出した弓矢を手にした。顎あごを広げたエイリアン状の口こう腔こうめがけて矢を放つ。ばしゃん、と蛍けい光こう緑の液体が派手に飛び散る。

　さすがに、それが強酸性ということはなく。

「子こ供ども騙だましの作り物です」

「……、いや……」

　残ざん骸がいをよく見ると、確かにボルトナットの類たぐいが見えたが……子供騙しはあんなに元気に走らない。

「これは、あのどくたーによるものでしょう」

　ああ。そうか。こういうのも作れるのか。というか、ドリル人間とかきっと冗じよう談だん抜ぬきなんだろうな。ならなくて本当によかった。

　少し進むと、その廊下は行き止まりになっていた。代わり、横手に階段がある。どうやら通路を塞ふさいでわざと一本道にしてあるようだ。随ずい分ぶんと広い館やかたのようなので、道に迷わずに済むのは有り難がたい。しかし逆に言えば、先ほどの自爆霊や偽にせエイリアンのような仕し掛かけも避よけようがないということ……。

（……）

　一階でこの力の入れようか。

　二階から先はどうなってるんだ。




　　　　◆




　ひたっ。ひたっ。ひたっ……。

　二階を歩いていると、またしても何か不気味な足音が近付いてくるのが聞こえた。今度は背後からだ。

　ひたっ。ひたっ。ひたっ……。

　逃げるべきだとヒデオは思ったのだが、睡蓮は振ふり返ったまま動かない。なるほど、背を見せるよりは迎げい撃げきする腹積もりなのだろう。

　ひたっ。ひたっ。ひたっ。

「っ……」

　暗がりの中から、ぬうっと姿を現したのは……巨きよ大だいなぬいぐるみのようなペンギンだった。

「なんです。やはりイワトビですか」

「ぐぎゅるぐぅぐぇっけ。ぐぎるえええええっー！　ぐえーっ！　ぎゅぐぇーっ！」

　ペンギンがやたら背せ伸のびをしてバンザイをしているように見受けられるのは、ひょっとして脅おどかそうとしているのだろうか。

「なんですそれは。なぜわたくしがお前如ごときに恐おそれ戦おののかねばならぬのです」

　何だか会話し始めたが。

「……まあ。これも、作り物と」




　スペーン!!




「ぼうっ」

　薄うすっぺらい羽根にぶん殴なぐられたヒデオは、錐きり揉もみ打ってその場に倒たおれた。そのまま、ひたりっ、と水みず搔かきで頭を踏ふみつけられてしまう。

「ぎゅるえぇっぐ、きゅうげるぅ」

　水鳥の高貴な羽う毛もうに気安く触さわるなこの猿さるが！　と言っているのだが、精せい霊れいの声が聞こえてもペンギンの声を理解できる理由はない。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ヒデオ！　足をどかしなさい！」

「ぎゅうげっ、ぐえっぐえっ」

　途と端たん、睡蓮の目付きが険しくなる。

「ほう、ではお前の羽根を全すべてむしって布ふ団とんに詰つめてやりましょうか!?」

「ぎゅぐっ……!?」

「そうして皮は焼き、肉は煮に炊たき、軟なん骨こつは唐から揚あげにしてやりましょう！」

「ぐぅ……げぐぅ、ぐえっく！」

　私は脂し肪ぼうばかりで美う味まくない、姉し妹まい揃そろってなんたる食い意地だ……と言っているのだが、ヒデオには理解不能。

　ようやく、頭にのし掛かかる結構な質量から解放された。

「……これ……というか。彼か、彼女か、わかりませんが……」

「姉上の友人で、この屋や敷しきに棲すみ着いている怪かい鳥ちよう、皇こう帝ていイワン・トビノフスキーです」

　コウテイペンギンなのかイワトビペンギンなのか。

「正しよう真しん正しよう銘めいのバケモノなので、みだりに手を出さぬように。啄ついばまれますよ」

「ぎゅうえっ、ぎゅるぐっく」

　……。

「あ……。あの……、はい。どうも」

「ぐえっく！」

　ひたりっ、と水搔きでヒデオのすねを蹴けっ飛ばすと、流線型のなで肩がたをいからせるようにして去っていってしまった。

　……言葉がわかんないんだからしょうがないじゃん……。

　対照的に肩を落として、ヒデオは睡蓮と再び歩き始める。

「怪け我がはありませんか」

「……ああ。それは、全然」

　しかしなるほど、あんなのが出てくるのではバケモノ屋敷というのも頷うなずける。

　ただのお化け屋敷なら、自分の浮うかぶ瀬せもあろうものだが。

「その……さっきから、助けてもらってばっかりで」

「……気にすることはありません。全ては姉上の不徳によるところなのですから」

　そう述べた睡蓮の声こそ、珍めずらしくどこか疲つかれたような様子であった。

「正直わたくしは、このようなものの何が楽しいのかが理解できません。そのようなことに、こうして大勢を巻き込んで……」

　多少は自重して欲しいということか。

「聞けばお前もなんとかいう大会で、随ずい分ぶんとひどい目に遭あわされたのでしょう」

「……そうでも、ない」

　ヒデオが言うと、立ち止まった睡蓮は意外そうに振り返った。

「しかし何やら姉上たちにこき使われたり、一月も地ち下か牢ろうに閉じこめられたと……」

「確かに、大変なこともあった。でも、今は。それで良かったと思う」

　勝ったから自分はそんなことを言えるのだろうか。確かに死んでしまえとは何度も思ったが……それでも。

「……少なくとも。何もなかったよりは、ずっといい」

「何も……？」

「そう。何もないよりは、何かあった方がいい」

　アパートに引きこもっていたあの二年間と。つらくても、目の回るほど色んなことがあったあの二ヶ月間と。その両方を知っている。だから言える。

「君の、お姉さんは。その何かで、みんなを楽しませる天才だ」

　だから。社員たちは……いや、それに限らず彼女を知っている者たちは皆みな。彼女を慕したっているのに違ちがいない。

「……お前が姉上を許してくれるのは、では百歩譲ゆずって良しとしましょう」

　身内にも厳しいのか……とヒデオは半ば感心した。まあ鈴蘭も時折ツッコミどころのある人だから、睡蓮の性格なら当然かも知れないが。

「しかしわたくしは、そういう柄がらでもありません。わたくしのように和服で正座ばかりしているような古い者は、欧おう米べい人の体型に合わせた洋服も似合いません」

（……。）

　いつの時代の話だ。

　でもまあ、彼女らしいというか。

「僕の。見た、ところでは」

「なんです」

「いや……つまり。とてもよく似合っているかと」

　睡蓮はそっぽを向くように前を向き、歩き始めてしまった。

「おだてれば何か出るとでも」

「いや……、その……」

　これはまずい。好感度を下げてしまったか？　ヒデオは慌あわてて追いかける。ここで置き去りにされたら、それこそ生せい還かんできる可能性がなくなってしまう。怒おこらせて見捨てられるような事態だけはあってはならない。

　バッドエンドとゲームオーバーは似て非なるもの。だと思う。たぶん。この場合。

「つまり。君は、みんな退けてしまったが。あんなに大勢、声をかけてきた相手がいたわけで」

「どうせわたくしが姉上の妹だからと気を遣つかったのでしょう」

　そういう受け取り方をしていたか……そりゃ鉄てつ壁ぺきなはずだ。

「所しよ詮せんわたくしとは姉上の妹であるか、名護屋河家の当代でしかありません。一体誰だれが、本当のわたくし自身を見ているというのです。今回のことでそれを改めて思い知りました」

　なおのこと彼女は、良き悪しきを見み極きわめる目を持っている。声をかけた当人たちにその気はなくても、そういう節がわずかでもあると睡蓮には鼻に付いたのかも知れない。

（……否いな）

　あるいは一人でいる睡蓮を純じゆん粋すいに気き遣づかおうとする心を、そうした彼女の誤った心のフィルターが曇くもらせていたのではないだろうか。誰も自分など必要としていない、と思って心にフィルターをかけてしまえば……目に見える世界、全てが空くう虚きよとなってしまうように。懸けん命めいに誘さそってくれる彼らの笑え顔がおが、空々しく映ってしまっていてもおかしくはない。

「……本当も偽にせ物ものもない。君は、今そこにいる君しかいない。それが偽物だというのなら、誰しも君のように目がいいわけじゃない。自分自身で、本当の自分を見せようとしなければ」

　言いながら。

　ああ、これって自分自身にも当てはまるなぁ、とか鬱うつに入りそうになる。ただ目付きの悪いだけの魔眼王じゃないんだ。実はもっと気さくなフレンドリーなヤツなんだと……。

「見せているつもりです」

　また途と端たんに立ち止まった睡蓮が振ふり返る。声こわ色いろと目、少なくない険が籠こもっている。

　もろに裏目。

　でもわかる。そう、見せてはいるつもりでも、誰も理解はしてくれないのだ。見せるだけではだめなのだ。

「なら。わかった」

「何がです」

「少なくとも、僕は。いま見ている君が君自身だとわかった」

　睡蓮が、少し意外そうな顔をする。驚おどろいたとも、気付いたとも言い切れぬが……何かを感じはしてくれた。心のフィルターのどこかには引っかかってくれたような。

「見せてもだめなら、そうして言えばいい」

　否。

「言わなければ。だめなんだ」

「……言ってもだめなら」

「……それは……、諦あきらめよう」

　睡蓮が小さく嘆たん息そくして、肩かたを落とした。

「いい加減なものですね」

「あ、いや。書いて伝える、という手も」

「もう結構です」

　再び歩き始める。

〝あらら、残念……よさげな感じだったけど、なかなかゲームみたいにはいかないものね〟

　当たり前だ、現実でもあれだけ即そく座ざに選せん択たく肢しが出てきて悠ゆう長ちように選んでる時間があったらどんなに楽なことか。

（……）

　今の失敗だけが頭の中をぐるぐるとして、他ほかに話すことも思い浮うかばない。

　通路の行き止まりにドアがあった。

　開けると、部屋の奥にもう一つ扉とびらがあるのだが……その向こうが階段だろう。どうやらこの部屋は元々の踊おどり場ばを壁かべで固めて、密室に仕立ててあるらしい。

　部屋は廊ろう下かよりも一層暗く、シルエットでしかわからないが、その中央には西洋風の棺ひつぎが置かれていた。

　バタン！

　音にすくみ上がったヒデオが振り返ると、ドアが閉とざされていた。慌てて駆かけ寄るがノブを回してもすでに鍵かぎはかけられた後。お約束的展開ではあるが、自分がその立場となると洒落しやれになっていない。何しろここで自じ爆ばく霊れいでも出てこられた日には、逃にげ場がないのだ。

　ゴロゴロゴロ……ピシャーン！　ガガーン！

「……。」

　明らかにスピーカーかららしい耳をつんざく雷らい鳴めいに合わせ、明らかに電灯らしい青いライトが明めい滅めつする。ギイィィィィィ……と不気味な軋きしみを立てて開かれる棺の蓋ふた。

「フハハハハハハハッ……!!」

　響ひびき渡わたるこの、世のものとは思えぬ哄こう笑しよう。棺の中で眠ねむっていた、マント姿のガイコツが起き上がる……！

「今度はお前ですか、リッチ」

　睡蓮が言うと、微び妙みような間が空いた。

「……少しは驚きたまえ。せっかく人が黄金バットのコスプレをしているというのに」

「お前のようにシルクハットを被かぶった黄金バットがいますか」

「ふぅむ……やはり金粉ではなく、葉は月づきの助言に従い金メッキ処理にしてもらうべきだっただろうか」

「どちらにしても暗すぎて色などわかるものですか」

　ガイコツが杖つえを一ひと振ふりすると、部屋が明るくなった。
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（……）

　驚くべきことには、肋ろつ骨こつもどこもスッカスカの、本当に金粉を塗ぬっただけの骨格標本。正しよう真しん正しよう銘めいのスケルトンであった。いや、魔物としてであればあの都市のダンジョンにもいたのかも知れないが……。

「そもそも黄金バットは正義のひーろーであり、お化け屋や敷しきの出し物に出てくる程度の安っぽい怪かい物ぶつとは違ちがうのです」

　ガイコツはマントの懐ふところから取り出した葉巻をくわえると、杖の先に灯ともした魔法のような灯ともし火びで火を点つけた。肺もないのにどういう仕組みかわからないが、目鼻耳の穴歯の隙すき間まといい、頭ず蓋がい骨こつのそこかしこからもくもくと、そして悠ゆう々ゆうと。紫し煙えんをくゆらせる。

「ファンなのかね、黄金バットの」

「日本人ならばバットマンではなく黄金バットです。スヌーピーではなくのらくろです。そうでしょうヒデオ」

　え？

（とりあえず話を合わせておけば？）

「あ……、はい……、もちろん」

　どちらにせよ、耳にしたことがある程度の伝説的な作品としか知らなかったが。

「ほう、君かね？　アーリマンと契けい約やくしたという噂うわさの青年は」

「は……、いえ……そう、大した者では」

「やれやれ、そんな二人が相手では脅おどかし甲が斐いもない。そこのドアの鍵は開いているから、通りたまえ」

　そう言ってガイコツは棺に横になり、元のように蓋を閉めた。すぐにゴホゴホと咳せき込みながら、燻くん製せい機のようになった棺かん桶おけから葉巻片手に飛び出してきたが……。

　まあ、とりあえず先へ進む。




　　　　⑤




　三階に辿たどり着いたところで、彼らがいた。

「……同志、川村ヒデオ。これは一体どういうことだ？　我々は悪い夢でも見ているのか？」

　覆ふく面めんを被っているのでわからなかったが、声と、話と、メイドの顔から哀・殺す団の面子メンツであることはすぐわかった。

（……）

　というか、彼らのことをすっかり忘れていた。

「そのままイチャイチャしていたのでは、君もフォースの暗黒面に囚とらわれ愛あい欲よくの海に溺おぼれ死んでしまうんだぞ!?」

「あなたは錯さつ覚かくしているのよ同志！　その目付きの悪さのせいで今まで一体何人の女にフラれたか忘れたわけではないでしょう!?」

　ぷちっ。

「女として誓ちかって言うけど、少なくともまともな女ならあなたを選んだりはしないはず！　というか私ならあなたはない！」

　ぶちっ。

「そうして血も涙なみだもないような目に柄がらでもなく心の汗あせを浮かべてこの世界を呪のろったあの日々を忘れたというのか!?　今ならまだ間に合う！　さあ、俺たちと一いつ緒しよにこっちへ……！」

　きりきりきりっ……ぷつん!!

「黙だまれ。独り身同士が傷を舐なめ合うだけの負け犬どもめ……愛とは正義であり正義とはジャスティスだ。この隣となりにいるお方を誰だれだと心得る。名護屋河家第四十四代当代美人お嬢じよう様さま巫み女こ退魔師にして貴様らの主あるじたる名護屋河鈴蘭総そう帥すいの妹君で宮く内ない庁ちよう神しん霊れい班の先せん輩ぱい様だ。勝ち組であるこの僕に楯たて突つく権利も義務も自由も資格も責任も貴様ら負け組になどあるものか。この、敗北主義者めっ……！」

　ははは、ははははは、はははははははははっ……。

　いつもなら心で叫さけぶところを全部口に出して言っちゃいましたよ。

　どうしよう。

〝なんか最近沸ふつ点てん低いわね、ヒデオ……〟

　偉い大だいなる闇やみのお力で時間を巻き戻もどすことはできませんか。

〝無理無理〟

「う……裏切ったな！　裏切り者め！」

「羨うらやましくなんかない！　巫女服を着ていない睡蓮になぞ興味はない！」

「そうよ、そっちこそ目付きの悪い者同士のあぶれた者同士、傷の舐め合いでしょうに！」

　ヒデオと同じ分だけ、睡蓮の目め尻じりも吊つり上がってくる。

　片や聖せい魔ま杯はいでの生ける伝説。片や神殺しの当代である。二人分の眼光に気け圧おされて、さしもの哀・殺す団もじりと後あと退ずさる。

「に、睨にらむだけで通れると思ったら大間違いだ！　幽ゆう霊れいさん！　幽霊さーん!!」

　覆面の一人がそんなものを呼び出した。

　通路の右の部屋から、真っ黒い三角頭ず巾きんに黒い衣い装しようの何者かが飛び出してきた。

「じゃじゃじゃーん！　みんな大好きロケットランチャー幽霊っすぅ!!」

　そんな名前の幽霊は聞いたこともなかったが、その女の声はなんかどこかで聞いたことがあった。彼女がトリガーに指をかけたときには、睡蓮も弓を引ききっていた。

「って待つっすよ。睡蓮さんとヒデオさんじゃないっすか」

「クラリカですか。なんの真ま似ねです」

「だからロケットランチャー幽霊っす～。うらめしや～」

　ロケラン抱かかえたまま、左右に揺ゆれる。

　自じ爆ばく霊れいといい、なんかもうやっぱり霊を馬ば鹿かにしていないかこの人たち。

「鈴蘭さんから来た端はしからぶっ放せと言われてるっすけど……」

「撃うつなら射ますが」

「あ～……じゃあ撃たないっす。そこまでの危険手当はもらってないっす」

　ちょっ……、と止めようとする哀・殺す団だが、クラリカは気にしない。

「はぁ～、しかしあのヒデオさんが睡蓮さんとっすか。人の好みなんてわからないもんっすねぇ……いやはや、世の中よくできてるというか」

　クラリカは一人で何やら納なつ得とくしながら、元の部屋に戻ってしまった。

「……まあ、待つの」

　今度は左の部屋から。ロケットランチャー幽霊を小こ柄がらにしたような黒頭巾が、長細い鈍どん器きのようなもの片手に現れた。

「おお、あなた様は！」

「金属バット幽霊さん！」

「金属バット幽霊さんだ！」

「お待ちしておりました金属バット幽霊さん！」

（……。）

　もういいや。

「次から次へと……、今度はリップルラップルですか」

　ノー、ノー、と頭巾が左右。

「金属バット幽霊なの。いつものミズノではないの。打つ、叩たたく、殴なぐるに加えて、破は壊かいし、殺害することまで可能になった一ひと振ふり五役のこの」

　きゅかんっ!!

　睡蓮の放った矢が、幽霊の掲かかげた金属バットを貫かん通つうし、そのままどこへやら弾はじき飛ばした。

　こくこく、頭巾が頷うなずく。

「一本で終わりだと思ったら大間違いなの……！」

　金属バット幽霊が両手を広げると、その手に瞬しゆん時じに二本の新たな得物が現れる。

「妖よう罰バツ斗ト美み頭ず乃の、怪かい罰バツ斗ト江え洲す江え洲す景けい、二本の金属バットが奏かなでる妖よう怪かいの妙みよう技ぎ、とくと味わうがいいの。必殺……」

「死ね」

　突とつ如じよ天てん井じようにぽっかり空間が開き、ブレザー姿の赤い髪かみの少女が急降下キックの形で降ってきた。まっすぐ伸のばした足の踵かかとに脳天を打たれ吹ふっ飛んだリップルラップルが、スーパーボールのようにどかすかと壁かべに反射する勢い。

「ぎゃふっ!?」

「ぎえっ！」

「ひあっ!?」

　哀・殺す団の面々も巻き添ぞえ食ってなぎ倒たおされ、クレーターの真ん中にはマリアクレセルが一人。頭巾の脱ぬげて目を回しているリップルラップルへ向け、無表情に言い放つ。

「いい歳としして人の恋こい路じの邪じや魔まを邪魔する奴やつは馬に蹴けられて億千光年。そうして姉さんが恥はずかしいと私の恥はじなのでやめてください」

　さすがに応こたえたのか、バットを杖つえ代わりのようにしてようようリップルラップルが起き上がる。

「いい歳はお互たがい様なの。そうやって身内を恥と思う心の方が恥ずかしいと気付くべきなの」

「限度があります」

　それからふと、ヒデオに気付いたように振ふり返る。

「ウィル子は天界で頑がん張ばっています。あなたも」




　すぱがぁっ!!




　真後ろからリップルラップルの二に斗とう流りゆう妙技が炸さく裂れつ。後頭部を直ちよく撃げきされたマリアクレセルが、ヒデオと睡蓮の間を放物線抜ぬきの直線軌き道どうで通路の向こう側まで吹っ飛んでいき、壁にめり込んだ。

　追撃にものすごい勢いで走っていくリップルラップル。割とすぐ壁から抜け出し応戦するマリアクレセル。

「さすがに……」

　声にヒデオは、睡蓮を振り返る。

「あの二人を見ていると、行き過ぎた姉し妹まい喧げん嘩かは控ひかえようと身につまされます」

　……するんだ。鈴蘭と。

「うぅ……く……」

　そして倒れはしてもさすが魔殺商会社員。

「ふ、ふふ……行けよ、元同志……。今回は俺たちの負けだ……。だが忘れるな、俺たちが消えても、第二、第三の哀・殺す団がお前たちを……」

「……と、いうか」

　倒れた覆ふく面めんとメイドを見ながら、ヒデオは言った。

「せっかく男女、同じ数が揃そろっているのだから。同じ気持ちを分かり合える者同士、哀・殺す団内で合コンなど。してみればいいのでは」

「「「……」」」

　面々が、意表を突つかれたように顔を見合わせる。別段、反対意見もないようで。

　人はなぜ、もっと早くに気付けないのだろうか。戦いとは、いつも空むなしいものだ。

〝聖戦とか言ってた人間がよく言うわね〟

　あのときはあのとき。今は今。

　ヒデオと睡蓮は、ゴールというプレートのかかった部屋に進んだ。




　　　　⑥




「やはり君たちが一番乗りか」

　どうやら社長である貴瀬のオフィスのようだった。マホガニーのデスクや革かわ張ばりのプレジデントチェア、赤い色の絨じゆう毯たんに、絵画、観葉植物……一いつ般ぱん人が想像する社長室よりは、マフィアの親分がいるような部屋の様相である。

「リッチやイワトビーはともかく、リップルラップルとクラリカが張り切り始めた時点で、うちの平社員程度では辿たどり着けんと思っていたがな。金となんとか証明はそこにある、勝手に持っていけ」

　ワゴンの上に、ラミネート加工された免めん許きよ証しよう程度の大きさの仲良し証明書と、どっさりの札束が積まれている。いつぞやのチケット紙し幣へいではなく、本物の日本銀行券だ。相変わらず金銭感覚のおかしい会社だった。

「……どうした、いらんのか？　いや、そんなふざけた証明書がいらんのは俺もわかるが、社員じゃないからといって遠えん慮りよすることはないぞ」

「ですが……僕は、特に。何もしていないので」

　ヒデオは睡蓮を見る。

「わたくしとて、このようなものをもらっても使い道がありません。そもそも名護屋河家はお前如ごときから施ほどこしを受けるほど落ちぶれてはおりません」

「君も相変わらずだな……俺の金ではない、鈴蘭が用意した金だ」

「なおさら結構です。どうして姉妹の間で金銭のやりとりをせねばならぬのですか」

　貴瀬がめんどくさそうに肩かたをすくめ、ヒデオを見た。

「……と、いうわけだが。本当にいらんのか？」

「いえ。……正直、欲しいは欲しいですが」

　ご飯をおごってくれるとかならともかく、ここまでの大金となるとちょっと。あと、この会社絡がらみというのはなんか後が怖こわい。そう考えるとむしろ受け取りたくない。

「グランプリでの優勝を考えればその程度は当然の勝ち分なのだし、君にはそれくらいの器量はあるはずなのだがな……そういうことならいい機会だ、代わりのものをやろう」

「代わり。とは」

「大会が終わった際に、ランエボを置いていっただろう」

　ああ。ウィル子が運転したあのクルマか。

　そう言えば元の世界に帰っても、駐ちゆう車しや場じようも維い持じする金もないので結局返したのだった。

「で、今はアシを持ってないのだろう？」

「……そういえば。自転車を。買おうかと思」

「だめだ。アホか。バカか君は。何がエコだ環かん境きようだ減税だ。クルマとは本来金持ちの乗るものなのだ。二酸化炭素を排はい出しゆつする権利を俺たち金持ちが安くない税金という形で買ってやっているのになぜ叩たたかれねばならんのだクソが」

　なんか、クルマ好きの悪いところに入ったらしい。立ち上がって貴瀬が言う。

「そんなに環境が大切なら歩け。それが嫌いやなら現代人らしくクルマに乗れ。二酸化炭素の排出は禁断の実を食べた人類に科せられし第八の原罪なのだ」

「……」

　犬歯を見せてにたにた笑いながら、貴瀬が肩を組んできた。

「ならばクルマだろう？」

「いや……、それは。どうかと」

「そういうわけで丁度いま、うちに余らせているクルマがある。店先で買えば百万そこそこの出物だ、君にやろう」
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　ガレージに連れてこられた。魔殺商会の一部門、貴瀬が趣しゆ味みでやっている伊い織おりワールドトレーディングという中古車屋の在庫品らしい。結局のところ、聖魔グランプリで用意された車両もそうしたものだったそうだ。

　フェラーリ、ポルシェ、ランボルギーニといった素人しろうと目めにもオーラの違ちがうそうそうたるスーパーカーの他ほかにも……ミニやビートル、フィアット５００のような個性的な大衆車もある。逆に言えば、スポーツワゴンやミニバンのような、街中でよく見かける類たぐいのものが全くなかった。

　睡蓮が言った。

「屋根が開くものはないのですか、伊織貴瀬」

「……なぜ君がうちの在庫に注文を付ける、名護屋河睡蓮」

　この二人はあまり仲が良くないらしい。

「邪流伊織家の施しは受けんのだろう」

「貢みつぎ物なら話は別です」

　睡蓮は冗じよう談だんでもなんでもなく、本気で言っているようだった。

「俺はヒデオにやると言っているのだ」

「後こう輩はいのヒデオが乗るなら先輩であるわたくしが乗る機会もあります」

「君は確かセンチュリーを持っているだろう、センチュリーを!!　何が不満だ!?」

「あれは宮様から頂ちよう戴だいした公用車です!!　私事に使うことなどできるはずがないでしょう!!」

　つまり。

「いい機会なのでわたくしが自由に使えるクルマを一台寄よ越こしなさい」

「……君は免めん許きよを持っていたか？」

「ヒデオがいます」

　え……。え～……？

「毎日姉上や母上に送り迎むかえしてもらうのも気が引けていたところです」

（……）

　今度から赤の他人である後輩にそれをやれと？

「これなど良いでしょう。よく見れば屋根が開きそうではありませんか」

「アホか!?　千影に売った３０８と一いつ緒しよにするな、４３０だぞ!?」

「すたいりんぐもなかなかえっぢが利きいてしゃーぷ。それでいてくーるです」

「君は意味がわかって言っているのか？」

「気に入りました。これにします」

「話を聞け!!」

「お前は黙だまって名護屋河家に貢げばいいのです!!」

「黙って二千万持ってきたら俺も黙って納車してやる!!」

　値段を聞いてヒデオは噴ふいた。

　センチュリーも相当だが、その倍。いや、運転できないことはないだろうが、万が一ということもある。ぶつけたりしたら修理にいくらかかるのか。

「ヒデオ、君からの注文はないのか。運転するのは自分だぞ」

「は。あ、いや……僕としては、その。普ふ通つうの、軽自動車で充」

「あ？　なんだと？　ミニバン？　軽ワゴン？　低燃費でハイブリッドだと？　そんなものが欲しければどこぞのディーラーにでも行けば腐くさるほど置いてあるがうちにはない。帰れ」

「小さいのは狭せまくてうるさいので好みません。せめて屋根の開くものにしなさい」

　もうなんなんだこの人たちは……。

「そういうわけで、君にやろうと思っていたのはこれだ。なかなかシブイだろう？」

　貴瀬が示したのは、大おお柄がらなスペシャリティクーペだった。ジャンルとしては那な田たが乗っているレパードのようなものだが、もう少し大きいか。そういうのが流行だった、同じようなバブル期に作られた車なのだろう。確かにスポーツカーっぽくてカッコイイ。

「まあ、とりあえず今日はこれに乗って帰るといい。もらうのが気が引けるというなら、百万円分のレンタルということにしておいてやる」

　そう言って貴瀬にキーを手て渡わたされた。

「屋根は開かぬのですか」

「百万持ってきたら改造してやる！　いいから乗って帰れ!!」
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　しかし主しゆ催さい者しやである鈴蘭に断りなく帰るのもどうかと思い、元の中庭に戻もどってきた。大半はバケモノ地じ獄ごくでリタイアしてオシャレはボロボロ、包帯やら絆ばん創そう膏こうやらの姿になっていたが、それでも根こん性じようのある二組ほどが百万円と証明書をゲットしたらしい。

　今はビアガーデンのように電灯を吊つるされた中庭で、コンパの参加者も参加しなかった社員たちも、賑にぎやかにバーベキューを楽しんでいる。

　ヒデオは睡蓮の分の串くし焼やきももらってきて、同じテーブルに着いて食べ始める。さて、何を話したものか……ヒデオが思案していると、睡蓮の方から口を開いた。

「今日。一つだけ、驚おどろきました」

　？

　ずっと冷静そうな感じだったが。リップルラップルだろうか。それとも突とつ然ぜん現れたマリアクレセルだろうか。

「お前があんなに饒じよう舌ぜつな人間だとは思いも寄りませんでした」

「……いや。あれは、その」

「お前こそ、いつもああしてはきはき言えば良いのです」

「……。では、その。善処……しようかと」

「そうしなさい。そんな低い声で何を言えと言われても、脅おどされているようにしか聞こえません」

　……そうかー……。

　ヒデオはぐったりと肩かたを落とした。

　睡蓮が言う。

「ですが……、その、お嬢じよう様さまだとか、び……美人だとか、そんなのは言う必要はありません。そんなおべっかはいりません……どうせ、目付きの悪い者同士と言われる程度なのですから……」

「……」

　何がおかしかったのかわからないが。

　なんだかおかしかった。

　そうですね。そうしましょう。と、ヒデオは相あい槌づちを打つ。

「まあ、それを抜ぬかせば……確かに、何もないより、今日のことはあって良かったのかも知れません。次からは、もう少し自信を持って洋服を着ようと思います」

　言わなければ伝わらない。

「ああ。きっと、それがいい。僕は、そう思う」

　善処すると言った手前。

　とりあえずヒデオは、そうして素す直なおなところを言ってみた。
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　そんなヒデオと妹の様子を遠くから眺ながめながら、鈴蘭と翔希は同じテーブルにかけていた。

「なんだって？　じゃあ、何か……？　今回のこれは全部……」

　翔希が言うと、鈴蘭は頷うなずいた。

「あはは。まあ、全部睡蓮のためというか」

　京都の山深くで、神殺しの家の当代として厳格に育てられてきた妹。気き紛まぐれのように引き取られたのは睡蓮であったが、今にして思えば気紛れのように選ばれず、一度は捨てられた自分の方が、どれだけ〝今〟を楽しんでこられただろうか。

　妹は望んで当代の座にいるが、そうして必要以上に生き真ま面じ目めな性格が、なお厳格たらんと必要以上に自己を縛しばり付けている。

　義務教育程度は修しゆう了りようしていると妹は言うが、そういうのではないのだ。クラスの友達と男子生徒について噂うわさするとか、体育祭のフォークダンスで誰だれと一いつ緒しよに手を繫つないだとか、そういう、どうでもいい、下らずともあるべきものが、あの妹には何もない。

　そんなどうでもいいことすら許されず、そして彼女自身の当代としての使命感がそれを許さず、生きてきた。

「……余計なお世話だと思うんですけど。でも、長女のくせに妹に当代を任せちゃった姉としては、何だかそれが可哀かわい想そうで」

　里に下りて一緒に暮らすようになった今なお、生来のような性格は変わらない。神殺しというものが半ばの戦せん闘とう機械であることを背負い込み、自己を殺してしまっている。世の中の人々はもっと気楽に生きているのに、彼女はそれを知るほど良しとせず、世せ俗ぞく世俗と切り捨ててしまう。

　せっかくの社会勉強に勤め始めた神しん霊れい班も、同年代の男はほとんどいなかった。

　少なくとも、これまでは。

「そこで……ヒデオか。……ということはひょっとして、ヒデオに神霊班を勧すすめたのって……」

　鈴蘭は小さく頷く。

「えへへ。まあ、そういうこともちょっとはあります。実際、ヒデオくんて目付きが悪逆非道なだけで、内面はすごいポテンシャルを持ってると思うんですよね。たった一週間でしたけど、魔殺商会っていう朱しゆに交わって赤みも差さなかったというか。それに睡蓮もああいう性格だから、見た目で人を判断するってことはあんまりしないと思うし……」

　あんまりはしないが、度を超こえてひどいヒデオが初日にその見た目の悪さから思い切りぶん殴なぐられたことなど、この姉の知るところではなかった。

「でも……そういうことなら、ヒデオの気持ちもあるだろ？」

「それはそれ、別にお見合いってわけじゃありませんよ。睡蓮が将来どんな人を見付けるかはわかりませんけど……長谷部先せん輩ぱいだって学校の行事でやらされたフォークダンスで、たまたま一緒になった女の子と結けつ婚こんするつもりはないでしょう？」

「それはそうだな」

　つまりこれは、いやいやながらもそうして異性と接せつ触しよくするための機会。学生時代に誰しもが盛り上がる、恋れん愛あい談議の雰ふん囲い気きの場であり……ただ単にそういう行事でしかないのだ。

「で……そういう名護屋河は？」

「……言いませんでしたっけ。長谷部先輩だけが、いつまでも先輩のままだったって」

「……」

「決勝戦のあのとき、思ったんです。ああ、やっぱりこの人はかっこいいなぁって。きっと一生、私の憧あこがれの人なんだろうな……って」

　鈴蘭は、翔希が別れたことを知っている。翔希は、鈴蘭が別れたことを知っていることを知っている。

　翔希は苦く笑しようした。

「このタイミングでか……」

「悪の組織ですから」

　鈴蘭は、ずっと待っていた。

　翔希は、ずっと待っていたことを打ち明けられた。

「……なんて言えばいいんだか」

「別に、何も言わなくていいですよ。でも……バイクに乗るとき、もしも後ろが寂さびしいようならいつでも声をかけてください。お供しますから、長谷部先輩」

　憧れとはそういうもの。

　ただ一度、そうしてみたい。

　それが鈴蘭の望み。
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　アパートの駐ちゆう車しやスペースに、クーペが一台。

　身体からだ以上に気持ちが疲つかれたヒデオは、シャワーを浴びるとすぐに布ふ団とんに横になった。

「さすがマスター。というかさすが社長。またすごいのをもらってきましたね」

　横になりながらノートパソコンで馬ば鹿かな動画など眺ながめていると、ウィル子が出てきてそう言った。同じように忽こつ然ぜんと姿を現したノアレが聞く。

「あらウィル子、あれってそんなにいいクルマなの？」

「ユーノスコスモ20Ｂです。20Ｂです。大事なことなのでもう一度言いますが、13Ｂではなく20Ｂです」

　ヒデオが見ていたサイトが勝手に切り替かわり、自動車関連のサイトに飛ばされる。どうやらそのクルマのユーザーからの評価のページのようだ。




　スタイリングが最高。

　世界唯ゆい一いつの３ローター。

　振しん動どうがほとんどない。

　乗り心地ごこちがいい。

　内装が個性的。




「あらほんと。評判のいいクルマみたいね。よかったじゃないヒデオ」

　だがさらに読み進めるとこんな言葉もある。




　平均燃費４㎞／ｌはダテじゃない。

　渋じゆう滞たいにはまるとリッター１～３㎞。

　まるで戦車かと。

　ガソリンメーターが目に見えて下がっていく気がする。

　地球環かん境きようとお財さい布ふを気にしない方はどうぞ。




（……）

　ちなみに人気の最新型ハイブリッド車は、ガソリン１リットルで30㎞走れることを謳うたい文もん句くにしている。

「この３ローターコスモは排はい気き量は２０００㏄ですが、海外のある自動車雑誌のテストでは８０００㏄のアメリカ車よりも燃費が悪く、見事世界一燃費の悪いクルマの座を獲かく得とくしたこともあるようです」

　……。

「それは。壊こわれている、わけではなく」

「ロータリーエンジンという構造上、そうなるのですよー。利点は軽自動車にも積めるくらい軽量コンパクトにもかかわらず、天てん井じよう知しらずなほどハイパワーなところです。たぶん社長に注文すれば、１０００馬力ほど出るようになって戻もどってくるのではないかと」

　そんなお金はありません。

　……というか。

　これでもし本当に睡蓮を送り迎むかえすることになったら、ガソリン代って誰だれが……。

「「……」」

　胸の裡うちを読んだように、ノアレとウィル子がヒデオを指差すのだった。







　あとがき




　合コンなんて行ったことねーよ。

「作家になればやっぱりモテるんでしょ？」

「作家仲間でいいお店に飲みに行ったりするんでしょ？」

「女性作家と合コンしたりするんでしょ？」

　どこの大作家先生方と勘かん違ちがいしてるか知らんがこちとら妄もう想そう家の延長線上にあるだけの所しよ詮せんラノベ屋であって本書こうが貯ちよ蓄ちくができようがコミック化されようがヒキコモリは一生ヒキコモリなんだよ!!

　ラノベ屋って言葉、気に入って結構使ってるんですが流は行やりませんかね。流行りませんよね。

　つまり合コンは都市伝説なので神しん霊れい班に解決してもらいましたよかったよかった。

　あと売れればちょっとはモテると思っていた昔の俺はあれだ。うん。

　人気があるのは作品であってお前じゃねえ。わかったかこのド畜ちく生しようが。




　それはさておき。

　前作、『戦せん闘とう城じよう塞さいマスラヲ』のコミック版が「ヤングエース」誌上で連れん載さい中です。登場人物全員、可愛かわいくかっこよく笑い方が黒く若じやつ干かん一名常に目付きが悪く、本当に素す晴ばらしい原作再現度となっております。そして現在、なんと魔まつ殺さつ商しよう会かいメンバーが絶賛初マンガ化中！　これは感かん慨がい深ぶかい！　ドクターの円えん錐すいドリルが！　リップルラップルの金属バットが！　そして鈴すず蘭らんの貧……あ、いや、よかったね鈴蘭!!

『ミスマルカ興国物語』のコミック版同様、原作者がいつまでもニヤニヤニヤニヤと大はしゃぎする出来ですので、興味がある方はお近くの書店にてお買い求め頂ければ。ミスマルカ共々単行本化が待ち遠しいこの頃ごろですニヤニヤ。




　メディアミックスと言えば、去年の今いま頃ごろでしょうか。実はマスラヲのアニメ化なんて話もありました。これも生しよう涯がいに一度あれば奇き跡せきのようなお話だったのですが、こちらは誠まことに勝手ながら否定的に返事をさせてもらいました。と申しますのも、どう考えても１クールであの全五巻は収まらんだろうと。苦肉の策として提示された顕けん著ちよな一例を挙げますと「見せ場である五巻分に尺を割さくために魔殺商会を登場させない」と聞いて、どれだけのファンの方が納なつ得とくしてくれるでしょうか。私は納得どころか、誰だれも許してはくれないはずだと信じているのですが……。

　そんなわけでどうしてもやりたければ２クール寄よ越こせだの枠わくが足りなきゃ連載分はＴＶでやって四巻書き下ろしから五巻目まではＯＶＡでやれだの監かん督とくはむらかみてるあき監督にしてくれだの五～六時間ほどゴネゴネとゴネまくってみたところ、丸一年も音おと沙さ汰たがありません。

　……。




　絶対面おも白しろい作品になると思うんですけどね!!




　ふぅ、言ってやったぜ。

　まあ原作の長さが今主流の１クールという放送形態に合ってないのですからこれは運がなかったと諦あきらめる他ほかありませんが、絵に描えがこうがなんだろうが餅もちは餅です。今のこのご時世、原作終しゆう了りよう後にアニメ化の話を引っ張り出しただけでも快挙というものでしょう。

　そんな夢のような話が持ち上がるほどに応おう援えんしてくださったマスラヲファンの皆みな々みな様さま、そしてマスラヲを書くチャンスを与あたえてくださった『お・り・が・み』からのファンの皆々様、本当に本当にありがとうございました。

　連載ではあんなひどい終わり方をし、四巻ではあんなひどい引き方をしたにもかかわらず、よくもまあ最終巻を長々とお待ち頂いた上に楽しんでくださったものだと感謝感激しきりでした。発売直後には、普ふ段だんは恐おそろしくて絶対に見ないインターネットでの評判も検けん索さくし、その後のアンケートでも概おおむね好意的に受け取ってもらえたことを知り、ひたすらほっとしながら喜んでおりました。温めに温めておいたネタを狙ねらい澄すまして最高の形で世に放ち、最大級の賞賛を得る。一表現者として、これ以上のことはありません。そして長い人生ですが、なかなかこんな機会はないように思います。




　というか、私の場合はもうないでしょう。今のところ、ミスマルカもこのレイセンも、マスラヲほど自信を持って提供できるネタを思い付いていないのです。そんなわけで自分としては、我が世の春、林トモアキの旬しゆんはもう過ぎたものだと思っております。最高だったマスラヲは書き終えた時点ですでに過去の栄光で、ホンモノのクリエイターはここからさらに上のものを作り出していくのでしょうけれど、自分には未いまだにその感じが見えないのです。で、これ以上は無理と気付いた途と端たんに気が抜ぬけましてですね。目指すべきところがなくなり、空っぽになってしまったと言いましょうか……。




　とか真ま面じ目めに延々書いてたら編集部に本気で心配されました。




　どれくらい本気かというと、「今すぐ編集長を連れて伺うかがいますので編集部としての今後の対応や林さんの執しつ筆ぴつ環かん境きようの改善等につきましてあれやこれや！」といきなり閣下を持ち出される始末です。有ありり難がたい話ですがさすがに言った方がビビりましたので勘かん弁べんしてください私は元気です。

　まあそうして気が抜けたのもマスラヲを書き終えた直後の話でありまして、偉えらい文芸文学系の先生ならキリよく一時休筆ってことで新たなインスピレーションを得るためにあちこち旅行なぞ出かけたりして形にもなるのでしょうけれど、こちとらたかがラノベ屋なので書かないことには読者さんにも編集部にも忘れられてそれっきり老後の貯ちよ蓄ちくもなく自分探しの旅に出られるほどの社交性もありません。というか自分でもよくよく考えたらミスマルカもこのレイセンもその頃から普通に書いていたりするので、旬とかどうでもいいですね。ネタなんて書いてるうちに出たり出なかったりするものですし、執筆環境と言ってもこの六ろく畳じよう一間をどうしろと。そんなこんなでいつものようにゲームとネットで気分転てん換かんしつつ書き始めたのがこのレイセンです。




　いい名前ですよねレイセン。ついでなのでタイトルの話でもしましょうか。

　実はこちらから提示したシリーズタイトルがストレートに採用されたのってこれが初めてだったりします（ひでおアフターはひでおアフターとして）。タイトルというものは一見したときの語感の良さ、インパクト、表紙ロゴにしたときの見み栄ばえ等々、作品の顔であると同時に多少の商売っ気も絡からみますので、なかなか作者の一存だけで決めるわけにはいかなかったりするのです。

　これまた特とく殊しゆな一例を挙げますと、マスラヲ四巻の書き下ろしを仕上げた頃でしょうか。連れん載さいの終わり方も含ふくめて構想を一切明かさずにいた私ですから、五巻が果たしてどういった内容になるのかもまた、編集部側には一切知らせておりませんでした。





担当Ｗ「マスラヲの五巻の副題ってもう決まってますか？」

　俺　「え？　いや、まだ書き始めてもいないんですが……」

担当Ｗ「いえいえ、本誌での広告用に是ぜ非ひですね。漠ばく然ぜんとでも結構ですので」

　俺　「ああ、そうですか……じゃあ〝川村ヒデオの帰き還かん〟で!!」

担当Ｗ「えっ……？　うーん……。最終巻にしては地味じゃないですかね……？」

　俺　「いや、絶対大だい丈じよう夫ぶです！　絶対、〝川村ヒデオの帰還〟なんです！」

担当Ｗ「……」

　俺　「五巻はヒデオが帰ってくるだけの話ですから（ニヤニヤ）!!」

担当Ｗ「……はあ、そうですか。では、まあ……」

　俺　（ニヤニヤ……）






　感動の最終巻、完全書き下ろしで登場！　戦闘城塞マスラヲＶｏｌ．５　聖魔の未来（仮）


（「ザ・スニーカー」２００８年８月号抜ばつ粋すいママ）






　俺　「……。」




　なかなかいい経験をしたと思います。何がどういいのかはうまく表現できないのですが。

　無い袖そででも、さもあるかのように売り込まなければいけないのですから編集者というのも大変なお仕事です。いや、プロットとか書かない俺が悪いんですけどね。

　ちなみにシリーズタイトル自体、本来は『マスラヲ』だけだったはずが本誌が届いてみるとなぜか『戦闘城塞』と冠かんせられていまして、あとで聞いた話なのですが当時の編集長閣下がノリで付けてしまったものらしくこればっかりは最後の最後まで扱あつかいに困りました。閉へい鎖さ的な都市空間＝城じよう塞さいとストレートかつ端たん的てきに表現するセンスは素す晴ばらしいのですが問題はそれが戦せん闘とう城塞であり、肝かん心じんの俺自体に作中でそれを料理するセンスが……まあいいや。




　暴ばく露ろ楽しい～っ!!




　すっかり話が逸それまくりましたのでレイセンに話を戻もどしますが、カバーの折り返しのところやマスラヲ五巻あとがきにも書きました通り、レイセンはこれだけで世界を救うとかどうこういうものではなく、オリガミ・マスラヲ軸じくから見た現時点ではあくまでも外伝的なオマケ話でしかありません。オマケなのにのっけから述じゆつ懐かいとか精せい霊れい工学とかわけわからんことやってますが、レイセン内で回収するつもりもないほど投げっぱなしにする気でいるのでご注意ください。述懐の中の「黒くろ髪かみの少女」はレイセン内で登場するかどうかもわかりません。つまりこれはレイセンという名の後日談であり、その後に来る精霊サーガ完結編への壮そう大だいな前フリなのです。




　……本当か？

　ガチ本当です。




　また風ふ呂ろ敷しき広げすぎナンジャネーノ？

　問題とは風呂敷の畳たたみ方ではなく、その風呂敷で物語をどう包むかである。




　どう包むの？

　さあ？




　そんなわけでしてイラストレーターの上田さん、マスラヲに引き続きイラストの担当ありがとうございます。大人になった睡蓮がしゃーぷでくーるでえっぢが効いていて最高です。でも千影は反則です。ノアレのスカート丈たけもギリギリじゃないっすかイヤッホウ！

　担当Ｗ氏、広告や本誌での特集等々、日々の精力的な活動ありがとうございます。でも「一件だけ簡単なお願いが」とか言ってレストランでいきなりサイン色紙を十二枚も出すのはやめろ。それは一件じゃない、十二枚と数えるんだわかったか大卒エリート企き業ぎよう社員。




　二巻目からいきなり新展開です（たぶん）。とは言え基本この巻とノリは変わらないと思いますので、懲こりなかった方はお楽しみに。そしてまたしばしの間、よろしくお願い申し上げます。




　二〇〇九年　十二月


林　トモアキ　　
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